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はじめに

京都大学では、生まれた発明の特許出願、企業様による特許発明の実施、

学内への利益還元、そして新たな研究成果の創出、という流れで知的創造

サイクルを有効に回すべく、本学の研究成果を 1 件でも多くの企業様にご

使用いただくため、本誌にて技術移転可能な特許出願や特許権（技術シー

ズ）のご紹介を行っております。

京都大学から生まれた特許権等の知的財産収入は年々伸びており（下

図）、令和２年度は日本の大学で１位となりました（文部科学省　令和 2

年度　大学等における産学連携等実施状況について（概要）参照）。大学

で生まれた発明を企業様に実施いただき大学の知を社会に還元して社会貢

献を行う使命を果たすとともに、知的財産収入を学内に配分して新たな研

究成果を創出する流れが形になりつつあります。

大学の研究成果をいかに産業界での実施につなげるかは単に知的財産の

ライセンスにとどまらず、様々な形態があります（例えば、特許権を一つ

の種にした共同研究、受託研究、ベンチャー起業等）。本誌をご覧いただき、

皆様の研究開発・事業の一助となる技術シーズやその活用方法を見出して

いただければ幸いです。
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京大の特許ライセンス例

本学の特許権について企業様とライセンス契約を締結し、実施につなげ

た例を以下にご紹介します。なお、ここに挙げたもの以外でも、本文紹介

案件中「製品・サービス化済」のマークが入っているものは、実施してい

ただく企業が見つかり、現在実際に購入・利用可能なものです。興味を持

たれたものがありましたらぜひお試し下さい。

■ リアルタイムで土砂災害危険度判定を行う防災支援コンテン
ツ：「ドシャリスク」

農学研究科・小杉賢一朗先生らは実効雨量を用いてリアルタイムに土砂

災害の危険度を判定する防災支援システム（番号 4613、第 6450129 号）

を生み出しました。これを株式会社気象工学研究所様が実用化し、任意の

地点に対し、土砂災害警戒避難を支援するための雨量情報を提供していま

す。
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■メンタルサポートのサプリメント：「冴えるダイズ」

農学研究科・大日向耕作先生らが見出した抗不安作用を持つ大豆由来ペ

プチド（特許登録番号第 6667781 号等）をもとに、ユーハ味覚糖株式会

社との共同研究の末に完成した製品です。同ペプチドをメンタルサポート

の有効成分「SOYLAX®」として配合した小粒タブレットサプリメントとし

て、ユーハ味覚糖株式会社より販売されています。
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■ iPS 細胞由来心筋細胞製品：「CarmyA」

物質－細胞統合システム拠点 (iCeMS) の南一成先生・中辻憲夫先生らが

開発した分化誘導方法を用いて作製されている iPS 細胞由来心筋細胞製

品：CarmyA です。株式会社マイオリッジ様から独自の化合物によるプロ

テインフリー分化誘導法で作製された高品質な心筋細胞として製造・販売

されております（特許第 5930205 号　他）
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抗肥満作用を有する Rubisco 由来のペプチド。マウスへ経口投与したとこ
ろ、高脂肪食の摂食量抑制効果が見られた。更に、このペプチドはレプチ
ン感受性を増強する作用を有しており、レプチンと併用することによって
レプチンによる摂食抑制効果、体重減量効果を増強する。機能性食品、サ
プリメント、医薬品への応用が考えられる。

ペプチド含有組成物

7390

63/160,269（米国仮出願）

パンや麺類等の小麦粉食品中に含まれるグルテンの三次元構造を可視化す
るための試薬、可視化方法。小麦粉食品中において、グルテンは三次元的
なネットワーク構造を形成しており、その構造が喫食時の歯応えや製パン
時の膨らみ等を決定する重要な因子である。本発明により当該３次元構造
の可視化が可能となり、食品の設計や評価、改良、構造から品質の予測等
への適用が広く可能となる。

麺等の食品試料を透明化する試薬およびその透明化法

7285

WO2021/062082

イソブタノールなどの分岐鎖アルコールへの耐性を高めた、遺伝子改変酵
母。エタノールよりも優れたガソリン代替品であり、ジェット燃料への変
換も可能な代替燃料化合物として期待されるイソブタノールの生産量及び
生産効率の向上に寄与する技術。

Increased isobutanol tolerance and production in 
yeast

7063

特願 2021-096136（未公開）

ＲＰＡ法で使用される核酸増幅試薬を最適化することで、汎用性が高い核
酸増幅検出方法、キットを提供する。従来よりも効率的な遺伝子増幅が可
能となるため、医療、食品製造・保蔵、畜産、環境等の幅広い分野で利用
できる。

核酸増幅方法

7014

特願 2021-088794（未公開）

光遺伝学に用いられるチャネルロドプシンの細胞外領域を認識する抗体。
実験系において生体内でのチャネルロドプシンを再現した上で抗体を作製
することで、光遺伝学における免疫染色の効率を劇的に向上している。

非変性チャネルロドプシン検出キット

6982

食品・バイオ
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PCT/JP2021/020346（未公開）

近接アレイセンサを利用した微生物検査装置。生菌の有無の判定、細菌の
鑑別ができるため、臨床検査、創薬、食品検査等幅広い分野で利用できる。

微生物検査方法および微生物検査装置

6913

WO2021/153718

経口摂取可能な特定の希少糖、糖アルコールにより、線維芽細胞増殖因子
２１（ＦＤＦ２１）の分泌量を増加させることを見出した。これを利用し
た飲酒欲求抑制などの新たな機能性食品等の開発が期待できる。

線維芽細胞増殖因子 21 誘導剤、及びアルコール嗜好
性又は単純糖質嗜好性を抑制するための組成物

6828

WO2021/100474

液体クロマトグラフでの分析の際に、サンプル中の化合物が装置内の金属
部分に吸着すると検出結果に悪影響を及ぼすことがある。そこで金属イオ
ントラップを備えたポンプユニットを作製することで問題点を解決する。

ポンプユニットおよびクロマトグラフ

6789

WO2021/107080

小麦タンパク質のキモトリプシン消化物に含まれる、５残基ペプチド
（Tyr-Pro-Thr-Ser-Leu）。グレリン分泌細胞 MGN3- １に対してグレリン分

泌促進することが確認できており、食欲増進効果などが期待される。

ペプチド

6780

特願 2021-027813（未公開）

動物の成長を促進させる技術、特に、脂質蓄積を促進させる技術。
動物成長促進剤

6759

特願 2020-039972（未公開）

農業や食品などの広範な分野で、微生物叢の利用が注目されているが、無
数に存在する微生物から有用な組み合わせを見出すことは困難であった。
そこで最適な微生物の組み合わせを選択するためのアルゴリズムを開発。
選択された微生物により、作物の生育速度が上昇することを確認した。

微生物の評価方法、微生物の評価プログラム、微生物の
評価装置、及び微生物を含む組成物

6754



7

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

食
品
・
バ
イ
オ

品種願 35155

種のない（無核性）文旦の品種。カンキツかいよう病に対する抵抗性を有
している。土佐文旦（1 月〜 4 月）以降での出荷が可能で、特に食べやす
さ、加工性の良さが特徴。

ボナルーナ（品種登録出願）

6728

特願 2020-098951（未公開）

生体試料から簡便に核酸抽出する技術（核酸増幅反応に使用することがで
きる核酸試料溶液を生体試料から簡便に得る技術）。これらの技術を適切
に利用することにより、簡便に、例えばオンサイトで、生体試料から微生
物を検出し得る。

核酸抽出剤

6704

特願 2020-002923（未公開）

推定されたベイジアンネットワークでのサンプル又はサンプル群の関係性
を評価することができる特徴ネットワーク抽出方法。遺伝子発現データを
用いたネットワーク解析、電子カルテデータからの急性疾患アラート、健
康調査データからの疾患予兆因子特徴づけ等に応用できる。

特徴ネットワーク抽出装置、コンピュータプログラム、特
徴ネットワーク抽出方法及びベイジアンネットワーク分
析方法

6646

WO2021/182111

G タンパク質共役受容体 (GPCR) などの膜タンパク質を、生体内に近い状
態で安定的に単離・可溶化できる新規な界面活性剤。界面活性剤分子の凝
集がなく、ミセル分子量を小さく保つことができるため、高分解能 NMR
構造解析に適している。

新規なステロイド化合物

6578

特開 2021-65200

生体分子、たとえば、膜関連生体分子（膜タンパク質）の支持体。この支
持体は、支持部分の流動性の低下、および基材等との接触にともなう生体
分子の変性、機能低下を抑えることが可能。

生体分子の支持体とその製造方法

6542
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特開 2020-141560

微生物由来の新規アルデヒド合成酵素。この酵素の遺伝子を導入した組換
え微生物を作製し、アルコールからアルデヒド、アルデヒドからアルカン
という二段階によるアルカン製造方法を提供する。

新規アルデヒド合成酵素遺伝子、当該遺伝子を有する
組換え微生物及びこれを用いたアルカンの製造方法

6466

特開 2020-146015

細胞間の密着結合やバリア機能を、経上皮電気抵抗（TEER) を指標として
測定する際のマイクロ流体デバイス上の電極構造。

マイクロ流体デバイス

6425

特開 2020-137469

メタン酸化細菌であるミヤコネンセ HT12 株の組み換えタンパク質であ
り、アルカンに水酸基を付加する酵素。

活性発現する炭化水素酸化生体触媒

6415

WO2021/020462

エンドサイトーシス誘導活性をもち、かつ細胞表面での膜傷害性は低いが、
細胞内に取り込まれた後のエンドソーム内の環境で膜を不安定化するペプ
チド。目的物質を細胞内へ効率よく送達することができる。

細胞内送達ペプチド

6398

WO2020/040257

調整乳の主要原料であるラクト -N- テトラオースを合成する酵素。本酵素
は、ラクト -N- テトラオースの合成を簡便に行うことができる。

改変ホスホリラーゼを利用したラクト－Ｎ－ビオースＩ
またはガラクト－Ｎ－ビオースのβグリコシドの酵素合
成法

6192

特開 2019-216660

基板と、リンカー層と、脂質二重膜と、がこの順に積層された脂質二重膜
基板におけるリンカー層の厚さを制御する方法。この方法により、リンカー
層の厚さをナノメートルスケールで精密に制御可能である。

脂質二重膜基板におけるリンカー層の制御方法、並び
に、脂質二重膜基板及びその製造方法

6163

WO2020/027318

黄色ブドウ球菌由来の抗原と、カチオン性の官能基及び疎水性の官能基を
側鎖に有する多糖からなるナノゲルとを含む、ウシ乳房炎を予防するため
の粘膜ワクチン組成物。

ウシ乳房炎に対する粘膜ワクチン組成物

6099
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WO2019/168125

リガンド指向型の受容体標識化合物。固定化剤共存下で特定の受容体に共
有結合し、標識する。既存のラベル化剤に比べて化学的に安定な低分子で
あり、組織浸潤性も高く、固定された厚みのある組織等の染色が低コスト
で可能。

化学クロスリンク法に基づく新たな生体内タンパク質可
視化技術の開発

6060

特開 2020-000057

植物の試験用容器。複数の孔を有する構造で、傾斜培地と組合わせること
により、培養状態を良好に保つことができ、同時に顕微鏡観察にも対応し
た容器。

植物体を用いてハイスループット試験を行うための容器

6045

特開 2019-154283

細胞外小胞の一つであるエクソソーム表面の糖鎖に着目し、多能性幹細胞
を骨芽細胞へと分化誘導することにより得られうる細胞集団から骨芽細胞
を検出する方法。

多能性幹細胞を骨芽細胞へと分化誘導することにより得
られうる細胞集団から骨芽細胞を検出する方法、及びそ
の方法のために用いられるキット

6026

品種登録第 27604 号 特許登録 

サザンイエローと水晶文旦を掛け合わせた新品種。果皮が柔らかい、果実
が大きい、糖度が高い、果汁が多め、種子が少ない、爽やかな風味といっ
た特徴を有する。

農林水産植物の種類：Citrus L.
登録品種名：瑞季

5920

特開 2020-128343

DHA、グルコサミン、フェニルアラニン、バリンが組み合わされた構造
を有する化合物。グルコース取り込み阻害作用をマウス投与試験にて確認
済みであり、糖尿病や肥満等の脂質異常症への効果が期待される。

Nutrient conjugates

5899
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特許第 6854515 号 特許登録 

癌での解糖系代謝を特異的に制御できるような選択的制御物質や、老化を
抑制したい細胞、組織の解糖系代謝を特異的に制御できるような選択的制
御物質、即ち解糖系代謝制御物質を見出すことができる、新規なスクリー
ニング方法。

解糖系代謝制御物質のスクリーニング方法及び解糖系
代謝制御剤

5810

WO2018/174158

タンパク質等の物質を細胞内に導入するペプチド。抗体等の分子量の大き
な物質を高効率で細胞質内に送達できる有用な基盤技術。ドラッグデリバ
リーシステムとしての応用も可能と考えられる。

細胞質送達ペプチド

5685

WO2018/151223

細胞の形態を数値化する技術。細胞標識を必要とせず（ラベルフリー）、
移植前の培養細胞の品質管理、および移植後の再生組織の経過予測や予後
診断に使用することができる指標値を提供できる。

細胞評価方法、細胞評価装置、及び細胞評価プログラム

5633

特許第 6853523 号 特許登録 

ヘリカーゼを添加することで、反応液の容量が小さい PCR においても反
応効率を向上する方法。

ヘリカーゼを用いた PCR

5458

WO2018/0079793

腸内細菌と腸上皮細胞との共培養をおこなうにあたって、従来は、偏性嫌
気性細菌を良好な状態で増殖させることや、嫌気状態を保持しながら腸上
皮細胞を培養して両者の共生関係を解析することは困難であった。本発明
では腸内細菌と腸上皮細胞を共培養できるような培養条件を検討し、酸素
濃度が極めて低い条件でも上皮細胞を培養することができる装置を発明し
た。

嫌気性細菌などの細菌と上皮細胞との共培養装置及び
共培養方法

5450

WO2018/025793

種々のウイルス感染に対して共通に効果のある予防法・治療法が無い。本
発明ではピーマンや米ぬかなどに含まれる高分子物質を効率的に抽出し、
この高分子物質を細胞レベル・動物レベルで評価したところ、投与した細
胞や動物は強い抗ウイルス活性を獲得した。健康食品や飼料添加物、医薬
品などへの応用が期待できる。

免疫賦活因子産生促進用組成物

5420
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特許第 6872782 号 特許登録 

球状構造を有するグルカンデンドリマーに、カチオン性基と疎水性基を導
入し（カチオン性グルカンナノスフェア）、DNA や RNA と複合体を形成
することができる。細胞への核酸の導入剤として優れている。

カチオン性グルカンナノスフェア、複合体、核酸導入剤及
びがん治療剤

5379

WO2018/0021289

生体適合性のある新しい素材を使ったゲルによって、幹細胞の動的な制御
を可能にした技術。ある反応でゲルを柔らかくすると幹細胞が丸くなり、
反対にゲルを硬くすると細胞が拡がった状態になり、ゲル基板の硬さで細
胞の形状を変えることができる。

培地用高分子ゲル、培地、細胞の培養方法及びキット

5345

WO2017/150536

摂食促進作用を示す内因性のペプチドホルモン「グレリン」の分泌抑制作
用を持つ、新規ペプチド。本ペプチドは、牛乳タンパク質として知られる
β - ラクトグロブリン由来であり、食経験のある安全な原料から製造が可
能。

ペプチド

5339

特許第 6671063 号 特許登録 

細胞を含む水溶液で（1）集積回路センサ（100GHz オーダのテラ Hz のセ
ンサ）であり、表面を濡らすと、（2）インダクタの上に細胞がある共振器
は、インダクタの上に細胞がない共振器より共振周波数が高くなる原理を
知見して、（3）寒天培地、シート状培地などの固形培地に集積回路センサ
を接触させて、上記培地の誘電率の変化を検知するものである。

菌の検査方法および菌検査装置

5314

WO2017/150548

食欲や成長ホルモン分泌の促進作用を有する消化管ホルモン「グレリン」
の分泌を促進する外因性ペプチド。大豆貯蔵タンパク質β - ベータコング
リニシンからトリプシン消化で簡易に得られる。

ペプチド

5310

特許第 6771122 号 特許登録 

高分子グラフト鎖、微粒子および抗体を含む複合粒子：
均一な粒径、高い分散安定性を示し、かつ、特定の分子に特異的に結合す
るという特徴を有する。生体分子の検出や分離に有用である。

複合粒子

5255
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特開 2018-039954

セルロースとヘミセルロースを含む組成物を回収する方法。従来手法では
回収効率に向上の余地があったが、植物材料を添加剤とともに加熱する手
法により、高効率で得ることができた。

セルロース及びヘミセルロースを含む組成物を製造す
る方法、並びにその組成物を用いて糖化を行う方法

5233

特開 2017-104092

耐熱型逆転写酵素、逆転写活性を有する耐熱型 DNA ポリメラーゼ及び
RNA・DNA ヘリカーゼを用いた相補的 DNA（cDNA）合成方法。本 cDNA
合成方法を PCR あるいは NASBA と組み合わせることにより、標的 RNA
の高感度検出が可能。

新規核酸合成法

5202

特許第 6623401 号 特許登録 

動物の消化管内の発酵を促進することにより、消化を改善し、病気を予防
し、飼料の利用効率を高め、そして少量の飼料で畜産産物を効率的に生産
する飼料原料。

飼料原料及びその用途

4979

特許第 6617245 号 特許登録 

動物の消化管内の発酵を促進することにより、消化を改善し、病気を予防
し、飼料の利用効率を高め、そして少量の飼料で畜産産物を効率的に生産
する飼料原料。

動物用飼料原料及びその用途

4978

特許第 6422172 号 特許登録 

特異的かつ結合力の弱いプローブを用いることで、標識密度を向上させた
超高解像度光学顕微鏡法とそのプローブ。プローブは洗い流すことが可能
なため、順次プローブを変えてイメージ取得をすることで、一つのサンプ
ル上で無制限に多重染色を行うことができる。

結合解離プローブを用いた観察方法

4892

特許第 6772067 号 特許登録 

人工ヌクレアーゼシステム、ゲノム、相同組換え（HR）ができないドナー
プラスミドベクターなどのドナー DNA 及び二種類の ssODN を一緒に、
哺乳動物の細胞にマイクロインジェクションする方法。これによって、従
来の HR よりも数倍から数十倍の効率でノックイン哺乳動物を作製するこ
とが可能となる。

哺乳動物の標的ゲノム領域に DNA をノックインする方
法及び細胞

4818
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WO2016/104541

iPS 細胞から内胚葉・肝臓様細胞に高効率・高純度で分化誘導させる方法。
基礎培地に既存製剤を添加したものを分化誘導開始の培地として使用する
ことにより、より高純度の分化細胞を得る方法を見出した。また、分化開
始から数日後、マイクロ流体デバイス上に導入し分化誘導させることで、
肝臓細胞への成熟化を行うこともできるようになり、創薬スクリーニング
の応用展開も期待される。 

内胚葉系細胞の製造方法、肝臓細胞の製造方法、内胚
葉系細胞の誘導促進剤、肝臓細胞の誘導促進キット、お
よびマイクロ流体デバイス

4783

特許第 6617930 号 特許登録 

バイオプローブ等の物質を細胞質内に導入することが可能なペプチド。細
胞表面での膜傷害性低く、細胞内に取り込まれた後のエンドソーム内の環
境で膜傷害性を発揮するペプチドを開発した。本ペプチドを用いて、10 
kDa のデキストラン ( 高分子薬物モデル ) の細胞質への放出を、50% 以上
の細胞で達成出来る。また、小型タンパク質では、ほぼ 100％の細胞で、
細胞質への放出に成功している。

細胞質送達ペプチド

4731 製　品　化
サービス化済

特許第 6189793 号 特許登録 

植物由来のアルデヒドデヒドロゲナーゼ（アシル CoA 還元酵素）を見出
した。これを利用することで、脂肪族アルデヒド、脂肪族アルデヒドから
の脂肪族アルコール及び炭化水素の生産を向上させることができ、バイオ
燃料への利用が期待できる。

組換え微生物及び当該組換え微生物を用いた物質製造
方法

4479

特許第 6034332 号 特許登録 

優れた活性を示す微生物由来のアルデヒドデヒドロゲナーゼ（アシル
CoA 還元酵素）を見出した。これを利用することで、脂肪族アルデヒド、
脂肪族アルデヒドからの脂肪族アルコール及び炭化水素の生産を向上させ
ることができ、バイオ燃料への利用が期待できる。

組換え微生物及び当該組換え微生物を用いた物質製造
方法

4465

特許第 6502323 号 特許登録 

ヒト多能性幹細胞の多能性を維持しながら増殖させる培養液。一般に多く
含まれるタンパク質を低分子化合物で代替させた（含有タンパク質はイン
スリン、トランスフェリンのみ）。これにより、多能性維持率は既製品と
同等ながら、原材料の低コスト化、長期保存性の向上、細胞継代時の順化
処理不要、という特徴を有する。

多能性幹細胞培養用培地

4447
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特許第 6433119 号 特許登録 

多種のナノファイバーをスクリーニングできるデバイスの技術である。
一つのプレート上に多種類のナノファイバーの作製を可能にし、その中か
ら目的の細胞の培養に最適なナノファイバーを同定する方法を開発した。
さらに、細胞の機能・運命決定制御に関係する微小環境を調整できるマイ
クロ流体デバイスと組合せることで、ハイスループットスクリーニングシ
ステムの開発にも成功している。

細胞培養足場基材、マイクロ流体デバイス及びそれを
用いたハイスループットナノファイバースクリーニング
方法

4376

特許第 6235210 号 特許登録 

他の微細藻類や原生生物の増殖を抑制できる微細藻類の培養方法。pH が
4 以下である培養液を用いて、Coccomyxa 属およびその近縁生物群、又
は Watanabea クレードに帰属する単細胞緑藻類の微細藻類を屋外の開放
系培養システムにおいて培養することを特徴とする。

微細藻類の培養方法及び培養システム

4025

特許第 6340523 号 特許登録 

オキソ脂肪酸、水酸化脂肪酸にペルオキシソーム増殖剤応答性受容体の活
性化、血糖値上昇の抑制、血中中性脂肪の低下、耐糖能、エネルギー代謝
亢進作用が新たに見出され、強い脂質合成抑制作用を有することも見出さ
れた。このような新規生理機能を活用した幅広い製品（機能性食品、医薬
品、飼料など）の開発が期待される。

希少脂肪酸を含む代謝改善剤

3994

特許第 5875009 号 特許登録 

選択的スプライシングを受ける特定の遺伝子の中に少なくとも 2 種類の異
なるレポーター遺伝子が挿入されている DNA 構築物を用いる、哺乳類多
細胞生物における選択的スプライシングに影響を及ぼす物質および遺伝子
領域を同定するための方法。

哺乳類生物における選択的スプライシングの発現プロフ
ァイルおよび制御機構を明らかにするトランスジェニック
レポーターシステム

3216

特許第 5787246 号 特許登録 

γ－グルタミルトランスペプチダーゼ阻害化合物を有効成分とする、皮膚
繊維芽細胞のタンパク質（エラスチン、HSP47）産生促進剤。ナールスコ
ーポレーションに実施許諾、化粧品原料として製品化されている。

皮膚線維芽細胞のタンパク質産生促進剤および角化細
胞遊走・増殖促進剤

3013 製　品　化
サービス化済
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特許第 6180002 号 特許登録 

熱安定性を向上させた、汎用性の高い新規逆転写酵素。高温での高効率な
cDNA 合成を可能にする。

変異型逆転写酵素

2953

特許第 5802674 号 特許登録 

蛍光共鳴エネルギー移動の原理に基づく一分子型 FRET バイオセンサーを
最適化するためのリンカー。一定以上の長さを有するリンカーを用いるこ
とで、一分子型 FRET バイオセンサーのゲインを低くする要因である基底
状態の FRET を著しく低減させることができ、一分子型 FRET バイオセン
サー作成に汎用的に用いることが出来る。

蛍光共鳴エネルギー移動の原理に基づく一分子型
FRET バイオセンサーのリンカー

2879

特許第 4681693 号 特許登録 

食品、食器、調理器具、食品製造機器等
の殺菌に有効かつ安全に使用することの
できる殺菌剤。本殺菌剤は、焼成カルシ
ウムまたは水酸化カルシウムと可食性の
成分を含むものであって使用上安全であ
るうえに、O-157 等の大腸菌、黄色ブド
ウ球菌、その他サルモネラ菌、カンピロ
バクター等の食中毒菌に対し殺菌効果を
示す。

食品用殺菌剤

2588 製　品　化
サービス化済

特許第 5622593 号 特許登録 

チロシン‐ロイシンのみの配列からなるジペプチドが精神的ストレス抑制
作用（抗不安作用）を有する。マウス行動実験において、経口投与により
ベンゾジアゼピン系抗不安薬に匹敵する効果を発揮した。本ペプチドは種々
の食品タンパクの一次構造中に存在し、容易に製造・入手することが可能。

ペプチドを含む医薬または食品

2383

特許第 5686365 号 特許登録 

γ－グルタミルトランスペプチダーゼ阻害化合物を有効成分とする、コラ
ーゲン産生促進剤。紫外線によるダメージの軽減効果や角質水分量の増加
作用も奏するため、皮膚のしわ・たるみ等の老化防止・改善、紫外線によ
る光老化の防止・改善、さらに皮膚の保湿機能の維持改善等に好適。ナー
ルスコーポレーションに実施許諾、化粧品原料として製品化されている。

コラーゲン産生促進剤、光老化防止剤、保湿機能改善剤
および皮膚用剤組成物

2353 製　品　化
サービス化済
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特許第 5499408 号 特許登録 

形質転換体植物を作出するために、簡便かつ比較的短時間に目的の形質転
換体を得るための技術。種子特異的プロモータに連結された、種子タンパ
ク質と蛍光タンパク質との融合タンパク質をコードする遺伝子により、薬
剤耐性マーカーを用いた場合より簡便かつ効率的に形質転換体植物を選抜
し得る。また、ホモ系統とヘテロ系統とを容易に差別化し得る共優性マー
カーとしても利用可能。

新規選択マーカー遺伝子およびその利用

2077 製　品　化
サービス化済

特許第 5224440 号 特許登録 

三次元的な厚みを有し、エラスチン、フィブリリン等の弾性線維組織に不
可欠な弾性線維成分が発現している三次元培養弾性線維組織、及び、該三
次元培養弾性線維組織の製造方法。

三次元培養弾性線維組織及び三次元培養弾性線維組
織の製造方法

1914

特許第 4930939 号 特許登録 

リグノセルロース系植物材料に小麦フスマ及び／又は末粉と水を加えて粉
砕処理後に糖化処理する。乾燥の必要がなくなり、水分を多く含む材料で
もそのまま粉砕処理できてエネルギー効率の向上、糖化工程の簡便化、細
胞壁の破壊および損傷が促進されて、糖を高い収率で円滑に得ることがで
きる。

リグノセルロース系植物材料の固液混合物を用いる糖
化方法

1661

特許第 5114705 号 特許登録 

簡便で高精度に DNA 試料中の目的塩基がシトシンであるかメチルシトシ
ンであるかを判定する方法、それに使用されるプローブ、キット、核酸チッ
プ、及び装置。ビピリジン基で修飾させたヌクレオチドが含まれているバ
ルジ形成プローブ又はミスマッチ形性プローブにより、当該ビピリジン基
と反応対象となるメチルシトシンの選択性を高めることができる。

ビピリジン修飾ヌクレオシド又はヌクレオチド、及びそれを
用いたメチルシトシンの検出法

1559 製　品　化
サービス化済

特許第 5044779 号 特許登録 

本発明は、生体内ポリアミンの一種であるスペルミン及びスペルミジンを
高感度にかつ特異的に認識するとともに、水溶性にも優れ、呈色応答性の
みならず蛍光応答性を有するフェノールフタレイン誘導体及びこれを含有
する検査薬を提供する。癌細胞検出、癌進行度測定を目的とした迅速超高
感度分子認識システムへの応用が期待される。

フェノールフタレイン誘導体および生体内ポリアミン検
出用検査薬

1537
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特許第 5098008 号 特許登録 

オウレン培養細胞から、炭素 - 炭素カップリング反応を触媒する、新規な
P450 遺伝子をクローニングした。本遺伝子がコードする酵素は、医薬品
原料として有用なイソキノリンアルカロイドの生合成系の一つであり、レ
チクリンからコリツベリンへの変換を行う。

新規 P450 遺伝子およびそれを用いた有用イソキノリン
アルカロイド生産

1407

特許第 4963560 号 特許登録 

栽培二粒系小麦を原料の一部に用いることを特徴とする発酵麦芽飲料の製
造方法。本特許の製法を使い、古代エジプトでビール原料とされていたエ
ンマーコムギを原材料に使ったビール「ホワイトナイル」等が京都大学・
早稲田大学等で販売されている。

発酵麦芽飲料及びその製造方法

1239 製　品　化
サービス化済

特許第 4911416 号 特許登録 

細胞内に化合物を導入するためのキャリア、キャリアを構成するペプチド
脂質。プラスミドや siRNA などの核酸を導入するのに適する。細胞毒性
が低いうえ、生物由来ではないので病原性材料を含まず、安全性も高い。

ペプチド脂質を含んだキャリア及びそれを用いた化合
物の細胞内導入法

1188 製　品　化
サービス化済

特許第 5082102 号 特許登録 

GGT（γ - グルタミルトランスペプチターゼ）阻害剤に用いられる、ホス
ホン酸ジエステル誘導体とその製造方法。生体内の酵素の中でも GGT に
選択的に作用し、GGT を不可逆的に失活させる阻害活性をもつ。ナール
スコーポレーションより化粧品素材として販売。

ホスホン酸ジエステル誘導体およびその製造方法

1108 製　品　化
サービス化済

特許第 5167485 号 特許登録 

核酸塩基がシトシンかメチルシトシンかを判別する簡便な方法。遺伝子の
メチル化は、遺伝子発現の制御に関わる重要なもので、細胞の分化やガン
化にも強く影響しているが、本発明は簡便なガン診断に威力を発揮すると
考えられる。従来のメチル化判別法の大半は、亜硫酸水素塩や制限酵素を
用いるもので、反応時間の長さが問題であったが、本発明では最短１時間
で判定可能である。

メチルシトシンの簡便検出法

794

特許第 4802331 号 特許登録 

イオン流を必要とすることなく、電気的なシグナルを化学的なシグナルに
変換し得る単一ポリペプチド。本ポリペプチドは、特定の領域が単独で電
位センサーとして機能し得、電気的に酵素活性を制御するツールとして利
用することができるため、バイオ素子として利用することが可能。

新規イオンチャネル様ポリペプチドおよびその利用

656
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特許第 4465468 号 特許登録 

植物のアルカロイド生合成経路の複数の遺伝子の転写を包括的に制御する
転写因子をコードする遺伝子。イソキノリンアルカロイドであるベルベリ
ンやその他有用なアルカロイド二次代謝産物を大量に生産することが可能
となる。

アルカロイドの生産性制御因子

652

特許第 4452890 号 特許登録 

電気泳動後のポリアクリルアミドゲルなどのゲル上の生体関連物質を高感
度に検出する方法。電気泳動後のゲルをチオ硫酸ナトリウム水溶液に浸漬
し、エタノール及び酢酸ナトリウム水溶液の混合物に浸漬後、エタノール
及び硝酸銀水溶液の混合物に浸漬する。

生体関連物質の銀染色方法

576

特許第 4701378 号 特許登録 

核酸がハイブリダイズする際、正常な塩基対を形成できない塩基の対（ミ
スマッチ塩基対）が生じたとき、当該ミスマッチ塩基対に特異的に結合可
能な化合物と、それを用いたミスマッチ塩基対の検出方法、キット。特定
の構造を有するアミノナフチリジンダイマーが、優れた熱安定性およびア
ルカリ安定性を有することを見出した。

ミスマッチ塩基対検出分子およびミスマッチ塩基対検
出方法、並びにその利用

478

特許第 4534043 号 特許登録 

電気パルスを用いた遺伝子導入方法において、細胞への障害を最小限に抑
え、かつ遺伝子を効率よく細胞に導入することが可能となる方法。電極の
表面に核酸を担持させ、電極の表面に細胞を接着させて電気パルスを印加
することで、細胞集団内の望ましい位置で遺伝子導入が出来る。本手法は
ウイルスよりも安全に遺伝子を導入することが可能となる。

核酸導入方法

440

特許第 4590628 号 特許登録 

針葉樹材を白色腐朽菌により発酵処理することにより、栄養成分の損失を
伴うことなく、針葉樹材中のリグニンが高選択に分解されて、消化率が高
く、栄養的価値のある発酵飼料を製造できる。 

白色腐朽菌を利用した針葉樹材を原料とする発酵飼料
及びその製造方法

382

特許第 4001239 号 特許登録 

ダイズ由来β - コングリシニンをタンパク質分解酵素で消化することによ
り、脂質代謝調節機能を維持しつつ、アレルゲン性が顕著に低下し、溶解
性の向上したペプチド混合物が得られる。当該ペプチド混合物は生活習慣
病の予防・改善効果を有する低アレルゲン食品素材となり得る。

ダイズ由来ペプチド混合物およびその利用

298



19

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

食
品
・
バ
イ
オ

特許第 4487071 号 特許登録 

ホルムアルデヒド資化能を有し、環境中におけるホルムアルデヒド濃度を
低減させることができる植物。ヘキスロース -6- リン酸合成酵素遺伝子及
び 6- ホスホヘキスロースイソメラーゼ遺伝子を植物に導入して葉緑体内
において発現させることにより、カルビン回路を介してホルムアルデヒド
を代謝させる。

ホルムアルデヒドに対する耐性を植物に付与する方法、
環境中のホルムアルデヒドを植物に吸収させる方法

267

特許第 4314364 号 特許登録 

生体高分子結晶化条件などの複数の特性の最適な組み合わせを効率的に選
択できるスクリーニング用溶液の作製方法及び装置。少なくとも 2 種類の
特性を有する溶液について、各特性の上限及び下限の性質を有する各溶液
を混合して各フラクションに分注する機構を備える。

スクリーニング用溶液の作製方法及び装置

259

特許第 3855055 号 特許登録 

デンプン合成遺伝子である Wx 遺伝子の発現を効率よく制御し、植物の胚
乳においてアミロース含量を抑制および調節する。RNA 干渉を利用して、
植物において胚乳特異的に顆粒結合型デンプン合成遺伝子である Wx 遺伝
子の発現を抑制する。

Wx 遺伝子発現抑制方法および該方法に用いられる遺
伝子

202

特許第 3731054 号 特許登録 

導入遺伝子と共に、ウニアリルスルファターゼ由来のインスレーターを導
入することを特徴とする、導入遺伝子のサイレンシングを回避する方法、
遺伝子の導入方法、ベクターの作製方法。遺伝子治療において有用な新た
な手段を与えるものである。

導入遺伝子のサイレンシングを回避する方法

185

特許第 3790821 号 特許登録 

ノルコクラウリン 6-O- メチルトランスフェラーゼ（6OMT）は、イソキ
ノリンアルカロイドの生合成系においてノルコクラウリンからコクラウリ
ンを生成する。オウレン由来の 6OMT 遺伝子をハナビシソウに導入した
ところ、本形質転換植物は、野生型の 6 ～ 7 倍のアルカロイドを生産した。
本形質転換植物はイソキノリンアルカロイド生合成の効率的な誘導に利用
することができる。

ノルコクラウリン 6-O- メチルトランスフェラーゼ遺伝子
が導入された形質転換植物、及び、その形質転換植物
を用いたイソキノリンアルカロイド生合成の誘導方法

153
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特許第 3831785 号 特許登録 

RNA 干渉用のベクターであって、センス鎖配列とアンチセンス鎖配列と
が組み込まれ、逆方向反復塩基配列構造を有するベクターにおいて、RNA
ポリメラーゼⅢのプロモーター配列である tRNAThr がさらに上流領域に
組み込まれているもの。RNA 干渉誘導において、遺伝子発現抑制効率を
より高くすることができ、遺伝子の機能解析に有効に利用することができ
る。

新規 RNA 干渉誘導ベクター、そのベクターを用いた遺
伝子発現抑制方法、及びそのベクターが導入された形
質転換体

151

特許第 3987931 号 特許登録 

ベルベリン生産性の高いオウレン培養細胞から、ノルコクラウリン合成酵
素遺伝子をクローニングした。本遺伝子の転写産物であるノルコクラウリ
ン合成酵素は、医薬品原料として有用なイソキノリンアルカロイドの生合
成系の一つであり、ドーパミンと 4- ヒドロキシフェニルアセトアルデヒ
ドからノルコクラウリンを合成する。

イソキノリンアルカロイドの生合成に関与する遺伝子断
片としてのポリヌクレオチド、イソキノリンアルカロイド生
合成に関与する全長遺伝子とタンパク質、並びにその形
質転換体

150
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特願 2021-120370（未公開）

抗がん剤である FGFR 阻害剤が治療効果を発揮できるかを予め判断する方
法である。従来の方法では、効果が期待できるケースであっても、効果が
期待できないと判断されてしまう可能性があった。本発明によれば、効果
の期待できる患者さんには確実に投薬することができ、さらに無駄な投薬
をしないで済むことができる。

FGFR 阻害薬に対する感受性の判定方法

7361

特願 2021-092351（未公開）

急性心筋梗塞の患者の予後を予測する方法。
予測装置、予測方法、予測プログラム、予測システム

7331

特願 2021-112278（未公開）

グリオブラストーマ治療剤。RUNX 結合配列に結合して RUNX による遺伝
子発現を抑制させる PI（ピロールイミダゾール）ポリアミドを脳腫瘍移
植マウスに投与することで生存率を改善した。治療法が限られるグリオブ
ラストーマに対して、既存薬や既存の治療方法との組合せにより優れた奏
効率を有する治療上の新たな選択肢を提供する可能性がある。

RUNX 結合配列を標的とする抗脳腫瘍剤

7274

特願 2021-031041（未公開）

京都大学本庶佑先生のノーベル賞授賞の理由となった PD-1 シグナル阻害
剤と共に用いる併用剤の発明。これを用いることで PD-1 阻害剤の効果が
低かった患者さんへの治療効果をあげることができる。腫瘍細胞を攻撃す
る T 細胞内の TCR シグナルを増強させるために CD45 阻害剤を用いるこ
とで、成果を得た。

PD-1 シグナル阻害剤の併用療法

7245

特願 2021-059059（未公開）

毒性のより高いアミロイドβを認識することで、アルツハイマー病の早期
診断に利用が期待される抗体。

抗アミロイドβ 42 モノクローナル抗体

7223

特願 2020-194628（未公開）

京都大学研究者により開発された化合物（WO2012/014994）を腎臓保護
用途に用いる発明。本化合物は、バロシン含有タンパク質（VCP）の
ATPase 活性を調節し、あらゆる疾患への適用が期待されている。本件では、
急性及び慢性腎障害の処置薬及び予防薬としての適用となる。

腎臓保護用の組成物

7121

創薬・医工
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特願 2020-190869（未公開）

まばたきを模したマイクロ流体デバイス。透過膜によって上下 2 層に隔て
られた流路を有しており、透過膜の上層側に角膜細胞が載置される。下層
は流体の移動方向を非可逆的とし、上層は流体の移動方向を可逆的とする
ことで、細胞に対して剪断力を生じさせる。これにより、より生態環境に
近い角膜細胞を得ることができ、例えば薬剤のスクリーニングに活用可能
である。

マイクロ流体デバイス、細胞培養システムおよび細胞培
養方法

7077

PCT/JP2021/031757（未公開）

核移行性を高めたピロールイミダゾールポリアミド（PIP）。転写活性化物
質や転写抑制物質等の機能性分子と組み合わせることで、より低濃度で所
望の遺伝子発現を調整すことができる。更に、この手法で合成したミトコ
ンドリア活性化用途の PIP は、チェックポイント阻害剤と併用することで、
抗がん効果を増強することが可能である。

核移行性が改良されたピロール - イミダゾールポリアミ
ド

7068

特願 2021-108196（未公開）

生体内の低酸素状態を判断する方法。生体内の低酸素状態はあらゆる病態
との関連が指摘されている。従来より高額高侵襲性な検査手法はあったが、
本発明によれば、低額低侵襲性で尚且つ精度の高い検査が提供できる。低
酸素状態を正確に知ることで腫瘍や虚血性疾患などの疾患の病態増悪性予
測が可能となる。

低酸素バイオマーカー及びその利用

7053

特願 2020-178281（未公開）

脂質スクランブル活性を調節（例えば阻害または誘発）する物質をスクリー
ニングする方法。

Xkr4 ポリペプチド、XRCC4 ポリペプチド、および目的と
する表現型に対応する遺伝子を特定する方法

7050

特願 2020-170994（未公開）

光干渉断層計（OCT）や光干渉断層血管撮影装置（OCTA）等による眼底
撮影において、眼底中心から離れた部分を容易に撮影することができるア
タッチメント。対物レンズの前に、プリズムと固視灯を設置することで、
周辺部網膜を詳細に観察することが可能となる。

眼底撮影範囲調整装置及び検眼枠用アタッチメント

7022
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PCT/JP2021/022968（未公開）

新型コロナの治療で抗体医薬が注目されているが、生体内に投与した場合、
抗体そのものを人体が異物として認識して免疫機構により排除してしまう
という課題がある。本件では、異物としての認識可能性が低い低分子であ
る VHH 抗体を、本来は生体を構成しない D アミノ酸で作製することで、
より生体から排除されることなく抗体薬としての機能を十分に発揮ができ
る。

免疫原性低減型低分子抗体とその製造法

6991

特願 2020-201756（未公開）

TRPC3 チャネル、TRPC6 チャネル、及び TRPC7 チャネルからなる群から
選択される少なくとも 1 種のチャネルを活性化する物質等が、核酸分子の
細胞内への取り込みを促進し、細胞のオートファジーを増強し、核酸分子
の活性を増強する。

細胞内への核酸分子取り込み促進剤、医薬組成物、及
び新規化合物

6930

特願 2020-036022（未公開）

後眼部の異常な脈絡膜新生血管に優先的にデリバリーする機能を有する高
密度リポタンパク質（HDL）。滲出型加齢黄斑変性や滲出型加齢黄斑変性
に類する後眼部新生血管疾患の効果的な治療に有用。

薬物デリバリーキャリアおよびこれを用いる医薬組成物

6876

PCT/JP2021/024227（未公開）

DNA の CAG または CTG リピート部分に強く結合する環状ピロールイミ
ダゾールポリアミド（PIP）。環状にすることで DNA への結合の安定性が
増し、RNA への転写を抑制する。先天性筋ジストロフィーなどのトリプ
レットリピート病治療薬として期待できる。

リピート結合剤

6833

PCT/JP2021/037776（未公開）

部位特異的に抗体を修飾する技術。PET プローブや抗体医薬複合体への応
用が考えられる。当該技術分野では、味の素社の AJICAP 等の先行技術が
知られているが、反応工程数、試薬の安定性や誘導体化の簡便性の点にお
いて既存技術よりも優位性がある。

ペプチド、およびペプチドを用いる抗体の修飾

6829

特願 2020-144086（未公開）

前立腺がんの発症リスクを高精度で検査することのできる方法。
前立腺がんの検査方法

6772
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特願 2020-017362（未公開）

アミロイドβタンパク質の凝集を特異的かつ高感度に検出する抗体を作製
できれば、アルツハイマー病の早期診断に繋がる。本件では凝集を特異的
に検出できる抗体作製のための抗原として新たなアナログペプチドを作製
した。

アミロイドβ 42 架橋アナログペプチド

6762

特願 2020-048203（未公開）

CD135 抗原を発現している細胞を末梢血から新たに見出した。この細胞
は貪食能および抗原提示能を有し、T 細胞を活性化することから、この細
胞を含む医薬組成物は、ガン、感染症等の治療への利用が期待できる。

CD135+ 細胞を含む医薬組成物

6734

WO2021/079992

ES 細胞に分化用細胞培養液（DMEM といった簡素な培地 +10%FBS）に細
胞接着しないヒドロゲルポリマー（実施例では Meibol Gel）を加え、3 日
程度培養するだけで胚盤胞様構造を形成する。ES/iPS 細胞の研究が加速度
的に進むような簡単な方法であり、さらにクローン動物の作出などにも応
用できる。

多能性幹細胞からの胚盤胞様構造体の作製法

6727

WO2021/085654

脳動脈瘤の治療に用いられるステント。熊本大学で開発された KUMADAI
超急冷マグネシウム合金（特許第 3905115 号）の細線で編まれており、
大部分が生体内で分解される（6 か月〜 12 か月程度は生体内で残留でき
る）。マグネシウムは生体の成分であり、基本的に無害であり、血管内に
ステントが残存しないため、術後の患者への負担を軽減できる。

ステント及びその製造方法

6714

特開 2021-38992

パーキンソン病、アルツハイマー病等のプリオンタンパクを病因とする疾
患の検査方法。簡便且つ短時間で高感度に疾患の原因であるプリオンタン
パクの凝集体を検出できる。これによれば、上記疾患の超早期予測及び重
症度の評価が可能となる。

神経変性疾患におけるバイオマーカー分子の検出方法

6711
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WO2021/060498

ガドリニウム、ヨウ素、ケイ素等の高原子価金属元素（高 Z 元素）を含
有したナノ粒子を用いて、癌細胞に集積化させた当該ナノ粒子に対して適
切な単色 X 線を照射することで、癌細胞塊を崩壊させる、新規の放射線
治療方法及び当該治療用薬剤。人体透過性の単色 X 線を用いるため、ナ
ノ粒子との反応部位以外への被爆がなく、X 線そのものの照射精度や照射
回数に対する制限が不要となり、癌組織特異的にダメージを与え破壊する
ことが可能となる。

多孔性シリカを含むナノ粒子およびその製造方法、
ならびに放射線治療用医薬組成物

6684

特開 2021-38983

Cd 板と Al2O3 セラミック板からなる中性子線 ･ γ線弁別測定用の熱蛍光
体及び中性子線測定装置。ホウ素中性子捕捉療法において適正な中性子投
与線量を予め測定するために応用可能。

中性子測定用ユニット、中性子測定装置、および中性子
測定方法

6680

特開 2021-031482

アトピー性皮膚炎や乾癬などの慢性的な皮膚疾患に対して治療効果が期待
される、IL-27、IL-27 受容体アゴニストを有効成分とした治療剤。

掻痒治療剤

6677

特開 2021-042164

短鎖脂肪酸の腫瘍増殖抑制剤としての用途。マウスを用いた実験で、単鎖
脂肪酸の投与によりがん細胞の増殖抑制を確認している。

がんの処置および / または予防のための医薬組成物

6676

WO2021/015222

血圧降下作用を示す、KFWGK という 5 残基アミノ酸配列から成る新規ペ
プチド。マウスへの経口投与において、最小有効量 0.005mg/kg という低
用量で血圧降下効果が確認されている。

ペプチド

6647

特願 2020-100005（未公開）

がん細胞の浸潤能力および転移能力の評価をする方法。がん細胞の浸潤及
び転移を抑制する薬剤を選別することができ、新たな癌治療を生み出す助
けとなる。本学発明者のゼラチンハイドロゲルの研究成果が活かされてい
る。

細胞浸潤性評価方法、それを用いた抗浸潤性化合物
スクリーニング方法、ならびにそれらの方法に用いられ
る架橋ゼラチン粉末および評価キット

6644
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WO2021/167056

先天的に歯の欠損を有する患者において原因となる USAG-1 タンパク質の
機能を抑制するために、USAG-1 遺伝子を標的とした RNA 分子を用いて
無歯症の治療を目指す。

USAG-1 を標的とする RNA 分子を含む歯の再生治療薬

6641

WO2021/010346

先天的に歯の欠損を有する患者において原因となる USAG-1 タンパク質の
活性を抑制する抗体を作製し、これにより無歯症の治療を目指す。

歯の再生治療のための USAG-1 を標的分子とした中和
抗体

6640

特願 2020-215401（未公開）

学習モデルを用いて、がん患者の情報（年齢、性別、がん種等）や非専門
家でも評価しやすい客観的症状（摂食低下、腹満、不眠等）を入力し、が
ん患者の主観的症状（陣痛、呼吸困難、倦怠感、せん妄等）を推定するシ
ステム。

推定支援装置および学習済みモデルと、当該推定支援
装置を備えるケア支援装置および転帰予測装置と、当
該ケア支援装置を備える転帰予測装置

6637

特願 2019-209949（未公開）

腫瘍の縮小物理ファントムを用いて非剛体レジストレーション（DIR）の
画像変形精度を自動で算出するアルゴリズムおよびその解析に必要な物理
ファントム。

非剛体画像レジストレーション調整支援装置、非剛体画
像レジストレーション調整支援方法及びプログラム

6628

特願 2021-076617（未公開）

アトピー性皮膚炎等の治療効果を示す医薬組成物。従来の治療薬として副
腎皮質ステロイドがあるが、皮膚委縮、毛細血管拡張、ステロイド紅潮等
の副作用が知られている。本発明は、ステロイド薬とは異なる新たな機構
で治療効果を出しており、上記課題とは無縁の新規な治療薬となる可能性
を持っている。

皮膚組織の異常を改善するための組成物

6626

特開 2021-76561

ヒト T 細胞白血病ウイルス 1 型の感染者が、HTLV-1 関連脊髄症（HAM）
及び熱帯性痙性麻痺症（TSP）を発症するリスクを判定する方法。HAM/
TSP は、難病指定を受けた希少疾患である。このような希少な疾患につい
ても研究課題として取り上げ成果を出していくという大学の姿勢が伺える
案件のひとつである。

HAM/TSP 発症リスク判定方法

6619
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特願 2020-188243（未公開）

テラヘルツ光を用いた生体内タンパク質「アクチン繊維」の切断技術。高
強度テラヘルツ光をアクチン水溶液およびヒト培養細胞に照射した際、タ
ンパク質の変性 ･ 凝集や細胞傷害を与えることなく、アクチン繊維の切断
を誘起可能であることを見出した。多様な細胞内機能に必須であるアクチ
ン繊維をテラヘルツ光照射により操作する可能性を示し、将来的な生命現
象の光制御技術における重要な基盤技術となりうる。

生体分子操作装置および生体分子操作方法

6616

特開 2021-35917

臓器移植後に処方される免疫抑制剤。従来の免疫抑制では、移植臓器を自
己の免疫システムからの攻撃から守ることはできるが、免疫システムが働
かなくなることで日和見感染やがんへの免疫応答機能が失われるという課
題があった。本薬剤によれば、移植臓器を免疫応答から守りつつ、日和見
感染等からも身を守る免疫応答機能を保持することができる。

免疫再構築促進剤、及び移植片対宿主病（GVHD）治療
剤

6565

WO2021/002352

TRPV1 のアゴニスト又はそのプロドラッグを有効成分として含有する、遅
発性ジスキネジアの治療又は予防用組成物、並びに TRPV1 の活性化を指
標とする、遅発性ジスキネジアを治療又は予防するための有効成分のスク
リーニング方法。

遅発性ジスキネジアの治療又は予防用組成物、及び遅
発性ジスキネジアを治療又は予防するための有効成
分のスクリーニング方法

6538

特開 2020-142994

高血圧発症前期で動脈弛緩効果を有するジペプチド SY 及び高血圧発症後
期で同効果を有する NA を用いた、高血圧発症段階に応じた予防 / 治療方
法であり、また同機構を用いた血管弛緩度合いの診断方法。

血管機能の検出方法、高血圧症の進行段階を判定す
る方法、高血圧症の進行段階を判定するためのキット
及び高血圧症の治療効果の予測方法

6513

WO2020/218173

不斉中心（特に、不斉炭素）を有する化合物（特に、アミノ酸等）の絶対
立体配置を決定するための光学分割ラベル化剤として好適である化合物。
様々な分野で用いられるアミノ酸分析用試薬として有用。

新規フルオロジニトロフェニル化合物及びその用途

6505
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WO2020/256110

ヒトの上皮細胞から分泌されているα 1-antitrypsin の C 末ペプチドがタ
イトジャンクションの形成を促進する。皮膚バリア / 上皮バリアが関係す
る疾患（例えば炎症性腸疾患や感染症など）への適用が期待できる。

タイトジャンクション形成誘導剤

6492

特開 2021-13612

手術中でも被写体と一致する投影画像を被写体に向けて正確に投影できて
いるか否かを視覚的かつ簡易に判別可能とし、医者等の利便性の向上を支
援する。

医療投影システム

6477

特開 2021-012102

糞便中に含まれる腸内細菌の代謝産物である短鎖脂肪酸（カプロン酸）の
代謝量を用いて、抗 PD-1 抗体のがん治療の奏功を判断する方法。

がん患者の免疫チェックポイント阻害剤に対する応答性
を判定するための方法

6402

WO2020/149026

本庶佑先生のノーベル賞授賞の理由となった PD-1 シグナル阻害剤の個別
の患者さんにおける有効性を判定する発明。免疫応答を司る T 細胞の活性
化の仕組みに注目した。この発明によれば、無駄な投薬をせずにすみ、医
療経済的な貢献ができる。さらに発明をつきつめることで、新たな生命の
仕組みを明らかにすることが期待される。【5409】の後にさらに出てきた
研究成果。

PD-1 シグナル阻害剤含有薬剤による治療有効性の予
測及び / 又は判定マーカー

6368

特開 2020-034556

尿に含まれる脂質分子種を検出し、その存在比により、前立腺癌を判定す
る。従来手法では、前立腺癌、前立腺肥大症、前立腺炎の区別がつけにく
かったが、本発明によれば、前立腺癌のみを判定することができる。

前立腺癌の判定方法

6332

WO2020/054503

肺の脱気変形を考慮した機械学習 ･ 推定方法。

機械学習装置、推定装置、プログラム及び学習済みモデ
ル

6289
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特開 2020-092696

培養細胞を含むゲル状材料と、血管内皮細胞を含む培養液とをマイクロデ
バイス内に設置し、拡張 ･ 収縮を繰り返すことで血管組織を形成させる、
生体内を模倣した細胞塊の製造方法。

生体模倣デバイス及び生体模倣方法

6288

WO2020/166529

骨手術において手術用器具の挿入位置をガイドするためのデバイス。シン
プルな構造で使用しやすく、術者の経験に頼らない手術精度の向上 ･ 手術
時間の短縮が可能。

骨処置用器具

6287

特許第 6742618 号 特許登録 

微小な生体粒子等の浮遊性検査対象を一定時間顕微鏡等で観察する際に、
浮遊性検査対象を一定位置に留めることによって、検査対象の観察を容易
にする生体粒子観察装置及び生体粒子検査方法。誘電泳動により位置を固
定するため、浮遊細胞をタンパク質等で固定化することが無く、物理的に
細胞表面に接触することが無いため、細胞そのものにダメージを与えない。
また、単一の浮遊細胞を所定の位置に固定することができる生体粒子観察
装置を提供できる。

生体粒子観察装置及び生体粒子観察方法

6211

WO2020/045570

自己組織化特性をもつ新規化合物であり、自然免疫受容体である TLR ファ
ミリーのうち、TLR9 に選択的に作用することで、B 細胞を抗体産生細胞
に分化させるサイトカイン（IL-6）の産生を促進する。抗ウィルス / 抗癌
抗体医薬のアジュバントとして活用可能性がある。

免疫を賦活化する自己集合体

6202

特開 2020-096579

天然に存在する転写因子対を模倣した、ピロールイミダゾールポリアミド
とγ PNA の協同システム。高い配列選択性を備え、生体内で起きる転写
因子対と DNA の相互作用を再現するツールとして利用できるほか、遺伝
子発現の制御にも応用可能。

転写因子対を模倣する協同性と多様性を DNA バイン
ダーに与えるオルソゴナルなγ PNA 二量体化ドメイン

6198

特許第 5950818 号 特許登録 

ジストロフィン遺伝子のエクソンスキッピングを誘発することで遺伝性疾
患を予防・改善する薬剤。これにより、筋ジストロフィーの症状改善が提
供される。

遺伝性疾患の予防・改善剤

6172
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WO2020/213730

免疫刺激を受けた可能性のある被験体又は被験者から採取した血液サンプ
ルを、本発明の手法を用いて解析するだけで、高機能な抗体の候補を迅速
かつ効率的に取得できる。

抗原特異抗体を含む配列クラスターを特定する方法

6139

WO2019/208812

カルシウムチャネル（TRPC3 または TRPC6）に対して阻害作用を有し、
肺等の線維化抑制剤として有用な化合物。

ベンゾイソオキサゾール化合物

6121

WO2021/020505

ZBTB2 のホモ二量体は、がん細胞の低酸素領域下での活動に必須な HIF-1
の発現を活性化する。その ZBTB2 のホモ二量体形成を阻害することで
HIF-1 の発現を抑制する抗がんペプチド。

がんを治療するための医薬組成物

6069

WO2019/182055

Regnase-1 活性化剤および免疫抑制剤・抗炎症剤。複数の炎症性疾患モデ
ルを用いて炎症性サイトカインの発現を抑制できることを確認済み。

炎症抑制用の組成物

6068

特開 2019-088548

薄フィルム多房状コラーゲン材料から人工気管を製造する方法。
人工気管及びその製造方法

6015

特開 2019-99538

ALK（Anaplastic Lymphoma Kinase）融合遺伝子陽性の腫瘍を PET/CT で
イメージングするための試薬、及び ALK 融合遺伝子陽性腫瘍の核医学画
像診のための核医学画像診断薬。

ベンゾ［b］カルバゾール化合物及びそれを用いたイ
メージング

5997

WO2018/199287

クリスタリン網膜症の処置および／または予防用の医薬組成物。クリスタ
リン網膜症の網膜色素上皮細胞では遊離コレステロールの異常な蓄積があ
ることを突き止めた。遊離コレステロール蓄積阻害剤として知られるシク
ロデキストリン誘導体である 2-hydroxypropyl-g-cyslodextrin（HPGCD）
をクリスタリン網膜症の細胞に用いることで、細胞機能改善と細胞死抑制
を実現した。

クリスタリン網膜症の処置および／または予防方法

5752
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WO2018/123559

生体組織の一部分を撮像した画像から、生体組織の弾性率の分布を推定す
ることができる。

情報処理装置、情報処理方法及びプログラム

5699

WO2018/131416

事前に得ている CT/MRI 画像からの 3 次元情報と、手術時に実際の臓器を
カメラ撮影して得た 2 次元の情報（臓器の部分情報）から、臓器全体の三
次元変位を推定する。手術時の内視鏡などの限られた視野で取得された画
像に証明の変化やノイズが含まれていても、臓器全体の形状を推定するこ
とができる。

情報処理装置、情報処理方法及びプログラム

5698

WO2018/174169

大腿骨頭壊死症などで行われる自家骨移植において用いられる骨処置用ガ
イドセット。従来の器具に比べ、採骨部を正確に設定することができ、さ
らに採骨された骨は強度が高く、採骨量が多くなっている。

骨処置用ガイド、骨処置用ガイドセット、および、骨処置
用ガイドの使用方法

5677

特開 WO2018/79855

細胞内における一酸化窒素の産生を亢進する化合物を有効成分として含有
する、がん細胞にプログラム細胞死を誘導するための医薬組成物。

がん細胞にプログラム細胞死を誘導するための医薬組
成物

5655

特開 2018-148865

感染可能な宿主域が広く、外来性遺伝子導入効率が高く、ウイルスゲノム
が宿主染色体に挿入されないため安全であり、細胞核で非細胞障害的に外
来性遺伝子を発現することができるため細胞内での安定性及び持続性が良
好で組換えウイルスを効率よく産生できるウイルスベクター。

ボルナウイルスベクター及びその利用

5625

WO2018/043674

神経新生を活性化するための組成物、並びに中枢及び／若しくは末梢神経
系の疾患又は機能障害の治療等のための組成物。

神経新生を活性化するための組成物

5615
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特許第 6739099 号 特許登録 

光音響波の検出信号を取得するステップと、検出信号から音圧分布データ
を求め、その音圧分布データに基づいて初期音圧分布を再構成するステッ
プとを備える光音響情報処理方法。画質劣化を抑制しつつ、迅速かつ効率
的に、初期音圧分布の再構成を行うことができる。

光音響情報処理方法、光音響情報処理プログラムおよ
び光音響情報処理装置

5579

特開 2018-61484

PD-1 シグナル阻害剤が個別の患者さんに有効に働くかを、悪性腫瘍領域
における融合遺伝子の発現に注目して判定する方法。京都大学本庶佐先生
のノーベル賞授賞の理由となった PD-1 阻害剤の成果が、他の研究者のさ
らなる探求心を惹起したことを示す成果のひとつ。

PD-1 経路阻害薬の薬剤感受性を判定する方法

5547

WO2018/30015

外科手術において各患者固有の臓器構造や腫瘍の状態を考慮して、最適な
切離プロセスを自動的に推定できる手術ナビゲーションシステム。本発明
によると、メスの進展方向、メスを入れる深さ及びメスを入れる順序等に
関する情報を与える切離プロセスを自動的に推定することができる。

切離プロセス推定装置及び切離プロセスナビゲーション
システム

5512

WO2018/021200

DNA と RUNX ファミリーとの結合を阻害するピロールイミダゾールポリ
アミドとアルキル化剤のコンジュゲート。白血病や種々のがん治療薬候補
として有望な化合物。

RUNX 阻害剤

5471

WO2018/016607

自己免疫性膵炎の検査方法。自己免疫性膵炎の自己抗原が、活性型ラミニ
ン 511 であることを明らかにしたことを根拠に、血清サンプル中の自己
抗原量を測定することにより、非侵襲的に膵炎への罹患を判別する。これ
により、膵炎特異的な治療を早期に施すことが可能となる。

IgG4 関連疾患の検査方法

5439

WO2018/084204

本庶佑先生のノーベル賞授賞の理由となった PD-1 シグナル阻害剤の個別
の患者さんにおける有効性を判定する発明。免疫応答を司る T 細胞の活性
化の仕組みに注目することで生まれた。この発明によれば、無駄な投薬を
せずにすみ、医療経済的な貢献をすることができる。さらに発明をつきつ
めることで、新たな生命の仕組みを明らかにすることが期待できる。

PD-1 シグナル阻害剤による疾患治療における有効性判
定マーカー

5409
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特開 2017-101123

高分子グラフト鎖、微粒子および抗体を含む複合粒子：均一な粒径、高い
分散安定性を示し、かつ、特定の分子に特異的に結合するという特徴を有
する。生体分子の検出や分離に有用である。

複合粒子

5255

特許第 6817608 号 特許登録 

ヒトにおける DDX41 遺伝子の体細胞変異の存在又は将来的な発生を予測
する事により、骨髄腫瘍の発症又は発症リスクを検査する方法。骨髄腫瘍
を発症前の段階から早期発見することができ、予防に繋げることが可能と
なる。

ヒトにおける骨髄腫瘍の発症又は発症リスクを検査する
指標の取得方法、ヒトにおける DDX41 遺伝子の体細胞
変異の存在又は将来的な発生を予測する指標の取得
方法、並びに、これらの検査又は予測のためのキット

5214

特許第 6813192 号 特許登録 

生体適合性が高く、温度応答性や物質透過性を有する分子集合体。タンパ
ク質などの大きな分子を内包したまま、小分子は膜を透過することができ
るため、酵素の安定性増強やドラッグデリバリーに応用可能である。

両親媒性ブロック共重合体、分子集合体及びその製造
方法並びにタンパク質の内包剤

5103

特許第 5234865 号 特許登録 

直鎖状ポリユビキチンを生成させるユビキチンリガーゼ複合体（物）、ユ
ビキチンリガーゼの製造方法、このユビキチンリガーゼを使った直鎖状ポ
リユビキチン化阻害（NF- κ B 活性化阻害：癌増殖抑制）物質のスクリー
ニング方法。

新規なユビキチンリガーゼおよびその利用

5093

特許第 6831112 号 特許登録 

抗ＰＤ－ 1 抗体の奏効を予測するためのバイオマーカー候補を含んだ遺伝
子群。PD-1 経路阻害薬に対して感受性を示す卵巣癌において発現が上昇
する遺伝子を見出し、当該遺伝子を利用した卵巣癌の PD-1 経路阻害薬に
対する感受性を判定する方法。

PD-1 経路阻害薬の著効例を予測するためのバイオ
マーカー

5068
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WO2016/152786

特定の細胞傷害性Ｔ細胞から放出される細胞外小胞由来の細胞増殖抑制に
有効な miRNA を含む細胞増殖性疾病の治療薬。癌などの腫瘍の転移や細
胞増殖を抑制することが期待できる。

細胞傷害性 T 細胞放出エキソソームによる癌間質間
葉系細胞を標的とした腫瘍増殖及び転移抑制に係る
治療薬

4966

特許第 6648883 号 特許登録 

手術時にカメラで見える範囲（臓器の 20 〜 30％）の変位情報から、臓器全
体に与えられる全ての外力と変形を推定するアルゴリズム。

外力推定装置及び方法、並びにコンピュータプログラム

4955

特許第 6608165 号 特許登録 

手術時にカメラで見える範囲（臓器の 20 〜 30％）の変位情報から、臓器全
体に与えられる全ての外力と変形を推定するアルゴリズム。直接視認でき
ない臓器内部の腫瘍位置や脈管構造の変形推定が可能。

画像処理装置及び方法、並びにコンピュータプログラム

4954

特許第 6763545 号 特許登録 

標的に結合することができる両親媒性ナノキャリア。調製操作が一段階で
あることから、調製に要する時間も大幅に短縮され、標的指向型薬物キャリ
アが高収率で得られる。無細胞タンパク質合成システムを利用することで、
一段階の操作で脂質キャリアに標的化ポリペプチドを組込むことが可能。

標的化両親媒性ナノキャリア及びその製造方法

4951

特許第 6882777 号 特許登録 

HER2 タンパク質過剰発現患者を選択できるキットおよび方法。がん患者
への HER2 を標的とする抗体医薬の投与を検討するために行われる HER2
タンパク質の過剰発現検査は従来、免疫組織化学的方法や FISH 法が用い
られているが、従来法では、しばしば偽陰性がみられる。本発明は、従来
よりも迅速、簡便かつ正確に HER2 タンパク質過剰発現患者を選択する。

ＨＥＲ２タンパク質を治療標的分子とする抗体医薬
の投与が有効ながん患者を選択するためのキットおよ
び方法

4903

特許第 5299879 号 特許登録 

感染可能な宿主域が広く、外来性遺伝子導入効率が高く、ウイルスゲノムが
宿主染色体に挿入されないため安全であり、目的細胞（例えば、脳神経系等
の中枢神経系の細胞等）に選択的に外来性遺伝子を導入することができ、か
つ安全性が高い組換えウイルスを効率よく産生できるウイルスベクター。

ボルナ病ウイルスを利用するベクター及びその利用

4898
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WO2016/129680

ヒストンのアセチル化を制御することで特定遺伝子の発現を活性化させ
る、ピロールイミダゾールと HAT 活性化因子のコンジュゲート。種々の
疾患（がん、ウイルス性疾患など）抑制遺伝子への応用が可能。

特定遺伝子の発現を活性化するＣＴＢ－ＰＩポリアミ
ドコンジュゲート

4816

特許第 6818264 号 特許登録 

機能性ペプチドを融合した高密度リポタンパク質を、点眼剤における薬物
デリバリー用ナノキャリアとして利用。モデル動物における点眼試験にお
いて、当該ナノキャリアに内包された薬物が後眼部へ効率良く送達され、
実際に後眼部にて薬効を示すことが確認されている。従来の眼内注射等よ
りも安全・簡便な点眼による後眼部への薬物デリバリーを可能にするもの
と期待される。

高密度リポタンパク質およびその細胞親和性ペプチド
を融合した高密度リポタンパク質の点眼による後眼部
薬物デリバリー

4734

特許第 6758625 号 特許登録 

ヒト多能性幹細胞の培養用基材として、生体適合性が高く安価な生体材料
を用いることに着目し、エレクトロスピニング法を用いて、生体材料をナ
ノファイバー化することを考案した。該ナノファイバー基材上で培養した
ヒト多能性幹細胞は、マトリゲル上での培養と同等の優れた増殖を示した。

生分解性ポリマーを用いた 3 次元培養方法、及び細胞
移植を可能にする培養基材

4720

特許第 6455656 号 特許登録 

精神疾患判定するための装置。装置の眼球運動検出部が、モニタに表示さ
れる画像を見る際の被験者の眼球の動きを検出する。検出された眼球の動
きを分析し、得られた 2 個以上の眼球運動特徴に基づき、被験者が精神疾
患の患者であるか否かを判定することができる。

精神疾患判定装置、及び、精神疾患判定方法

4705

特許第 6454105 号 特許登録 

抗原 - 抗体反応は、特異的な結合を構成することができるが、可逆的な反
応であるため標的タンパク質から抗体が解離してしまう。発明者らは、抗
原 - 抗体反応を利用して、膜タンパク質を高選択的に化学修飾する技術を
確立した。プローブ ( 蛍光色素やビオチンなど ) を標的タンパク質に共有
結合で結合させることができ、標的タンパク質の細胞内挙動や寿命測定な
どを行うことができる。

細胞の膜蛋白質の標識方法、触媒化合物及び標識され
た細胞

4698



36

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

創
薬
・
医
工

特許第 6727120 号 特許登録 

膵島移植後でも高活性を保持することを可能にしたインスリン分泌細胞。
遺伝子発現を抑制することにより、従来移植後に生存する膵島が少なかっ
た課題を解決し、高生存性かつ高活性な膵島の作製に成功した。

移植材料及びその調製方法

4518

特許第 6755589 号 特許登録 

臓器の保存液や灌流液のために使用できる組成物、あるいは、正常細胞の
生存を延ばす組成物、及び／又は、がん細胞の生存を抑制する組成物。
AMPK（AMP 活性化プロテインキナーゼ）のリン酸化を亢進する化合物を
有効成分とする。

AMPK のリン酸化を亢進する化合物を有効成分とする
組成物

4511

特許第 6670502 号 特許登録 

神経伝達物質であるグルタミン酸を認識する AMPA 型受容体は、記憶や
学習に必須なタンパク質であり、統合失調症、脳卒中、アルツハイマー病
など様々な疾病に関連している。発明者らは、AMPA 受容体、ＮＭＤＡ受
容体のアゴニストとアンタゴニストを蛍光変化として見分けることが可能
なシステムをみいだした。選択的な作用薬をハイスループットにスクリー
ニングすることが可能になる。

受容体のリガンドスクリーニングシステムの開発

4497

特許第 6782412 号 特許登録 

若年期周期性四肢疼痛を発症する患者家系の連鎖解析及び全ゲノムエク
ソーム解析を行い、当該家系における家族性の疼痛の原因遺伝子が
SCN11A であり、その遺伝子における特定のアミノ酸残基のコード部位に
ミスセンス変異が疼痛を誘発することを見出した。また、これらの遺伝子
変異を利用した疼痛抑制物質のスクリーニング系を構築した。

疼痛遺伝子及びその用途

4375

特許第 6704972 号 特許登録 

脳脊髄液における酸素による造影効果を解析することが可能な磁気共鳴イ
メージング装置。磁気共鳴イメージング装置では、脳脊髄液が流れる撮像
対象の磁気共鳴信号を酸素吸入期間内の異なる時間で収集して磁気共鳴画
像を作成し、所定の処理後に差分画像を作成して表示する。

磁気共鳴イメージング装置及び画像処理装置

4299
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WO2015/005491

家族性自律神経失調症（ＦＤ : Familial Dysautonomia）等の、遺伝子の異
常スプライシングに起因して発症する疾病の予防・治療薬、遺伝子の異常
スプライシングを抑制する化合物のスクリーニング法。

疾病の発症又は進行の一因となる異常スプライシング
を抑制できる物質のスクリーニング方法

4288

特許第 6452249 号 特許登録 

マイクロファイバーとナノファイバーを組み合わせた布状の基材。幹細胞
を大量に且つ簡便に培養可能である。細胞を基材から剥がすことなく、培
養状態のまま小さく折りたたんで細胞を凍結保存でき、非常に取扱いが容
易である。

ファイバー・オン・ファイバーを用いた細胞の３次元培
養方法及びそのための基材

4091

特許第 6233815 号 特許登録 

安定同位元素（1H、13C、15N 核）の特定の配列を高選択的に観測可能な
「多重（三重）磁気共鳴画像化法」。13C 、15N 核で二重ラベル化した生体

適合性ポリ -2- メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン（13C/15N
－ PMPC）プローブの溶液レベル（in vitro）、組織レベル（ex vivo）、さら
に動物レベル（in vivo）での三重磁気共鳴画像の取得に世界で初めて成功
した。1H のみを観測する従来の磁気共鳴画像化（MRI）法における重大
な問題であった生体内の水や脂質などの内在性ノイズシグナルを完全に消
去し、安定同位元素ラベル化分子プローブのみを画像化できる。

多核多重磁気共鳴画像化方法

4073

特許第 6137894 号 特許登録 

リポソームとエキソソームを複合化することにより、リポソームに内包し
た物質をエキソソームにも内包することができる。リポソームは容易に膜
組成を変えることができるため、本来エキソソームには内包不可能な分子
の内包が可能になる。

リポソーム - エキソソームハイブリッドベシクル及びそ
の調製法

4050

特許第 6398106 号 特許登録 

非造影撮像における描出能を向上することができる磁気共鳴イメージング
装置。反転パルスを複数行うことによって、バックグランドノイズを低減
しながら、毛細血管を撮像することが可能となった。

磁気共鳴イメージング装置

3998
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特許第 6391561 号 特許登録 

正常細胞に対する副作用が軽減されたがんの予防または治療用医薬組成
物。がん、特に肺がんや成人 T 細胞白血病等の DNA 修復機構に異常を有
するがんの予防または治療に有効。他のがん治療薬剤や放射線療法との併
用により、相乗効果や投与量の軽減、治療効果の持続などの効果が得られ
る。

がんの予防または治療用医薬組成物

3995

特許第 6272765 号 特許登録 

細胞との親和性分子を導入した疎水化多糖ナノゲルをエキソソーム表面に
被覆することで、エキソソームを任意の細胞に取り込む方法。本来相互作
用し得ない細胞にもエキソソームの導入を行うことが可能になりる。核酸、
薬物、タンパク質などの様々な生理活性物質の細胞への取り込みを促進、
向上させることができる。

ナノゲル / エキソソーム複合体と DDS

3874

特許第 6099075 号 特許登録 

核内から細胞質へのターゲット mRNA の輸送を促進する方法、タンパク
質の発現方法および製造方法、ならびに、それに用いるキット。核内で転
写された mRNA について、核内から細胞質への輸送を促進することによ
って、動物細胞等の真核細胞でのタンパク質生産の効率が高くなることが
期待される。

核内から細胞質へのターゲットｍＲＮＡの輸送を促進
する方法、タンパク質の発現方法および製造方法、なら
びに、それに用いるキット

3816

意匠第 1461355 号 意匠登録

転倒骨折を防止するための運動、疾病や外傷の後遺症により低下した歩行
機能の回復、二重課題遂行能力の向上などに用いるリハビリ用マット。高
齢者が転倒する原因の調査研究から、利用者の二重課題遂行能力を高めて
転倒を予防するという、従来なかった発想に基づく製品である。

転倒予防用リハビリマット

3802 製　品　化
サービス化済

特許第 5692929 号 特許登録 

運動機能の低下を予防し、二重課題遂行能力を高めるための転倒予防用エ
クササイズマット。高齢者が転倒する原因の調査研究から、利用者の二重
課題遂行能力を高めて転倒を予防するという、従来なかった発想に基づい
ている。

転倒予防用エクササイズマット

3801 製　品　化
サービス化済
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特許第 6024047 号 特許登録 

従来のフィーダー細胞を用いないヒト多能性幹細胞培養に問題点として細
胞培養基材が高価・品質の不安定さなどが挙げられる。エレクトロスピン
法を用いたゼラチンのナノファイバー化法を開発し、酵素処理が不要な細
胞継代法も可能とした。

多能性幹細胞の培養方法及びそのための基材

3701

特許第 6222665 号 特許登録 

筋線維芽細胞及び／又は平滑筋細胞特異的に IKK β遺伝子を欠損させるこ
とにより、組織の線維化を示すモデル動物を作出した。線維化モデル動物
の中でも、強皮症のモデルとして利用できる。該動物を用いることにより、
組織の線維化予防及び／又は治療薬のスクリーニングやメカニズム解明に
役立てられる。

線維化非ヒト動物及びその用

3667

特許第 6312141 号 特許登録 

尿中に含まれるペプチドを指標として検出・定量することで、前立腺がん
の検出や前立腺がんと前立腺肥大症との識別、前立腺がん治療の治療効果
のモニタリング、術後再発のモニタリングなどを包含する様々な前立腺が
ん関連検査に適用できる。

前立腺がん検査用尿中バイオマーカー

3629

特許第 5900865 号 特許登録 

CD4+CD8- T 細胞を IL-2、TGF- β 1、及び atRA が存在する条件下で in 
vitro 培養することを含む、CD4+CD8- T 細胞から CD4-CD8 αα + T 細胞
を分化誘導する方法に係る発明。自己免疫疾患の治療、或いは、抗腫瘍効
果の向上、及び抗ウイルス効果の向上に有用であり得る。

T 細胞の分化誘導方法、T 細胞の製造方法、T 細胞、医
薬組成物、及び、スクリーニング方法

3627

特許第 5999658 号 特許登録 

多能性幹細胞を大量培養するのに適した培養方法。メッシュを使用して継
代する点に特徴がある。

多能性幹細胞の培養方法

3526

特許第 6046618 号 特許登録 

悪性固形腫瘍では低酸素誘導因子１（HiF-1）が活性化し、がんの治療抵
抗性が亢進する。イソクエン酸脱水素酵素の１種、IDH3 が HIF-1 の活性
化を抑制することを見出した。新たな抗腫瘍剤、腫瘍の治療方法として期
待される。

新規抗腫瘍剤及び新規抗腫瘍剤のスクリーニング方法

3410
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特許第 5954796 号 特許登録 

繊維芽細胞成長因子レセプター様タンパク質１（FGFRL1）に対する抗体
を有効成分とするがん治療剤、FGFRL1 の発現量を調べることにより癌の
予後を予測する方法。

癌治療剤及び癌の予後判定方法

3325

特許第 5867797 号 特許登録 

グリア系細胞の混在量が極めて少なく、ドーパミン産生神経細胞が従来法
よりも高い割合で含まれた、高純度のドーパミン産生神経細胞集団を得る
ことができる、ドーパミン産生神経の分化誘導用の細胞培養基材。

ドーパミン産生神経の分化誘導用の細胞培養基材

3201

特許第 5978424 号 特許登録 

短期間で自然転移を判定するために使用するがん細胞株、がん自然転移モ
デル動物、当該モデル動物を用いるスクリーニング方法。がん細胞の
RECK（reversion-inducing-cysteine-rich protein with kazal motifs）発現を
指標とする。

抗がん剤のスクリーニング方法

3064

特許第 5794499 号 特許登録 

MRI 造影剤としての機能に加え、光音響（PA）信号を発し、光超音波マ
ンモグラフィ（PAM）にも利用可能なマルチイメージングプローブ。

複合粒子

2947

特許第 6083571 号 特許登録 

DNA や RNA を基本単位として、核酸モノマーを調整し、これを DNA リ
ガーゼなどの酵素を用いることなくつなげることで、核酸のみから構成さ
れるハイドロゲルを調整する方法。免疫アジュバンドとしての活用も見込
める。

自己ゲル化核酸

2936 製　品　化
サービス化済

特許第 5697044 号 特許登録 

タウオパチーをもつ被験者において、認知症の記銘力低下および／または
社会的行動異常および／または不安様行動異常および／または記憶障害の
有意な改善効果を有し、とりわけ従来のワクチンでは有効でなかった、タ
ウオパチーの症状の進行を抑制する（若しくは遅延させる）作用を有する
ワクチン。

タウオパチー治療用ワクチン

2810
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特許第 5846527 号 特許登録 

新規の TGF- βシグナル伝達阻害薬。TGF- βはがん・肝硬変・腎不全・動
脈硬化やリウマチなどの疾患の発症原因となり得ることが知られている
が、TGF- βシグナル伝達を阻害することでこれらの病態の改善が見込ま
れる。合成展開を行うことで、より強い阻害活性を持つ化合物を創製した。

TGF- βシグナル伝達阻害剤

2789

特許第 5603639 号 特許登録 

原発性乳がんの腋窩リンパ節転移を予測するアルゴリズム。患者情報、触
診所見、画像所見、組織学的所見など、治療前に得られる多数の臨床情報
から腋窩リンパ節転移を予測する予測モデルを人工知能を用いて開発し
た。

予測装置及びその学習装置並びにそれらのコンピュー
タプログラム

2767

特許第 5596317 号 特許登録 

心不全の発症、進展を防止できる、ノビレチンを有効成分とする心疾患予
防治療剤を提供する。

心疾患予防治療剤

2666

特許第 5721140 号 特許登録 

新生血管部位への集積効果を利用して新生血管部位に対する薬物送達やイ
メージングを可能とする標的化剤を提供する。ゼラチン様タンパク質を含
む、新生血管部位に対する標的化剤。

新生血管に対する標的化剤

2570

特許第 5641443 号 特許登録 

心肺蘇生の重要技術である胸骨圧迫をトレーニングするためのキット。
CPR Training Box（あっぱくん）として大阪ライフサポート協会より販売。

心肺蘇生法における心臓マッサージ用の可搬タイプの
練習器具

2463 製　品　化
サービス化済

特許第 5419024 号 特許登録 

MR 画像にタグをつけることにより臓器等の運動を解析する解析方法及び
MRI 装置。従来の画像処理によってタグを抽出するのとは異なり、タグが
付与された画素の系列を追跡することによって撮像対象の運動を解析する
ことを可能にした。画素値系列を相関検知することにより、雑音の影響が
少なく、画素単位での精度の高い臓器の運動解析を行うことが可能である。

タギング MR 画像における撮像対象の運動解析方法

2421
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特許 5700409 号 特許登録 

Hsp90 タンパク質は癌の分子標的治療の一つであるが、化合物で機能阻
害すると、正常細胞にも影響を及ぼすために強い副作用を併発するという
問題点があった。ペプチドで機能阻害することにより、癌細胞にのみ特異
的に作用を示し正常細胞には影響を与えない新規ペプチドを設計した。

Hsp90 を標的にした新規抗がんキメラペプチド

2220

特許第 5578531 号 特許登録 

プローブ型生体組織切除装置においてプローブの細径化と切除効率の向上
を両立して達成することを可能にし、さらに構造の単純化による低コスト
性とメンテナンス性の向上も可能にする。

プローブ型生体組織切除装置及びプローブユニット

1710

特許第 4631061 号 特許登録 

生体の組織を収縮変形または引っ張り変形させた状態を保持する張力保持
具とそのインプラント装置。これを舌根部や口蓋垂に埋め込んで収縮変形
状態を維持することで睡眠時無呼吸症候群の治療を行うことができる等、
各種の病気やケガの治療や、その治療後の処置に有効に用いることができ
る。

インプラント装置

1446

特許第 5142219 号 特許登録 

生分解性素材から成る中空管内に特徴的な構造を有するコラーゲンを充填
した医療用組織再生デバイス。神経の欠損部の両端をこの中空管状デバイ
スで繋ぐことで、欠損部に神経線維が再生される。

コラーゲンから成る薄フィルム多房状構造体、それを含
む組織再生用部材、及びそれらの製造方法

1376

特許第 5052506 号 特許登録 

外観的にも性質的にも生体骨に近似した構造を持つ人工骨の製造方法。得
られた人工骨には細胞や体液が進入しやすいため、生体骨が生成されやす
い。また、人工骨装着者に適した機械的強度の実現が可能である。

人工骨の製造方法

1346

特許第 4953282 号 特許登録 

手術器具の操作を容易に行え、また、患部に対する手術器具先端の精度の
高い位置決めを容易に行える装置。眼球内の微細部分に手術器具の先端を
位置決めし、術者が手術器具を操作するための支援を行う眼科用手術支援
装置であって、軸方向保持ユニットと、傾斜ユニットとを備える。

眼科用手術支援装置

1344
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特許第 4122441 号 特許登録 

新規 CXCR4 拮抗剤。CXCR4 が関与する疾患（HIV、悪性腫瘍、慢性関節
リウマチなど）の治療または予防剤として使用できる。

新規 CXCR4 拮抗剤及びその用途

1101

特許第 4961547 号 特許登録 

増殖性糖尿病網膜症などにおける血管新生の評価モデル系。これまでは実
現できなかった網膜管状血管の硝子体内新生を再現することができ、血管
新生を抑制する物質や血管の様式を調節する物質のスクリーニングが可能
になる。

網膜新生血管に対する薬物効果の新規評価システム

1066

特許第 4332618 号 特許登録 

HIV ウイルスと宿主細胞の融合に関与する N36 たんぱく質に結合する抗
HIV 剤（ペプチド化合物）。

抗 HIV 剤

1064

特許第 5223083 号 特許登録 

フコキサンチン及びフコキサンチノールに血管新生抑制作用があることを
見出した。特にフコキサンチノールは、極めて低濃度であっても優れた血
管新生抑制効果を発揮し得る。フコキサンチン及びフコキサンチノールは、
従来から食品として摂取されてきた天然成分の一種であり、安全且つ優れ
た血管新生抑制剤を提供することができる。

血管新生抑制剤

1055 製　品　化
サービス化済

特許第 4940433 号 特許登録 

グルコース濃度に応じて変化するインスリン分泌量をシミュレーションす
ることができる。更に、糖尿病内服治療薬の中で多く服用されている SU
剤に対する膵β細胞のインスリン産生・分泌及びその速度をシミュレーシ
ョンすることが可能である。

シミュレーション装置、およびプログラム

922

特許第 4730733 号 特許登録 

抗４型葉酸受容体抗体を使用して、制御性 T 細胞を検出・単離する方法。

４型葉酸受容体の発現を指標とした制御性Ｔ細胞の検
出方法、及び免疫賦活剤

734

特許第 4452839 号 特許登録 

CXCR3 阻害剤が癌のリンパ節転移の治療に有用である。

CXCR3 阻害剤を含有する医薬組成物

665
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特許第 4389027 号 特許登録 

ドナー動物由来の凍結精子幹細胞を用いて雄性レシピエント動物の生殖器
官内で精子を形成させて繁殖用雄性個体を得、該個体を用いてドナー動物
の精子幹細胞由来の動物個体を作成する方法。適当な時期に採取した精子
幹細胞を凍結保存しておけば、必要に応じて増殖させ子孫の作成が可能に
なる。また、希少動物、実験動物、家畜などの系統保存が可能になる。

凍結精子幹細胞由来の子孫を作成する方法

619

特許第 5205612 号 特許登録 

内視鏡の先端部に取り付けられる切除機能付きフードで、生体組織に対す
る切除作業を容易且つ正確に行うことができる。胃腫瘍のみならず、食道
や大腸などの粘膜内病変に対しても適用可能である。

切除機能付きフード及び内視鏡

545

特許第 4403273 号 特許登録 

非選択的カチオンチャネルである TRPM2 を HEK293 細胞等に安定に発現
させた細胞株を樹立する方法。TRPM2 は、家族性躁鬱病、炎症 ､ 虚血性
脳疾患、アルツハイマー、パーキンソン病などの原因遺伝子の一つと考え
られており ､ これら疾病に対する新規薬剤の開発において、リード化合物
のスクリーニングに利用できると考えられる。

TRPM2 遺伝子定常発現細胞の単離方法

455

特許第 4461261 号 特許登録 

Met-Phe 又は Met-Phe-Arg で示されるペプチドは育毛促進効果を有する
ことが見出された。本発明のペプチドの育毛促進効果は経口投与で有効で
あるために、その利用価値は大きいと考えられる。

新規な育毛剤

328

特許第 4710021 号 特許登録 

薬物がどのように細胞に作用しているかをシミュレートするために細胞膜
の活動電位波形の変化を測定し、活動電位シミュレーションを用いて生体
パラメータを推定する装置。対象薬物の各種チャネル機能への関与および
心電図変化の推定をシミュレートし、人に対する効果を推測することがで
きるため、薬剤の評価試験を減少させ、薬効を迅速に評価することができ
る。

生体パラメータ出力装置およびプログラム

321

特許第 4224582 号 特許登録 

生物の臓器や器官等をシミュレーションするシミュレーション装置および
そのプログラム。薬を生体に与えた時に複数の臓器で起こる作用をシミュ
レーションできる。例えば、胃の病気を治す薬を与えた場合に心臓で副作
用が発生するものなど、本シミュレーションで患者に投与する前に把握で
きる。

シミュレーション装置およびプログラム

222
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特許第 4296278 号 特許登録 

ネットワークを介して患者のいる診療室と、遠隔地にいる執刀医を有機的
に結びつけ、執刀医が必要とする診療室のあらゆる情報を遠隔地に伝送し、
執刀医があたかも診療室で直接診療をしているような状態を実現する医療
用コクピットシステム。

医療用コクピットシステム

148
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特願 2021-080682（未公開）

異なるモノマーが交互に並んだ高分子（交互共重合体）を作成する方法。
容易に入手可能な材料とアクリル酸誘導体とを反応させて作成したモノ
マーと、スチレンなどのビニルモノマーやジエンモノマーとを用いて交互
共重合体を作成することができる。その後、簡易な処理でアクリル酸誘導
体とビニルモノマー（ジエンモノマー）との交互共重合体を得ることがで
きる。

重合体の製造方法及び交互共重合体

7321

特願 2021-083340（未公開）

環境負荷が少なく製造コストの良好な過酸化水素の製造方法。アントラキ
ノンなどの触媒を用いずに、安価に入手可能で環境負荷も小さい材料を添
加した水溶液を含む混合液に対して攪拌や噴霧などの物理的な操作を行う
だけで、容易に過酸化水素を含む水溶液を作成することができる。

過酸化水素の製造方法

7302

特願 2021-080080（未公開）

エネルギー変換効率や短絡電流密度の高いペロブスカイト化合物、太陽電
池のペロブスカイト層及びペロブスカイト前駆体。鉛又は / およびスズを
含有する有機無機ペロブスカイト層において、所定の添加物を層内の所定
の位置に位置させることによって、エネルギー変換効率等を向上させるこ
とができ、より高性能なペロブスカイト型太陽電池を作成することができ
る。

ペロブスカイト層

7301

特願 2021-103593（未公開）

光触媒による水素の生成効率を更に向上させることに適した、新規な水素
生成助触媒。

水素生成助触媒、光触媒、水素の製造方法、水素の製造
装置、及び半導体材料

7290

特願 2021-033073（未公開）

分子を構成する原子を同位体に置換した場合の、同位体置換に起因する化
学反応性や物性の変化を評価する方法。医薬製造等での同位体を用いた反
応系の設計や、同位体置換した分解しずらい発光材料の設計などにおいて、
従来の設計方法よりも大幅（例えば、2 万分の 1 程度）に計算コスト（計
算時間）を削減して、予め化学反応性、物性を予測することができる。

同位体効果の評価方法、プログラム、分子設計方法、分
子設計プログラム、化学反応設計方法および化学反応
設計プログラム

7241

化学
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特願 2021-083466（未公開）

電流のスピン偏極率を向上させるための技術。本発明はスピン偏極電流を
生成する導電性構造体であり、導電性構造体は電極として使用されうる。

スピン偏極電流を生成する導電性構造体、それを用い
た電極及び方法

7235

特願 2021-028372（未公開）

ダニ防除剤、特に、農業害虫であるハダニ類（ハダニ科に属する動物）に
対して有用なダニ防除剤。ハダニ科に属する動物としては、カンザワハダ
ニ、ナミハダニ、ミカンハダニ、リンゴハダニ等が例示される。

ダニ防除剤

7234

特願 2020-194356（未公開）

超硬工具等に使用される炭化タングステンからタングステンを回収する方
法。安定的でかつ迅速に炭化タングステンを溶解させることができる。さ
らに、大きいスクラップだけでなく、粉末状のスクラップも安全に溶解さ
せることができる。

タングステン酸のアルカリ金属塩の製造方法、タングス
テンの製造方法及びタングステン酸のアルカリ金属塩を
含む組成物

7151

特願 2020-147109（未公開）

容易に薄膜化することができ、効率的に高次高調波を発生させることがで
きる材料。半導体ナノ粒子を用いて高次高調波を発生させることができる
ため、微小空間の分析、微小光源等に適用が可能であり、また、任意の基
板上へ塗布することが可能である。

高次高調波発生材料

7006

PCT/JP2021/029211（未公開）

アンモニアの合成に触媒活性を示す触媒と、上記触媒を担持する担体とを
備えるアンモニア合成用複合触媒。

アンモニア合成複合触媒及びアンモニアの製造方法

6892

PCT/JP2021/017950（未公開）

有機テルルを用いたエマルジョン重合により作成したポリマー粒子から、
ポリマー粒子の形状を保ったまま有機テルルを除去する方法。

ポリマー粒子の製造方法、ポリマー粒子および有機テル
ル化合物を含む混合液を得る方法、テルル回収方法、並
びにポリマー粒子の分散液

6880



48

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

化
学

特願 2021-031571（未公開）

負に荷電したイオンを検出するネガティブイオンモードでの MALDI-TOF/
MS 分析で、ターゲット分子のイオン化増強とバックグランドシグナルの
低減を両立させる新技術。ネガティブイオンモードでの検出力の大幅な向
上により、測定可能な分子種は数倍に拡大することから、分析化学におい
て新たな領域を開拓する可能性を有した技術。

添加剤、イオン化方法及び質量分析方法

6854

WO2021/117538

ポリマーブラシを利用し、液体と液体の界面を使って潤滑させる新しい潤
滑機構の発明。

材料および摺動システム

6798

特願 2019-216504（未公開）

バグフィルタ、特に、廃棄物を焼却した際に発生する排ガス中に含まれる
有害物質を吸着除去するためのバグフィルタ。このバグフィルタは、設置
スペースが小さいながら水銀の除去が可能。

バグフィルタ、バグフィルタの再生方法及び排ガス処理
システム

6782

WO2021/132335

炭化水素の酸化分解に特に有用な新規な固溶体ナノ粒子、その製造方法、
固 溶 体 ナ ノ 粒 子 を 用 い た 触 媒。 式 PtxM1yM21-x-y（0<x<1、0<y<1、
x+y<1）によって表される組成を有する。M1 は、Ru 又は Ir である。M1
が Ru のとき、M2 は、Ir、Rh、Ag、Cu 及び Au からなる群より選ばれる
少なくとも 1 種である。M1 が Ir のとき、M2 は、Rh、Pd、Ag、Cu 及び
Au からなる群より選ばれる少なくとも 1 種である。Pt、M1 及び M2 は、
固溶体を形成している。

固溶体ナノ粒子、その製造方法、固溶体ナノ粒子の分散
液及び触媒

6694

WO2021/049537

立体選択性をもったポリマーをラジカル重合することのできるビナフトー
ル誘導体をベースとした触媒。幅広いモノマーの重合に適用でき、分子量

（分子量分布）及び立体選択性の制御を両立した重合を行うことが可能。
特にリビングラジカル重合で用いられることで、分子量（分子量分布）及
び立体選択性の制御を実現することが可能となる。また、本発明のラジカ
ル重合に用いられる立体制御触媒は、重合時間が短い場合でも、分子量（分
子量分布）及び立体選択性の制御を充分に行うことが可能となる。

ラジカル重合に用いられる立体制御触媒、重合体の製
造方法及びアクリル重合体

6691
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特開 2021-37283

ヤマトシロアリの集合フェロモンを人工合成した誘引剤。既存の防除技術
と組み合わせることで防除効率の向上が期待される。

シロアリ防除剤及びその利用

6595

WO/2020/203638

包摂性化合物と、金属水素化物と、溶剤とを混合する工程を含む水素化物
イオン含有組成物の製造方法。前記方法により、解離水素化物イオン、及
び、溶剤を含む水素化物イオン含有組成物が製造される。得られた組成物
により、従来反応性に乏しかった高分子材料の水素化処理が可能となるこ
とが期待される。

水素化物イオン含有組成物、水素化物イオン含有組成
物の製造方法、及び、化合物のヒドリド還元方法

6530

WO2020/174972

可視光を透過する正孔輸送層を有する光電変換素子。正孔輸送層として酸
素原子で架橋したトリフェニルアミン誘導体を用いる。

光電変換素子および光電変換素子の製造方法

6449

特開 2020-176059

サポナイトと水からなるシンクイガの防除剤（産卵抑制剤）に関する発明。
モモシンクイガが産卵のためにリンゴの香気に寄ってくることを防ぐ。

病害虫防除剤、病害虫の防除方法、及び、病害虫防除剤
キット

6433

特開 2020-138961

カルボン酸塩化物とアミンとからアミド化合物を得るショッテン ･ バウマ
ン反応において、カルボン酸が副生成物として生成されるのを抑制するア
ミド化合物の製造方法。流量や温度、滞留時間を調整したマイクロリアク
タを用いることにより、カルボン酸の生成を抑制することができる。

アミド化合物の製造方法

6416

特許第 5763069 号 特許登録 

アルデヒドを 4 価のウランイオンを含む水溶液と混合し、高圧高温条件下
で二酸化ウラン粒子を製造するアルデヒドの使用方法。

アルデヒドを用いた水熱合成反応の制御方法

6233
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WO2019/235098

金属チタン製造装置は、ビスマスとマグネシウムとの存在下で四塩化チタ
ンを還元処理することにより、チタン及び前記ビスマスからなる液体合金
を得る還元装置と、前記液体合金を偏析処理することにより析出物を得る
偏析装置と前記析出物を蒸留処理して金属チタンを得る蒸留装置と、を備
え、前記蒸留装置は、前記析出物に付帯する前記ビスマスを優先的に蒸発
させるように雰囲気を設定し、その後に前記析出物を形成する前記ビスマ
スを蒸発させるように雰囲気を設定する。

金属チタン製造装置及び方法

6180

特開 2019-194291

新規な多分岐ポリマー。ジエンモノマーとビニルモノマーとをリビングラ
ジカル重合させることにより得られる多分岐ポリマー。

多分岐構造を持つポリマー、共役ジエンモノマー

6149

特開 2019-119756

セルロースナノファイバーと樹脂との複合化技術：ポリカーボネートと、
化学変性セルロースナノファイバーを溶融混練し、透明な樹脂複合材料を
製造する。

透明な溶融混錬組成物及びその製造方法、並びに成形
体

6033

WO2019/131744

高い活性と耐久性を兼ね備えた酸素発生反応（OER） 触媒活性及び水素発
生反応（HER）触媒活性を有する異方性ナノ構造体を提供する。異方性ナ
ノ構造体は、式 RuxM1-x（式中、0.6 ≦ x ≦ 0.999、M は Ir、Rh、Pt、Pd
及び Au からなる群から選ばれる少なくとも 1 種を示す。）で表わされ、 
Ru と M が原子レベルで固溶し、かつ、異方性の六方最密構造（hcp）を
有する。

異方性ナノ構造体及びその製造方法並びに触媒

6027

WO2019/097939

薄膜の分子配向を解析する分光解析方法。従来の分光解析方法（MAIRS 法）
で課題となっていた、入射光の低角入射測定や入射角変化に起因する干渉
縞やノイズを解決した。

分光解析装置及び分光解析方法

6011

特開 2019-006997

化学修飾ミクロフィブリル化セルロース系繊維を含む繊維強化樹脂組成
物。この繊維強化樹脂組成物は、軽量で、且つ強度特性に優れる。

繊維強化樹脂組成物、繊維強化成形体及びその製造方
法

5870
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特開 2019-043883

アダマンチル基、シアノ基、エポキシ基、ハロゲン基、アルケニル基等を
有するアルキル Li。置換基を有するハロゲン化アルキルとリチウムナフタ
レニドとをマイクロリアクター内で反応させて置換基を有するアルキル Li
を生じさせ、それをマイクロリアクタ内で求電子剤と反応させることがで
きる。

アルキルリチウム、化合物の製造方法、ポリマー、及びポ
リマーの製造方法

5858

WO2018/221656

ガスシール性の高い燃料電池用電解質の製造方法。金属イオン（Zn イオン）
とオキソアニオン（リン酸）とプロトン配位高分子（1,2,4- トリアゾール）
とを含む溶液を多孔質部材に接触させたのち、溶液の溶媒を除去すること
によって、オキソアニオンとプロトン配位高分子とが金属イオンに配位し
た構造を得ることができる。

燃料電池用電解質及びその製造方法

5799

特開 2018-187621

低温でも優れた NOx 吸蔵性能を発揮できる窒素酸化物吸蔵材料、その製
造方法、排ガス浄化触媒。窒素酸化物吸蔵材料は、第 1 複合酸化物及び第
2 複合酸化物の少なくとも一方を含有し、第 1 複合酸化物は一般式 I:MxO3-
δ、第 2 複合酸化物は一般式 II:M3X2O7- δ（M: アルカリ金属 / アルカリ
土類金属 / 及びランタノイド金属、X: 遷移金属）で表される。

窒素酸化物吸蔵材料、その製造方法、排ガス浄化触媒

5777

特許第 6406745 号

天然ガス（炭化水素ガス）から硫黄成分を除去する方法。活性炭を流通さ
れたガスを多孔質配位高分子に通すことによって、微量の硫黄化合物を除
去することができる。これにより、硫黄化合物に起因して水素生成時に水
素生成用の触媒が被毒するのを抑制することができる。

脱硫装置および脱硫方法

5682

特許第 6823314 号

隔膜（バイポーラ―電極）を用いた溶融塩電解における隔膜およびその保
持方法。隔膜の脆い特性を補う為に、選択透過性を有する物質を一定の強
度をもつ物質で保持し、また当該物質の一部もしくは全体が液相になる条
件を保持する手段を講じることで、隔膜の破損リスクを大幅に低減するこ
とができる。

希土類金属の回収方法、溶融塩電解装置及びバイポー
ラー電極型隔膜

5665
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WO2018/159644

第一に、式 PdxRu1-x（0.1 ≦ x ≦ 0.8）で表される、Pd と Ru が原子レベ
ルで固溶し、かつ、主構造が六方最密構造（hcp）である PdRu 固溶体ナ
ノ粒子。第二に、PtRu 固溶体において、還元剤の加熱温度を制御するこ
とにより、PtRu 固溶体の結晶構造を制御する方法。第三に、式 AuzRu1-z

（0.05 ≦ z ≦ 0.4）で表される、Au と Ru が原子レベルで固溶し、かつ、
主構造が六方最密構造（hcp）又は面心立方格子構造（fcc）である AuRu
固溶体ナノ粒子。

PdRu 固溶体ナノ粒子、その製造方法及び触媒、PtRu
固溶体ナノ粒子の結晶構造を制御する方法、並びに
AuRu 固溶体ナノ粒子及びその製造方法

5663

特開 2018-141235

固溶体合金微粒子を大量合成する技術を提供する。2 種以上の金属化合物
を含有する溶液と還元剤を含有する溶液とを含む反応溶液を、加圧下に反
応させる、2 種以上の金属の固溶体合金微粒子の製造方法である。

固溶体合金微粒子の製造方法

5662

特開 2018-141232

燃料電池電極反応などにおいて、高い触媒活性が期待できる、金（Au）
とイリジウム（Ir）及び / 又はルテニウム（Ru）が原子レベルで固溶して
いる固溶体ナノ粒子である。

固溶体ナノ粒子及びその製造方法並びに触媒

5661

特開 2018-100466

セルロースミクロフィブリル成形体を工業上実用的な寸法として従来技術
よりも極短時間で容易に製造できる方法。

ミクロフィブリル化セルロースの成形体の製造方法

5609

特許第 6835433 号 特許登録 

光触媒への助触媒の担持方法。光触媒にアルコキシランを予め共有結合さ
せ、金属錯体からなる助触媒をクリック反応により光触媒に担持させる。
強固な結合を簡便な調整方法で実現できるようになった。さらに、従来、
複数必要であったアンカーが、本発明ではひとつで足りることからアン
カー占有領域が減り、助触媒の分子設計が受けていた制約が軽減された。

有機物を担持した光触媒の製造方法、及び有機物担持
光触媒

5604
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特許第 6595415 号 特許登録 

モノグリセリド除去の効率を向上させるバイオディーゼル燃料の精製方法
が提供される。a）バイオディーゼル燃料を、バイオディーゼル燃料の曇
り点より高く、モノグリセリドのβ’ 型結晶の析出温度以下である温度に
保持して、モノグリセリドを含む凝集沈殿物を析出させる工程、及び b）
析出した凝集沈殿物を除去する工程を含む方法として提供される。

バイオディーゼル燃料の精製方法

5523

特開 2018-58065

特定の光半導体の表面に金属のリン化物と酸化物からなる複合体を助触媒
として担持させる事により、光触媒活性が大きく向上し、効率よく水から
酸素を発生させる事が可能な酸素生成用光触媒。

酸素生成用光触媒用助触媒、及び該助触媒を担持した
酸素生成用光触媒、並びに複合体及び該複合体の製造
方法

5521

WO2018/117160 

セルロースナノファイバーを含む成形体の表面メッキ：金属塩を含む無電
解メッキ触媒液を接触させ、セルロースナノファイバーを含む成形体の表
面に無電解メッキ膜を形成する。

メッキ成形体の製造方法及びメッキ成形体

5501

特許第 6754124 号 特許登録 

高溶解、低粘度等の直鎖状ポリマーとは異なる特徴を有する、多分岐のポ
リマーの製造方法及び多分岐ポリマーに関する。有機テルル化合物（連鎖
移動剤）と、ビニルモノマーと、別のビニルモノマーを用いることによっ
て、分子量分布が狭く、規則正しく樹枝状に分岐したポリマーを作成する
ことができる。米国、中国、オーストラリア、ドイツ、フランス、イギリ
スでも権利化している。

多分岐ポリマーの製造方法及び多分岐ポリマー

5456

特許第 6624515 号 特許登録 

揮発性有機化合物の検出方法。グラフェンに揮発性有機化合物が吸着する
と電荷移動度が変化することを利用して揮発性有機化合物を検出する。

揮発性有機化合物の検出方法及び検出装置

5381
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特許第 6893360 号 特許登録 

BINOL 骨格を材料開発していくには特定の置換基への導入が必要であった
が、その直接的な導入は困難であった。本技術では新規な軸不斉化合物群
に対して複数の置換基への直接的な導入が可能になった。光学異性体分離
カラムや、各種基材表面へ担持することによる円偏光発光フィルムの創出
が期待される。

1,1’- ビナフチル誘導体の製造方法および 1,1’- ビナフ
チル誘導体

5346

特許第 6238150 号 特許登録 

銅イオンとベンゼン－ 1,3,5 －トリカルボン酸とを持つ金属有機構造体に
ジメチルスルフィドを含む流体を接触させて、流体からジメチルスルフィ
ドを除去する方法である。簡単かつ効果的にジメチルスルフィドを除去す
ることができ、水素生成に好適な流体とすることができる。

流体からの硫黄化合物の除去

5262

特許第 6285065 号 特許登録 

粒度分散が揃った金属の単分散のナノ粒子が混入された有機化合物の製造
方法。真空チャンバ内に設置された容器に常温常圧で液体のジエチレング
リコール又はトリエチレングリコールである有機化合物 7 を充填する第 1
の工程と、容器の上方に位置するタングステンの蒸着材料をアークプラズ
マ蒸着源から有機化合物に照射し、液体の有機化合物内に蒸着材料のタン
グステン単分散ナノ粒子を作る第 2 の工程を有する。

金属ナノ粒子製造方法、その製造装置、並びにその金属
ナノ粒子

5151

特許第 6764597 号 特許登録 

糖を含み、熱圧時間を短縮することができ、かつ、優れた接着性能を得る
ことができる接着剤組成物。

接着剤組成物

5108

特許第 6649040 号 特許登録 

構造の変化によるガス吸脱着を行う多孔質高分子錯体において、構造の急
激な発現を抑制することで、安定的かつ高効率にガス分離を行うガス分離
装置。ガス吸着槽内の温度分布および圧力分布の一方または両方を調整す
ることで、ガス分離特性や回収率の向上を行うことができる。

ガス分離装置

5075
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特許第 6675614 号 特許登録 

触媒の性能を低下させる高分子保護材を用いず、触媒の効果を十分に発揮
できる高分子保護材フリー担持触媒を、従来の方法よりも効率的に得るこ
とができる製造方法。ナノ粒子を合成するとともに、ナノ粒子を担持体に
担持させる工程 1 を有し、工程 1 は、担持体と炭素数が 2 以上の還元性
をもつ有機溶媒とを含有し、かつ、高分子保護材を含有しない混合物を加
熱する工程 1a を有する。

高分子保護材フリー担持触媒の製造方法

4969

特許第 6709557 号 特許登録 

触媒の性能を低下させる高分子保護材を用いず、触媒の効果を十分に発揮
できる担持触媒。ナノ粒子として Pd-Ru 合金粒子が担持体に担持された
担持触媒において、前記担持体は、アルミナ、シリカ、シリカアルミナ、
カルシア、マグネシア、チタニア、セリア、ジルコニア、セリアジルコニ
ア、ランタナ、ランタナアルミナ、等の中から選ばれる 1 種以上であり、
前記担持触媒の外表面に高分子保護材が存在しない。

担持触媒

4968

特許第 6864300 号 特許登録 

触媒の性能を低下させる高分子保護材を用いず、触媒の効果を十分に発揮
できる担持触媒。ナノ粒子として Ru 粒子が担持体に担持された担持触媒
において、前記担持体は、活性炭、カーボンブラック、アセチレンブラッ
ク、カーボンナノチューブ及びカーボンナノホーンの中から選ばれる 1 種
以上であり、前記担持触媒の外表面に高分子保護材が存在せず、前記 Ru
粒子は、Ru の単一組成を有し、かつ、前記担持体の表面での析出粒子で
ある。

担持触媒

4967

特許第 6737435 号 特許登録 

担体に貴金属固溶体を担持した微粒子を高収率で製造する方法として、互
いに相分離する 2 種の貴金属の化合物と担体を含む溶液を還元性液体に添
加する工程を含み、前記 2 種の貴金属が Pd と Ru、Ag と Rh、Au と Rh
のいずれかである、PdRu、AgRh 又は AuRh の固溶体を担体に担持してな
る、貴金属固溶体担持微粒子の製造方法。

貴金属固溶体担持微粒子の製造方法

4964

特許第 6540990 号 特許登録 

六方最密充填構造（hcp）を取るルテニウム（Ru）粒子担持体より低い温
度で、アルデヒド類を効率よく除去できる Ru 担持体を用いたアルデヒド
類除去材。Ru（fcc）担持体は、面心立方格子構造を取る Ru（fcc）粒子
と活性炭、活性炭素繊維、アルミナ、シリカ、ゼオライト、複合酸化物又
は多孔性金属錯体より選択される担体と、から構成される。

Ru（fcc）担持体を用いたアルデヒド類除去材

4962
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特許第 6541373 号 特許登録 

高い水電解活性とその水電解活性を長期間維持できる耐久性を有する
PdRu 合金電極材料。還元剤と、導電性担体粒子と、パラジウム化合物ま
たはパラジウムイオンと、ルテニウム化合物またはルテニウムイオンと含
む溶液を、所定の温度以上の温度に保持する保温工程を経て、Pd と Ru
がモル比で 0.1 から 0.9 の範囲内である PdRu 合金電極材料（PdxRu1-x/C）
が得られる。

PdRu 合金電極材料およびその製造方法

4961

特許第 6905231 号 特許登録 

高い水電解活性とその水電解活性を長期間維持できる耐久性を有する
PdRu 合金材料。還元剤と、導電性担体粒子と、パラジウム化合物または
パラジウムイオンと、ルテニウム化合物またはルテニウムイオンと含む溶
液を、所定の温度以上の温度に保持する保温工程 P5 を経て、PdRu 合金
材料（PdxRu1-x/C）が得られる。

PdRu 合金材料およびその製造方法

4960

特許第 6761998 号 特許登録 

触媒の性能を低下させる高分子保護材を用いず、触媒の効果を十分に発揮
できる高分子保護材フリー担持触媒を、従来の方法よりも効率的に得るこ
とができる製造方法。ナノ粒子の合成原料となる化合物と、担持体と、炭
素数が 2 以上の還元性をもつ有機溶媒と、を含有し、かつ、高分子保護材
を含有しない混合物を加熱して、ナノ粒子を合成するとともに、該ノ粒子
を前記担持体に担持させる工程 1 を有する。

高分子保護材フリー担持触媒の製造方法

4959

特許第 6782411 号 特許登録 

ナノ粒子として Ru 粒子、Pd-Ru 合金粒子、Ag-Rh 合金粒子又は Au-Rh 合
金粒子が担持体に担持された担持触媒を安全、かつ、簡便に量産でき、ナ
ノ粒子の担持体への担持量を調整できる担持触媒の製造方法。少なくとも、
各ナノ粒子の合成原料と、担持体と、炭素数が 2 以上の還元性をもつ有機
溶媒と、を用いてナノ粒子を合成するとともに、該ナノ粒子を担持体に担
持させる工程 1 を有する。

担持触媒の製造方法

4958

特許第 6569974 号 特許登録 

特定の構造を有する準平面型の繰り返し単位を有するポリマー。このポリ
マー群を p 型バッファ層として用いることで、従来の材料である Spiro-
OMeTAD を凌駕する優れた光電変換特性を示す光電変換素子を得ること
ができる。

有機光電変換素子及びそれを用いた有機薄膜太陽電
池

4880
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特許第 6468852 号 特許登録 

加圧により吸着性能が低下した多孔質金属錯体を再生する方法。加圧した
多孔質金属錯体のペレットや粒子をメタノールなどの溶媒に浸すことに
よって、アモルファス化した錯体を回復させて再生することができる。

多孔性金属錯体成形体の製造方法

4802

特許第 6778109 号 特許登録 

試料溶液の pH 分布やイオン濃度を 2 次元イメージセンサとして出力させ
る半導体イオンセンサアレイ。半導体センサにおけるイオン感応膜上に、
PMMA 等のポリマー材を高密度にグラフト重合させることにより、イオ
ン感応膜の感度を向上させている。

参照電極用素子及びイオンセンサ装置

4736

特許第 6923865 号 特許登録 

必要なエネルギーおよび時間が少なく、さらに炭素数 2 ～ 7 の含フッ素
有機酸を選択的に除去することができる処理方法を提供する。

含フッ素有機酸の選択的分離方法

4619

特許第 6584754 号 特許登録 

分子レベルで相溶化したポリマーアロイとその製造方法。複数のポリマー
を分子レベルでアロイ化することで、単独のポリマーが有する機能を向上
させたり、新たな機能を発現させることが期待される。多孔性金属錯体の
細孔中で複数のモノマーを順次重合させ、重合工程の後、多孔性金属錯体
を崩壊除去することで、分子レベルで相溶化したポリマーアロイを得る。

ポリマーアロイ及びその製造方法

4588

特許第 6654900 号 特許登録 

ベンゼン環が 5 つ環状につながったシクロパラフェニレンの合成に関す
る。5 環の化合物は 1.7-1.9 eV 程度と、フラーレン C60（2.88 eV) よりも
狭いバンドギャップを持つことが示された。従来のシクロパラフェニレン
とは異なり、光、電子材料などをはじめとする様々なナノテク材料への応
用が期待できる。

シクロパラフェニレン化合物およびその製造方法並びに
中間体化合物

4473

特許第 6552970 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特にハロゲン化アルカリ金属また
はハロゲン化アルカリ土類金属を触媒に使用。

リビングラジカル重合触媒及びそれを用いた重合体の
製造方法

4451
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特許第 6494508 号 特許登録 

ジアールを基質として分子内不斉アルドール反応を行い、キラルな置換 5
員環を製造する反応を触媒する 不斉触媒である。本発明によれば、キラ
ルな 5 員環を部分骨格として持つ医薬品の製造工程を大幅に短縮できる可
能性がある。

アルドール反応触媒

4258

特許第 6077946 号 特許登録 

溶媒内での分散性に優れた ITO ナノ粒子。ITO ナノ粒子の表面に大環状π
共役化合物を配位子として配位させ、かつ、この大環状π共役化合物が
ITO ナノ粒子に対して平面方向で配位していることにより、大環状π共役
化合物と溶媒とが溶媒和されることによって分散性が向上する。

ITO ナノ粒子及びその製造方法

4234

米国特許第 9285300 号 特許登録 

撥水性と親油性の両方を兼ね備えたマシュマロゲル。特に貴重な親油性成
分を回収する際に有効である。

シリコーン製モノリス体及びそれを用いた分離、精製、
濃縮方法

3959

特許第 6061291 号 特許登録 

効率的、かつ低コストにガラスから重金属を分離する方法。従来の方法は、
回収後のガラスにも残留鉛が多かったり、回収用のプラントが大型化し高
コストになる課題があったが、重金属を含むガラス粉を塩化剤の存在下で
900 ～ 1400℃で焼成する方法によりこれを解決した。

ガラスからの重金属の分離方法

3848

特許第 5924668 号 特許登録 

高い磁気共鳴緩和能を有するともに高い光音響信号発生能を有し、磁気共
鳴イメージングおよび光音響イメージングの双方に用いることができるデ
ュアルイメージング用プローブ、それに用いられる複合粒子の製造方法。
複合粒子は、酸化マンガン（ＩＩ）含有粒子の表面上に両親媒性高分子化
合物を被覆し、親水性被膜を形成させて製造される。

デュアルイメージング用プローブ

3699

特許第 6175635 号 特許登録 

ナノセルロースの表面改質又はナノセルロースへの高機能性官能基導入に
適した、新規な変性ナノセルロース。この変性ナノセルロースを含む樹脂
組成物は、変性ナノセルロース及び樹脂間との反応性が高く、界面での接
着強度が高く、その結果、ナノセルロースを配合させることによる補強効
果を十分に得ることができ、曲げ強さを向上できる。

変性ナノセルロース及びその製造方法、並びに変性ナ
ノセルロースを含む樹脂組成物

3691
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特許第 5955034 号 特許登録 

クロスカップリング反応の触媒用配位子として用いる、リン上のアリール
基にかさ高い置換基を有するプロピレン架橋 2 座ホスフィン配位子。リン
上のアリール基にかさ高い置換基を有しており、これにより、クロスカッ
プリング反応の反応効率と選択性に著しい向上が得られる。

ビスホスフィン化合物、及びビスホスフィン化合物を配
位子とする遷移金属触媒、並びにこれらの製造方法

3639 製　品　化
サービス化済

特許第 6108361 号 特許登録 

逆光電子分光法（IPES）の測定方法、測定装置に関し、有機半導体等の有
機試料を損傷することなく、高分解能に測定することを目的とする。電子
線のエネルギーを 3eV 以下に下げることで有機試料の損傷を大きく抑制
することを可能にした。有機半導体等の有機試料用の逆光電子分光方法・
装置が提供でき、有機半導体の空準位が測定可能になる。

固体の空準位測定方法及び装置

3638

特許第 5995848 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特にハロゲン化物イオンとのイオ
ン結合を有する非金属元素化合物を触媒に使用。

リビングラジカル重合触媒および重合方法

3478

特許第 5605945 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特にモノマーの重合工程で反応容
器中の酸素量を特定範囲に設定する方法。

リビングラジカル重合法

2900

特許第 5564723 特許登録 

複数の枝流路を組み合わせて、1 つの入力流路を３以上の出力流路に均等
に分配するものであって、その内の 2 つの枝流路に流量計を設置し、この
流量変化を監視し、所定の判定テーブルと比較することによって、閉塞し
た出力流路を判定できるようにした流体分配装置。

流体分配装置及びマイクロプラント

2847



60

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

化
学

特許第 5726082 号 特許登録 

従来法とは全く異なる合成ルートでのシクロパラフェニレンの合成法。シ
クロパラフェニレンは複数のアリール基が 1,4- 結合で環状に結合した分
子であり、有機 EL 材料やカーボンナノチューブへの応用が期待されてい
る。しかし、これら合成は困難で、過去 2 例しか報告されていない。本方
法を用い、これまで報告されていない最小の［8］シクロパラフェニレン
の合成に成功し、高収率でかつ環数を調整できる事も可能になった。

シクロパラ（ヘテロ）アリーレン化合物およびその製造方
法

2725

特許第 5705123 号 特許登録 

リビングラジカル重合により、所定の高分子グラフト鎖を、均一な長さで
微粒子表面に密生させた複合微粒子を用いた高分子固体電解質膜を用いた
電気化学デバイス。従来の方法に比べ、電解質からの液漏れが少なくイオ
ン電導度の高い固体電解質を用いて、負極及び正極と当該固体電解質の界
面が電気的に良好に接合されている。

ポリマー複合微粒子を用いた高分子固体電解質を用い
た電気化学デバイス

2671

特許第 5610402 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術： 環境安全性に優
れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分子
量体の合成、末端変換に特に優れる。特に酸化還元能力を有する有機化合
物を触媒に使用。

リビングラジカル重合触媒および重合方法

2634

特許第 5645165 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特に複雑な開始ドーマント種が不
要な方法に関する。

リビングラジカル重合の重合開始剤

2522

特許第 5487692 号 特許登録 

共役付加反応の非金属不斉触媒として、電子不足オレフィンを活性化する
酸性部位と求核試薬を活性化する塩基性部位とが光学活性な足場に同時に
結合する化合物。また、光学活性化合物の有利な製造方法である。

複素環骨格を有する化合物および該化合物を不斉触媒
として用いる光学活性化合物の製造方法

2452
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特許第 5881292 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特に炭素を触媒に使用。

炭素化合物を触媒として用いた新規リビングラジカル重
合法

2277

製　品　化
サービス化済特許第 5622573 号 特許登録 

新規な鉄ホスフィン錯体を用いたハロゲン化アルキルと芳香族金属反応剤
の触媒的クロスカップリング反応。従来、クロスカップリング剤としては、
貴金属触媒の有機金属化合物が用いられていた。本発明では、代表的な卑
金属である「鉄」の有機金属化合物を触媒として用いることで、ハロアル
カンのクロスカップリングが高収率で選択的に進む。

クロスカップリング反応用触媒、及びこれを用いた芳香
族化合物の製造方法

2159

特許第 5697026 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特にビタミンＥ、ビタミンＣ、カ
テキン、フラボノイド、ポリフェノールなどの多様な天然物を触媒として
利用可能。

アルコールを触媒として用いた新規リビングラジカル重
合法

2130

特許第 5059695 号 特許登録 

ビスマス原子をテトラチアフルバレン分子 (TTF) に自己組織的に積層させ
ることにより合成したナノワイヤ。熱電変換材料、ペルチェ素子として使
用可能。ナノワイヤであることにより、バルク状のものに比べて、エネル
ギー変換効率が高い、自己組織的に形成されるため、欠陥が少なく電気抵
抗が小さいという特徴がある。

ワイヤ状構造体、ワイヤ状構造体の製造方法、熱電変換
素子、及びペルチェ素子

2114

特許第 5376602 号 特許登録 

マイクロ化学プラントに代表される、並列化した装置を有する流体プロセ
スにおいて、原料を分配し、装置を並列化することで、生産性の向上を図
る。分流・合流を伴う流体集配構造を備え、原料流路において効率的に配
管の閉塞検出および診断を行う。

流体分配装置、マイクロプラント、流体分配装置の設計
方法及び流路閉塞検知方法

2079
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特許第 5956008 号 特許登録 

マイクロリアクターを用いて、モノマーと開始剤との反応を行うことによ
り、反応温度が -28℃以上でも分子量分布が狭いポリマー（Mw/Mn が
1.25 以下）を効率よく製造することができる。さらに、マイクロリアク
ターを用いてポリマーの成長末端カルバニオンと求電子剤との反応を行う
ことで、末端に官能基を有するポリマーや、ブロックポリマーを製造する
ことができる。

Mw/Mn が 1.25 以下であるポリマーの製造方法

1829

特許第 5156510 号 特許登録 

触媒組成物とグリニヤール試薬とハロゲン化アリールのクロスカップリン
グ反応を行うと、非対称ビアリール化合物を収率よく合成できる。ホモカ
ップリングによる副生物の生成を抑制でき、また、合成後の触媒除去が容
易になるという特徴を有する。

触媒組成物及びそれを用いたクロスカップリング化合
物の製造方法

1828

特許第 5850599 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　環境安全性に
優れ、簡便で、原料コストを大幅に抑えられる。ブロック共重合体や低分
子量体の合成、末端変換に特に優れる。特に窒素を触媒に使用。

リン化合物を触媒として用いた新規リビングラジカル重
合法

1684

特許第 5614985 号 特許登録 

非対称ビアリール化合物を製造するためのクロスカップリング用触媒。高
価なパラジウム触媒ではなく、鉄又はコバルトとイミダゾリウム環を有す
る含窒素複素環化合物とを含む触媒を用いることによって、非対称のビア
リール化合物を高収率で得ることができる。また、ホウ素化合物を用いず、
有機ハロゲン化合物と有機マグネシウム化合物から非対称ビアリール化合
物を得ることができる。

触媒組成物及びそれを用いたクロスカップリング化合
物の製造方法

1656

特許第 5328135 号 特許登録 

副生成物を生じることなく、原子効率 100％で高選択的かつ高収率で、1，
1 －ジチオ－１－アルケンを合成することができる。使用後、回収・再利
用が可能と考えられる。1，1 －ジチオ－１－アルケンは医農薬や機能性
材料の合成において重要な基本骨格として利用される。

新規ルテニウム系触媒およびそれを用いた 1,1- ジチオ
-1- アルケンの製造方法

1551
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特許第 4823750 号 特許登録 

窒素を吸着する気体吸着性物質の製造方法。Li と硬度 3 以上の金属酸化物
との混合物を機械的に混合破砕した後、Li の一部を窒化リチウム化するこ
とによって、希ガス（Ar）中の微量の窒素を吸着可能な気体吸着性物質を
得ることができる。

気体吸着性物質の製造方法

1328

特許第 5147103 号 特許登録 

電子輸送性を有する発光材料、電子機能材料および光機能材料として適用
可能なベンゾメタロールを容易に合成することのできる合成方法に関し、
ベンゾメタロール合成の原料として有用な新規ジイン化合物にも関する。

ベンゾメタロールの合成方法および新規ジイン化合物

1266

製　品　化
サービス化済特許第 4929468 号 特許登録 

クロスカップリング反応を応用したオリゴマー化合物の新規合成方法。１
０族遷移金属触媒の存在下、有機ホウ素化合物と有機ホウ素化合物と有機
ハロゲン化合物等とをクロスカップリングさせる反応を用いて、多種多様
なオリゴマー化合物を精密に合成する方法。

クロスカップリング反応を用いたオリゴマー化合物の
合成方法

1186

特許第 4378534 号 特許登録 

脂肪酸グリセリドに対して、超臨界又は亜臨界の条件でアルコール／カル
ボン酸エステル共存系を反応させ、脂肪酸グリセリドをエステル交換する
ことによって、バイオディーゼル燃料となる脂肪酸アルキルエステルを製
造する方法。アルコールとカルボン酸エステルとの二溶媒系でも、エステ
ル交換反応による脂肪酸アルキルエステルを得ることが可能となる。

脂肪酸アルキルエステルの製造方法

1151

特許第 5344523 号 特許登録 

立体選択的にストレッカー反応を進行させる光学活性四級アンモニウム塩
からなる触媒。この触媒を用いてストレッカー反応を行うことで、反応生
成物を立体選択的に製造することができる。本反応により得られた光学活
性α- アミノニトリル誘導体から、従来のアルキル化反応では困難とされ
ていた所定構造のα- アミノ酸やその誘導体を容易に製造することが可能。

立体選択的にストレッカー反応を進行させ得る触媒、お
よびそれを用いたα－アミノニトリル誘導体を立体選択
的に製造するための方法

1149
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特許第 4547507 号 特許登録 

イオンビームの検出器では、従来エネルギー検出に長時間を要する課題が
あったが、本発明では、イオンの飛行時間を用いることで上記課題を解決
しうる検出器とした。

イオンビーム検出器

1124

特許第 4938285 号 特許登録 

ナノサイズの熱処理済コア粒子に所定のシェルを被覆し、優れた特性を持
つコア／シェル複合ナノ粒子が得られる。

コア／シェル複合ナノ粒子を製造する方法

1096

特許第 4543177 号 特許登録 

脂肪酸や脂肪酸グリセリドに対して、超臨界又は亜臨界の条件でカルボン
酸エステルを反応させてエステル化、またはエステル交換反応させること
によって、バイオディーゼル燃料となる脂肪酸アルキルエステルを製造す
る方法。従来のアルコールを用いたエステル化と異なり、燃料中の組成物
として不適な水の発生が反応系において起こらない。

脂肪酸アルキルエステルの製造方法

1072

特許第 4543178 号 特許登録 

有機触媒を使用する新しいリビングラジカル重合法技術：　簡便で、原料
コストを抑えられる。低分子量体の合成、末端変換に特に優れる。特にゲ
ルマニウム、アンチモンを触媒に使用。

新規リビングラジカル重合法

1025

特許第 5136999 号 特許登録 

柱状ミクロドメインが膜の貫通方向に配向したミクロ相分離構造を有する
高分子薄膜。柱状ミクロドメインは、膜の貫通方向に配向するとともに規
則配列パターンを有する。この高分子薄膜が形成されたパターン基板の製
造方法を利用して、対象物（被転写体）の表面に、アスペクト比が大きく
かつ微細な規則配列パターンが得られるエッチングマスク等のパターン転
写体を得ることができる。

高分子薄膜、パターン基板の製造方法、パターン転写
体、及び磁気記録用パターン媒体

1012

特許第 4852745 号 特許登録 

ルテニウム錯体触媒を用いて共二量化を行うことで、ジヒドロフラン化合
物とα、β - 不飽和カルボン酸エステルとから、2- アルキリデンテトラヒ
ドロフラン誘導体を、安価で入手容易又は合成容易な原料を用い、簡便な
方法で高収率且つ高選択的に製造することができる。本誘導体は、天然物
質ノナクチンや人工生理活性物質の合成中間体として使用することができ
る。

2- アルキリデンテトラヒドロフラン誘導体及びその製造
方法

938
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特許第 4802323 号 特許登録 

溶融塩中における酸化物の電解還元プロセスにおいて、二酸化炭素の発生
を抑え、安定的に O2- を O2 へ陽極酸化することができ、かつ、電解プロ
セスにおいて消耗することがない電極を備える酸素発生装置。金属酸化物
から純金属を製造するプロセスや、原子力発電の使用済み酸化物燃料の再
処理プロセスに好適に利用可能である。

溶融塩中における酸素発生装置および酸素発生方法

931

特許第 4794873 号 特許登録 

ハロゲン化合物とリチウム試薬とを、反応温度が－ 10 ～ 40℃かつ滞留時
間が 0.001 ～ 10 秒の条件下でマイクロリアクターを用いて反応させて特
定の Li 化合物を製造する方法。　さらに、引き続きマイクロリアクター
を用いて、求電子化合物と反応させ、　Li 基を求電子基に交換することに
より、精密化学品を製造することができる。

ハロゲン－リチウム交換反応を用いる有機化合物の製
造法

908

特許第 4783894 号 特許登録 

配位子および金属イオンが交互に配位結合され、高い触媒作用を発揮し得
る多孔性高分子錯体。本発明の錯体からなる触媒は、芳香族アルデヒドの
縮合反応の一つである Knoevegenagel 反応や、アルドール反応、Michael
反応に用いることができる。しかも、不均一固体触媒として利用できるた
め、反応後には、回収・再利用が可能である。

多孔性配位高分子およびそれからなる触媒

870

特許第 4280831 号 特許登録 

複数の化合物について第 1 の特性と第 2 の特性とを関連付けて効率的に
表示でき、第 1 の特性として 4 つ以上の特性をも同時に取り扱うことが
できる化合物群表示方法。

化合物群表示装置、化合物群表示方法

811

特許第 4934823 号 特許登録 

ケイ素上に分子内活性化に供することのできる水酸基を有する反応剤。従
来に比べきわめて穏和な条件下でクロスカップリング反応を行うことがで
きるうえ、ケイ素反応剤を回収・再利用できる点が特長である。

含ケイ素クロスカップリング反応剤およびこれを用いる
有機化合物の製造方法

793



66

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

化
学

特許第 4904504 号 特許登録 

光学活性を有するらせんポリマーの製造方法等。生体高分子のらせん構造
と機能に着目し、らせん構造が生命機能を発現し得る重要な要因の一つと
して捉え、人工的に構築したらせんポリマーを創製し、側鎖部分に導入さ
れる分子構造に起因する新たな機能を発現する機能性らせんポリマーを創
製する。

（応用例）導電性、発光性、液晶性、光応答性、強誘電性等を有する機能
性材料

光学活性らせんポリマーの製造方法および光学活性ら
せんポリマー重合開始剤

790

特許第 4776246 特許登録 

過酸化水素とカルボン酸アシル化剤を、酸触媒存在下に反応させ、過カル
ボン酸を含む溶液を連続的に製造する方法において、過酸化水素を含む溶
液及びカルボン酸アシル化剤を含む溶液を、内径の相当直径が 1 ～ 10000
μｍの微小流路を有する流通式マイクロ反応器に送液して前記微小流路内
で酸触媒と接触させる方法。

過カルボン酸を含む溶液の製造方法

733

特許第 4793976 号 特許登録 

環境への負担が少ない非金属の不斉触媒によるエナンチオ選択的な炭素 -
窒素結合形成反応を開発することにより、アミン類、アミノ酸、医薬、農
薬、食品添加物等の合成中間体として有用な光学活性な炭素 - 窒素結合を
有する化合物の有利な製造方法。

光学活性ヒドラジン化合物および光学活性アミン化合
物の製造方法

713

特許第 4853757 号 特許登録 

工業的に有用な新規な不斉合成用触媒及びそれを用いた新規な不斉合成反
応。新規な光学活性ルテニウム錯体を調製し、これを触媒として用いてプ
ロパギルアルコール類とケトン類の不斉反応を行う。

光学活性硫黄架橋二核ルテニウム錯体及びその製造
方法並びにかかる触媒を用いた光学活性化合物の製
造方法及び新規光学活性化合物

688

特許第 4779109 号 特許登録 

高収率かつ高立体選択的な不斉アルドール反応を達成し得る非金属の新規
不斉触媒により、医薬、農薬、高機能性材料（液晶、非線形光学材料等）
の合成中間体として有用な光学活性化合物の有利な製造方法。軸不斉源と
してビナフチル構造を有する新規なアミノ酸誘導体が不斉アルドール反応
の優れた非金属不斉触媒となる。

軸不斉を有する光学活性アミノ酸誘導体及び該アミノ
酸誘導体を不斉触媒として用いる光学活性化合物の製
造方法

495
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特許第 4779108 号

特許登録 

マイクロリアクターを利用したマイクロ合成は、バッチ式の合成よりも高
速且つ室温下での効率的な混合が可能である。本発明は、さらに反応溶液
中に支持電解質を添加不要で、かつ、イオン交換膜を使用することがない
ので、効率よく有機化合物を合成可能である。医薬品、医薬品中間体、香
料、染料、及び各種工業材料等の合成などに好適に使用することができる。

マイクロフロー電気化学リアクター、及びそれを用いた
有機化合物の合成方法

439

特許第 4982748 号 特許登録 

高分子グラフト鎖が超高密度で微粒子表面に結合した複合微粒子、および
その複合微粒子から形成されるナノ光学材料として有用な「コロイド結晶
構造体、コロイド結晶」。

高分子グラフト微粒子によるコロイド結晶の製造方法

368

特許第 4389024 号 特許登録 

オレフィンとα , β - 不飽和カルボン酸エステルとの共二量化反応におい
て、β位が置換されたα , β - 不飽和カルボン酸誘導体を、高収率且つ高
選択的に得ることができる。香料（フルーツ臭）、医薬品中間体、高解像
度フォトレジスト材料などの利用が考えられる。

ルテニウム錯体触媒及びα , β - 不飽和カルボン酸誘
導体の製造方法

335

特許第 4257414 号 特許登録 

モレキュラーシーブの存在下、アルコール溶媒中でホスフィンボランから
ホスフィンを遊離させることを特徴とする、ラセミ化等を伴わずに脱保護
し得るホスフィンボランからホスフィンを遊離する方法に関する。

（応用例）　○製薬業界等における不斉合成　○工業用触媒合成　等

ホスフィンの遊離方法

208

特許第 3637394 号 特許登録 

結晶の対掌性を簡易に識別できる新規な方法に関する。具体的には、結晶
に対し所定方向から電子線を入射する。次に、前記電子線の回折を利用し
たバイフット対反射を得、前記バイフット対反射の強度を比較して、前記
結晶の対掌性を識別する。

（応用例） 　医薬品開発等における薬物の対掌性識別。（医薬品化合物の対
掌性の差異はサリドマイドの例に見られるように極めて重要である）

結晶の対掌性識別方法

188
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特願 2021-082425（未公開）

加工対象物に対して X,Y,Z 方向のスケールが微小な加工が可能である加工
装置。パルスレーザーの照射により、加工対象物に対して X,Y,Z 方向のス
ケールが微小な加工を行うことができる。特に加工対象物がダイヤモンド
である場合には、パルスレーザーの照射により X,Y,Z 方向のスケールが微
小なグラファイト化部（変質部）をダイヤモンドに生じさせることができ
る。

加工装置、加工方法

7325

特願 2021-088419（未公開）

ペロブスカイト型太陽電池の製造方法の発明。薄型のフィルムを基板とす
る場合、ITO 層の形成により応力が生じてしわくちゃになりがちであるが、
それを解消する発明であり、太陽電池の軽量 ･ 薄型化に寄与する。

透明導電性積層体 , 太陽電池及びそれらの製造方法

7320

特願 2021-079367（未公開）

希土類磁石に用いる磁粉の製造方法であって、高性能の磁粉を提供でき、
かつ、大量生産に適した製造方法。

磁粉の製造方法

7300

特願 2021- 070157（未公開）

黒鉛化を防止し、かつ高濃度 NV センター形成するために、ダイヤモンド
素材として窒素密度の多い 1B 型ダイヤを用い分散補償（位相を揃える）
された高繰返しフェムト秒レーザーの長時間（多パルスで 2000 秒）照射
による量子センサー応用に利用可能な程度の高濃度（10^16 の高濃度）
NV センター形成法を提供する。その結果

（1） フェムト秒レーザー照射によって、ダイヤモンド内部の所望領域に高
濃度（10^16 の高濃度）の NV センターを形成できる。

（2） 形成される NV センターの濃度を照射パルス数と照射エネルギーを変
えることによって制御できる。

空孔欠陥形成方法、ダイヤモンドの製造方法、およびダ
イヤモンド

7287

特願 2020-185571（未公開）

金属ガス封入セルの製造にあたって、化学反応を用いた蒸気生成法を採用
しつつ、より効率的かつ短時間で金属ガスをセル内に生成させるための技
術。

金属ガス封入セル及びその製造方法

7092

材料
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特願 2020-144811（未公開）

異種材料接合体、すなわち、互いに異なる材料からなる 2 つの部材の接合
体の製造方法。この製造方法により、たとえば、金属材料からなる部材と
樹脂材料からなる部材とが、高い接合強度で接合された接合体を製造する
ことができる。適用可能な材料の範囲は広い。

異種材料接合体の製造方法及び異種材料接合体

7074

PCT/JP2021/ 027093（未公開）

所要の全視野において、光学特性を複合的に調整することができ、特に色
収差を改善することができるレンズ設計方法、レンズ設計装置、コンピュー
タプログラム及びレンズ。

レンズ設計方法、レンズ設計装置、コンピュータプログラ
ム及びレンズ 

7001

特願 2020-144967（未公開）

所定の波長域で動作するように設計される新たな発光材料。少数原子のク
ラスター核の表面に所定の有機配位子が配位した錯体が結合した発光材料
であり、配位子、クラスターの双方で異なる光を吸収して発光させること
が可能。

発光材料、有機無機ハイブリッド発光素子およびディス
プレイ

6997

PCT/JP2020/036443（未公開）

近赤外領域に吸収極大を有し、溶解性、構造修飾の多様性に富む有機化合
物。ジチエノホスホリン骨格に芳香族環や複素芳香族環でπ共役を拡張し
た構造を有している。

ジチエノホスホリン化合物、並びにそれを用いた無色近
赤外吸収材料及びエレクトロクロミック材料

6920

PCT/JP2021/008518（未公開）

接着性を示す水酸基と、撥水性を示す炭化水素基が交互に配置された交互
共重合体であり、接着性と撥水性の双方を満たす材料。

撥水材料および積層体

6903

PCT/JP2021/009134（未公開）

光電変換効率などの特性が良好なスズ含有ペロブスカイト層。ペロブスカ
イト層の表面からの深さ 40nm での 4 価のスズの量が十分に小さいこと
によって、2 価のスズの割合が大きい良好なペロブスカイト層が得られて
いる。

高純度化スズ含有ペロブスカイト半導体材料

6898



70

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

材
料

特願 2020-043873（未公開）

プラズマエッチングの際に半導体を保護するために用いるマスク。本発明
のマスクを用いることにより、半導体へのダメージなくプラズマエッチン
グが可能となる。

プラズマによる半導体製造における半導体素子の保護
方法

6890

WO2021/193977

電気化学デバイスやエネルギーデバイスに使用可能なアンチペロブスカイ
ト化合物。アルカリ金属カチオンと、酸素以外のカルコゲンアニオンと、
ヒドリド又はフッ化物イオンとから構成されている。

アンチペロブスカイト化合物、電池用電解質、及び、電池

6879

PCT/JP2021/012357（未公開）

触媒、吸着剤等への応用が可能なカチオン性のクラスター。金属カチオン
と、水素と酸素とから構成されており、一般的なアニオン性のクラスター
ではなく、カチオン性のクラスターであることにより、今まで想到されて
いない用途への展開が可能。

正電荷クラスター、クラスターイオン集合体及びその製
造方法、触媒、及び、吸着剤

6878

PCT/JP2021/012851（未公開）

エネルギー密度の高い電気化学デバイスや、複合アニオン化合物への中間
体用途として有用なヒドリドイオン伝導体。Ba とハロゲンとヒドリドイ
オンを含む層状化合物からなり、200℃〜 400℃におけるヒドリドイオン
伝導度が 10-3S/cm 以上で高く、25℃（室温）であっても、10-7S/cm 以
上のヒドリドイオン伝導度を有している。

ヒドリドイオン伝導体及びその製造方法、触媒、電池用
電解質、及び、電池

6877

特願 2020-094654（未公開）

銅ナノ粒子蛍光体の製造方法。10nm 程度以下の粒子径を有する銅ナノ粒
子は、粒子径に応じた蛍光特性を有する。この製造方法によれば、蛍光体
として機能し得る小さい粒子径を有し、かつ大気中でも優れた耐酸化性を
有する銅ナノ粒子からなる蛍光体を製造することができる。

銅ナノ粒子蛍光体の製造方法及び銅ナノ粒子蛍光体

6874
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PCT/JP2021/006522（未公開）

ダイヤモンド中の NV 中心を用いると磁場、電場、温度、圧力を測る高感
度かつ高空間分解能を持つセンサが期待できる。本件発明は CVD 法で合
成したリンドープダイヤモンドにイオン注入をして作成した NV 中心のコ
ヒーレンス時間の長時間化に実験的に成功した。これにより NV 中心を用
いたセンサの高感度化が実現できる。イオン注入法により、表面付近など、
空間的に意図的にナノメートルレベルでの局所領域で NV 中心を作製する
ことができる。

ダイヤモンド、センサ素子、およびダイヤモンドの製造方
法

6863

特願 2019-237336（未公開）

ケイ素を含むバイオマスを原料として、高品質な非晶質シリカおよびこれ
を用いた白色度の高い化粧品原料を製造する。

非晶質シリカの製造方法及び化粧品原料の製造方法

6844

特願 2020-023796（未公開）

スカンジウム（Sc）の製造方法。この製造方法により、設備対策の負荷を
軽減して、低コストでスカンジウムを製造することができる。

スカンジウムの製造方法

6806

PCT/JP2021/015365（未公開）

周囲の熱影響に影響されにくい赤外線センシングデバイス。局所表面プラ
ズモン粒子を含む層を抵抗可変部として含んでおり、赤外線の照射に起因
する抵抗の可変を検出することによって赤外線を吸収する。

赤外線センシングデバイス及びそれに用いる抵抗可変
膜

6805

WO2021/117537

ポリマーブラシを使った、結露などの水滴や、氷、霜などの形成抑制のた
めの発明。

防曇、水滴付着抑制、着氷抑制または氷核形成抑制用
の部材

6797

特願 2020-163937（未公開）

中性子照射時または照射前後に試料にガスを導入又は排出できる中性子散
乱実験用試料容器。中性子照射時または照射前後にガスを導入又は排出さ
せて、「その場観察」を行うことができる。

中性子散乱実験用試料容器

6750
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特願 2020-201833（未公開）

リグニン、ヘミセルロース、リグニン－多糖複合体、及びセルロースのう
ち、少なくとも 1 種を植物バイオマスから単離する方法。

単離リグニン、その使用、及びそれをバイオマスから単
離する方法

6730

特願 2020-043841（未公開）

Co/Pd/Pt の非対称構造を含む磁気メモリ材料。対称構造の強磁性体に代
わり、Co/Pd/Pt または Gd/Fe/Co を積層した非対称構造に置き換えるこ
とで、磁気異方性エネルギーを増加させる。従来技術よりも磁気異方性エ
ネルギーを約 50% 増加させ、熱安定性の高いメモリ材料を得ることがで
き、SOT-MRAM の小型化（= 高密度化）に寄与する。

磁気メモリ素子

6670

特開 2021-088059

木質系材料と非木質系材料とを接合し一体化した接合部材。接合強度と、
寸法や物性の安定性とに優れている。また、この接合部材は、コストを抑
制して製造することができる。

接合部材および接合部材の製造方法

6666

特開 2021-31584

常温付近で大きなエントロピー変化を示す熱量効果材料。既存の材料より
も高効率な磁気冷凍材料として期待されるほか、電圧や電流、圧力を加え
ることによる体積変化によっても大きな比熱変化を得ることができ、用途
に応じた広範囲の熱特性制御が可能になる。

熱量効果材料及びそれを用いた冷却装置

6617

特開 2021-53862

粉体焼結積層型 3D プリンターによる樹脂成形用の、セルロースナノファ
イバ複合樹脂粉体。従来の樹脂単独粒子で作製したものに比べ成型体の弾
性率が向上する。

三次元造形用粉体材料、三次元造形物及び三次元造形
物の製造方法

6599

特開 2021-031621

塗布することが可能な遅延蛍光発光材料。遅延蛍光体の残基をアクリル系
ポリマーに導入することによって、高溶解性による塗布による製膜を行い
つつ、高い発光効率を確保することができる。

アクリルポリマー、発光材料および有機発光素子

6556
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特開 2021-31689

はんだやめっきに使われているスズを、金属スクラップなどから選択的に
分離させる方法。低コストなリサイクル方法であり、酸化剤に用いるヨウ
素酸イオンは再利用が可能なため、環境負荷も小さい。

スズ含有物からスズを分離する方法

6544

特開 2021-28309

ベンゾオキサジノフェノキサジン化合物を骨格とした正孔輸送材向けの有
機電界発光用材料。昇華精製時の熱安定性がよいために昇華精製の操作性
に優れ、有機電界発光素子の素子劣化の原因となる不純物が少ない。

ベンゾオキサジノフェノキサジン化合物、有機電界発光
素子用材料および有機電界発光素子用正孔輸送材料

6543

特開 2021-24758

燃料集合体の輸送時や運転時の振動により負荷される曲げ応力に対する強
度と、放射性核種漏えいを防止するための気密性を備えた接合部材および
それを備えた接合構造体。接合部材の端栓は、少なくとも表面領域が SiC
繊維によって強化された SiC 複合材料の基材により構成され、SiC 繊維の
配向方向が、構造形成上不可避な SiC 繊維を除いて基材の長さ方向に平行
であり、かつ基材の表面に平行である。

接合部材およびそれを備えた接合構造体

6531

WO2020/175705

ペロブスカイト太陽電池材料でスズの酸化を防ぐ目的での還元剤の添加、
種類と濃度などに関する。膜形成が綺麗にできることや発電効率の向上が
期待できる。

スズ系ペロブスカイト層の製造方法 , 重ハロゲン化ス
ズ系物質の精製方法 , 溶液 , スズ系ペロブスカイト層 ,
発光性材料 , 及び光電変換素子

6470

WO2020/153394

装置や機械において、なじみ運転や突発的な温度上昇による焼き付きなど
を低減できるポリマーモノリスをコーティングした表面の発明。

摺動部材、摺動部材の製造方法および摺動システム

6459

WO2020/175529

保冷剤や冷媒に利用できるナノシートコロイド水溶液。有機溶媒をほとん
ど使用しないため環境への負荷が小さくなる冷媒をつくることが可能。

蓄熱材、保冷材及び冷媒

6432
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WO2021/099937

かさ高い酸無水物（ジアンヒドリド）と二種類のジアミンモノマー（硫黄
或いはポリエチレンオキシドオリゴマーを含むジアミンと、カルボン酸を
含むジアミン）を共重合させて得られる、親水性ポリマー膜。ジアミン類
の種類に応じて親水 / 疎水度を制御でき、分離対象物に応じて最適化が可
能。

HYDROPHILIC POLYIMIDE, MEMBRANES PREPARED 
THEREFROM, AND USES THEREOF

6430

特開 2020-134200

マイクロサイズよりもさらに小さいナノサイズのプラスチックの検出方
法。微粒子表面の疎水性を認識して発光色が変化する分子が修飾されたか
ご型シルセスキオキサン（POSS）をメチレン鎖を介して架橋されたポリ
マーを用いることで、微粒子の存在を確認することができる。

微粒子検出材料および該材料を使用した微粒子検出方
法

6423

特開 2020-183077

多孔質体に液体を浸透させる液体浸透方法。この液体浸透方法によれば、
多孔質体の圧壊を抑制しながら、多孔質体に液体を浸透させることができ
る。多孔質体は、たとえば、木質系材料、農産物、食品、セラミックス、ポー
ラス金属、並びに繊維強化材料前駆体である。水は、たとえば、防腐剤、
防虫剤、不燃剤等の改質剤溶液や水である。

液体浸透方法、及び液体浸透装置

6407

特開 2020-159924

表面増強ラマン散乱（SERS）測定用の試料の単体として用いられる微粒子。
この微粒子を用いることにより、高感度の SERS 測定ができ、バイオセン
サーとしての応用が見込まれる。

光干渉膜被覆微粒子及びそれを用いたバイオセンサ

6388

特開 2020-113367

アニオンの構造を安定化させて、プロトン伝導性の低下を抑制するプロト
ン伝導体。アニオンを金属錯体分子から構成することによって、プロトン
伝導性を有する配位子が金属イオンに強く結合し、配位子がプロトン伝導
体から分離するのを抑制することでプロトン伝導性の低下を抑制する。

プロトン伝導体および燃料電池

6373
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特開 2020-143277

リビングアニオン重合をマイクロリアクタでおこなうことによって、高分
子量でかつ分子量分布の狭いポリマーを作成することができる。有機リチ
ウムと炭化水素溶媒とを含む溶液と極性溶媒とを混合し、カチオン重合性
モノマーを含む溶液に混合することによって、ポリマーを重合する。

ポリマーの製造方法

6366

特開 2020-163262

貴金属を含まない自動車排気ガス触媒（三元触媒）。三元触媒では、パラ
ジウムなどの貴金属の酸化凝集による失活が問題となるが、本触媒では貴
金属を用いず、触媒中の酸素を利用することで一酸化窒素の処理を行う。

窒素酸化物吸蔵材料、その製造方法、排ガス浄化触媒

6341

WO2021-075495

表面プラズモン特性を示す半導体ナノ粒子（CuS ナノ粒子）を用い、大気
下、室温でスピンコート法により塗布するだけで蒸着 ITO に匹敵する 100
Ω以下の抵抗値を示す透明薄膜を製作できるナノ粒子インク。

導電膜、分散体とこれらの製造方法、及び導電膜を含む
デバイス

6325

WO2020-013191

次世代薄膜太陽電池材料として期待される、硫化スズの高純度結晶 ･ 薄膜
を得ることができる製造方法。異相を含まない高純度材料を簡便に作製可
能。

高純度カルコゲナイド材料及びその製造方法

6230

WO2019/182058

ペロブスカイト電池材料であるスズ（Sn）を使って素子構造を成膜作成
する際に温度条件と溶媒蒸気圧をコントロールすることで被覆率が格段に
向上する。

Sn 系ペロブスカイト層及び太陽電池の製造方法

6159

特開 2019-171871

成形ウィンドウ幅がより十分に広い、発泡樹脂成形品の製造方法、当該方
法に使用される熱可塑性樹脂組成物および当該方法により製造された発泡
樹脂成形品。発泡剤、マトリクス用熱可塑性樹脂および歪硬化剤を含有す
る熱可塑性樹脂組成物を、固定型と可動型からなる金型内に充填した後、
可動型をコアバックさせることにより、熱可塑性樹脂組成物を溶融状態で
発泡および繊維化させつつ成形する。

発泡樹脂成形品の製造方法、該方法に使用される熱可
塑性樹脂組成物および発泡樹脂成形品

6148
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特開 2019-108573

発電用タービン等の高温で使用する耐熱合金。従来、モリブデン合金など
が用いられてきたが破壊靭性値に乏しく改善の余地がある。本発明は新た
なモリブデン合金であり、破壊靭性が高くまたより優れた高温特性を発揮
する。耐熱用材料として自動車エンジンや航空機エンジンなどにも利用可
能。

高靭性高耐熱モリブデンシリサイド合金

6048

WO2019/49784

Al（OH）3 でコートされた SiC 微粉末を焼成することで得られる SiC セラ
ミックスとその製造方法。本 SiC セラミックスは、緻密性、優れた熱的特
性、及び機械的特性を持つため、高温構造材料として、原子炉の燃料格納
容器やロケットノズルや再突入時の耐熱タイルのような耐熱性が特に要求
される部位の材料としての応用が期待される。

被覆 SiC ナノ粒子を用いた SiC セラミックス及びその製
造方法

5963

特開 2019-081720

塗って温度が測れるジェル型センサー。ジェル中に加える試薬を変えるこ
とによりストレスや健康状態の測定にも応用可能。

皮膚外用組成物

5950

特開 2019-120946

高温ナノインプリント技術によって、一方向性の微細な周期構造を表面に
施したガラス蛍光体。周期構造により多くの光を吸収することで、ガラス
の厚さを増やすことなく約 6 倍の光増強が可能となった。

ガラス蛍光体および照明装置

5919

WO2019/138697

安全、安価で操作も簡便なめっき液を開発した。本発明のめっき液は電気
めっき、無電解めっき（置換めっき、自己触媒めっき等）を問わずに使う
ことが出来る。また、めっき液に用いる薬剤は比較的安価で入手でき、操
作も簡便である。

金属または金属塩の溶解用溶液およびその利用

5911

特許第 6890827 号 特許登録 

電解質の組成が、K[FAS]-[C3C1pyrr][FSA] で、当該電解質中の K[FSA] の濃
度が 20 〜 40mol% である、カリウムイオン電池。常温〜低温で使用可能
なカリウムイオン電池を提供できる。

溶融塩電解質およびカリウム溶融塩電池

5873
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WO2018/212139

高耐熱性を有する SiC セラミックス。従来、SiC セラミックスの耐環境特
性を強化する目的で、被覆技術が用いられてきたが、被覆層が剥離しやす
い課題があった。本発明は緻密な剥離しづらい被覆層をもつ SiC セラミッ
クスで、簡単な処理により作製可能。

炭化ケイ素セラミックス

5855

特許第 6902269 号 特許登録 

ペロブスカイト型太陽電池におけるペロブスカイト層の前駆体となる錯
体。錯体を構成する有機溶媒の毒性が低く、安全性が向上している。

錯体 , ペロブスカイト層及び太陽電池

5830

WO2019/177067

周期的な層状の多孔構造を有する層状多孔性高分子薄膜（材料）とその製
造方法。層の周期はコントロール可能。

S T R U C T U R E D  N A N O P O R O U S  M A T E R I A L S , 
MANUFACTURE OF STRUCTURED NANOPOROUS 
MATERIALS AND APPLICATIONS OF STRUCTURED 
NANOPOROUS MATERIALS

5807

特許第 6733910 号 特許登録 

ミリメートルスケールを超えるサイズのデバイスにおけるグラフェンの被
覆面積を , 種々の固体基板上において , 短時間で直接的に定量する方法。

グラフェンの面積測定方法及びデバイスの製造方法

5803

WO2018/207750

深い青色を呈する有機 EL 用の発光素子化合物。トルエン等の有機溶媒に
溶解させることにより容易に塗布法で膜形成をすることが可能で、なおか
つ耐熱性にも優れている。

化合物、発光材料および有機発光素子

5769 製　品　化
サービス化済

WO2018/216679

ナノ粒子レベルで界面どうしを自在に連結する配位子。接着表面の状態に
左右されず、同じあるいは異なる界面どうしを精密に連結・制御できる。

テトラフェニルポルフィリン誘導体

5747
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特開 2018-192397 特許登録 

化学的に安定でガス（水蒸気）を吸着可能な共有結合性有機構造体。芳香
族化合物に 2 つの窒素が結合した窒素含有クラスタの窒素と、ベンゼン環
に 2 つの炭素が結合した多座コア部の炭素とがイミン結合することにより
共有結合性を確保している。

共有結合性有機構造、共有結合性有機構造体を用いた
吸着材、及び共有結合性有機構造体の製造方法

5708

WO2018/059324

金属イオンと配位子が配位結合で連続的につながった配位高分子と、リン
酸との複合体からなるプロトン伝導体。リン酸は、金属イオンと配位結合
しているリン酸としていないリン酸とを含んでいる。金属イオンと配位結
合しているリン酸としていないリン酸との間の水素結合ネットワークが増
大することから、プロトン伝導体のプロトン伝導率を向上させることがで
きる。

プロトン伝導体および燃料電池

5669

WO2018/101446

可視光領域以外の光を選択的に吸収することで赤外光や紫外光を有効活用
できる透明導電性化合物。

光電変換機能を有する電子デバイス

5540

WO2018/051890

排ガス浄化用の複合酸化物。従来触媒では 1000℃程度の高温下で浄化性
能が低下してしまうことがあるが、独自構造の触媒により高温下でも性能
低下しない良好な浄化を実現した。また従来より貴金属量を少なくしても
同等の浄化性能を発揮するため、触媒の低コスト化も可能である。

排ガス浄化用高耐熱性複合酸化物触媒及びその製造
方法

5517

（米）特許第10562830号 特許登録 

複数種類の炭化水素ガスを分離するためのシステム。金属と有機物とから
構成され、多孔質体である錯体（PCP）に所望の炭化水素ガスを吸着およ
び脱着させるために、PCP 粉末が収容されたシステム内のガスの圧力を制
御する。アセチレンとエチレンの分離、エチレンとエタンの分離、アセチ
レンとエチレンとエタンの分離が可能であることを確認している。

ガス分離システム及びガス分離方法

5506
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WO2018/084264

ガス分離特性を有する多孔性配位高分子（PCP ／ MOF）をポリマー構造
体に混合させた混合マトリックス膜（Mix Matrix Membrane）である。
PCP ／ MOF やポリマー構造体を単独で用いた場合を凌駕する靭性、加工
性、ガス透過率とガス選択分離精度を兼ね備える。

C O M P O S I T E  M E M B R A N E  A N D  M E T H O D  O F 
SEPARATING GAS USING THE SAME

5442

特許第 6884516 号 特許登録 

耐食性を向上可能な、SiC 焼結体の製造方法。

SiC 焼結体の製造方法

5413

特許第 6716331 号 特許登録 

溶存酸素濃度を低減させる方法として、好気性微生物（納豆菌）、あるいは、
鉄等の還元剤（高炉用スラブ）を用いる。カソード反応を抑制する点に特
長を有する。カソード反応抑制は、溶存酸素濃度を低減させる根本対策で
ある。

混和材料、セメントの練混ぜ方法、セメント系プレミック
ス材料、鉄筋コンクリートの腐食防止方法

5405

特許第 6736001 号 特許登録 

自身の近傍にある被検査体の物性に応じて共振周波数を変化させる共振器
を備え、共振器の共振周波数とに基づき被検査体の状態変化を検出するセ
ンサ IC であって、センサの表面に特定の物質もしくは細胞を捕捉する捕
捉手段を具備することを特徴とするセンサ IC。

センサ IC

5347

WO2017/150580

Ru と Cu が原子レベルで混ざった面心立方構造をもつ RuCu 固溶体ナノ粒
子。RuCu 固溶体ナノ粒子は、CO 酸化、水素化反応の触媒として働くこ
とや、Rh の代替材料となり、Rh の使用量の削減につながることが期待さ
れる。

RuCu 固溶体ナノ粒子及びその製造方法並びに触媒

5321

特許第 6648887 号 特許登録 

Rh と C が規則的に並んだ構造をもつ金属間化合物とその製造方法。Rh と
C の金属間化合物は、新たな物性や触媒活性を持つことが期待される。

ロジウム炭化物及びその製造方法

5305
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特許第 6855073 号 特許登録 

Pd と Ru を含み、さらに、Rh、Pt、Au 又は Ir を含む 3 元系固溶体微粒子
とその製造方法。本発明の 3 元系固溶体微粒子は、特に高温で長時間使用
しても触媒性能が維持されるため、自動車排ガスの浄化触媒や、燃料電池
の電極触媒として有用である。

多元系固溶体微粒子及びその製造方法並びに触媒

5304

特許第 6644554 号 特許登録 

本製造方法によれば、シレン - アウリビリアス層状酸ハロゲン化物を、可
視光吸収能と安定的な水分解能を有する、可視光エネルギー変換材料とし
て開発し、提供することを可能とする。

シレン - アウリビリアス層状酸ハロゲン化物を光触媒と
して用いた可視光照射下での水分解方法

5300

WO2017/171071

ポリマーブラシを用いた低摩擦材料：　軸受、シール、ガイド等の機械部
品の表面に適用し、潤滑性や低摩擦性を付与できる。

潤滑材及び SRT 材料

5284

特許第 6872857 号 特許登録 

物理発泡剤および熱可塑性樹脂を含有する熱可塑性樹脂組成物を溶融およ
び混練し、固定型と可動型からなる金型内に射出した後、可動型を固定型
の方向とは反対の方向にコアバックさせることにより、熱可塑性樹脂組成
物を発泡および繊維化させつつ成形する発泡樹脂成形品の製造方法。吸音
性に十分に優れた発泡樹脂成形品の製造が可能。

発泡樹脂成形品の製造方法および発泡樹脂成形品

5251

特許第 6812126 号 特許登録 

物理発泡剤および熱可塑性樹脂を含有する熱可塑性樹脂組成物を溶融およ
び混練し、固定型と可動型からなる金型内に射出した後、可動型をコアバッ
クさせることにより、熱可塑性組成物を発泡および繊維化させつつ成形す
る発泡樹脂成形品の製造方法。吸音性に十分に優れた発泡樹脂成形品の製
造が可能。

発泡樹脂成形品の製造方法および発泡樹脂成形品

5250

特許第 6872856 号 特許登録 

樹脂の発泡成形技術：　コアバック成型法で、発泡剤、熱可塑性樹脂およ
びナノ繊維を入れた組成物を、溶融状態で発泡させつつ成形する、発泡樹
脂成形品の製造方法。

発泡樹脂成形品の製造方法および発泡樹脂成形品

5249
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特許第 6608216 号 特許登録 

優れた発光特性を有する製造操作の簡単な、新規なゼオライト - ナノカー
ボン発光複合体及びその製造方法。

ゼオライト - ナノカーボン複合発光体およびその製造方
法

5178

特許第 6671128 号 特許登録 

酸素を選択的に吸着可能な多孔性高分子金属錯体。遷移金属イオンと、5
位に硫黄、セレン、テルル（カルコゲン元素）を有する置換基を有するイ
ソフタル酸を含む。

多孔性高分子金属錯体、ガス吸着材、これを用いたガス
分離装置及びガス貯蔵装置

5171

特許第 6875711 号 特許登録 

溶融塩電解において、電解析出させるチタン箔の厚さが 40 μ m 以上の厚
い厚さとなっても、表面が平滑な電析チタンが得られ、チタンの純度も工
業用純チタン並みの純度であるチタン箔を製造することができる、チタン
箔の製造方法。カソード電極板の少なくともチタン電析面が金属モリブデ
ンであり、溶融塩浴が、アルカリ金属の塩化物のみにチタンイオンが溶解
している、又は、アルカリ金属の塩化物とアルカリ金属のヨウ化物のみか
らなる混合塩にチタンイオンが溶解している。

溶融塩電解による金属チタン箔の製造方法

5141

特許第 6739803 号 特許登録 

より容易かつ簡便に、純度が向上したシリコンを製造する方法。（1）塩、
金属及びシリコンを加熱して溶融して、溶融塩の上層と液体合金の下層を
得ること、及び（2）液体合金を冷却して、シリコンを析出させることを
含む、純度が向上したシリコンの製造方法。特別な装置及び設備等を必要
とせず、容易かつ簡便に、例えば、リン及び金属に由来する不純物を減ら
すことができる。

純度が向上したシリコンの製造方法

5131

特許第 6674204 号 特許登録 

オキソアニオン及び／又はプロトン配位性分子が、金属イオンに配位して
配位高分子を形成し、少なくとも一部が非晶質であるプロトン伝導体。高
温（例えば 100℃以上）においても、高いイオン伝導率を有する。

プロトン伝導体、プロトン伝導体の製造方法、及び燃料
電池

5009
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特許第 6785218 号 特許登録 

排ガス浄化用の鉄系複合酸化物。従来の排ガス触媒では貴金属使用量が多
く、200℃程度の触媒活性が低かったが、Fe と Mn を独自配合量で含む本
発明担体によりこれを解決した。特に貴金属使用量を 1/2 から最大 1/10
程度まで削減することができる。

排ガス浄化用金属複合酸化物触媒及びその製造方法

4937

特許第 6761257 号 特許登録 

酸素および一酸化炭素を選択的に吸着可能な多孔性高分子金属錯体。遷移
金属イオンと、5 位にフッ素以外のハロゲン官能基を有するイソフタル酸
と、両端に配位点を有するピラジン又はビピリジンから構成されている。

多孔高分子金属錯体、これを用いたガス吸着材、ガス
分離装置、ガス貯蔵装置、触媒、導電性材料、センサー

4875

特許第 6676406 号 特許登録 

酸素および一酸化炭素を選択的に吸着可能な多孔性高分子金属錯体。2 価
の金属イオンと、フッ素以外のハロゲン置換基を有するイソフタル酸とか
ら構成されている。3 つのイソフタル酸が 2 つの金属イオンに配位した 2 
核クラスタ構造が、別のイソフタル酸によって連結されて 3 次元構造を形
成している。そして、クラスタとイソフタル酸から形成される細孔にガス
が吸着される。

三次元多孔高分子金属錯体、これを用いたガス吸着
材、ガス分離装置、ガス貯蔵装置、触媒、導電性材料、
センサー

4874

特許第 6525686 号 特許登録 

酸素および一酸化炭素を選択的に吸着可能な多孔性高分子金属錯体。銅と
フッ素以外のハロゲンにより置換されたアルキル基（又はアルコキシ基）
を有するイソフタル酸とから構成されて、6 員環と 3 員環とを有する 3 次
元構造（カゴメ構造）を形成している。そして、6 員環又は 3 員環の間の
空間が細孔となりガスが吸着される。

多孔性高分子金属錯体、ガス吸着材、これを用いたガ
ス分離装置およびガス貯蔵装置

4873

特許第 6695662 号 特許登録 

これまでセルロースナノファイバー（CNF）を使った透明樹脂との複合材
料では、フィルムやシートが限界であったが、三次元の成形体も作製でき
る方法。

多糖類のナノファイバー、分散媒及びモノマーを含む分散
体、並びにその分散体から得られる樹脂組成物

4867
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特許第 6698300 号 特許登録 

『4540』の改良発明となるチアゾール縮環型ベンゾビスチアジアゾール骨
格を含む新規化合物およびポリマー材料。『4540』より構造がシンプルで
大量合成に向いている。

ポリマー及びそれを用いた有機薄膜太陽電池

4861

特許第 6503182 号 特許登録 

植物繊維解繊物とフェノール樹脂との複合材料、その成形体、複合材料の
製造方法、及び成形体の製造方法。この複合材料においては、植物繊維解
繊物とフェノール樹脂との相溶性が高く、植物繊維解繊物とフェノール樹
脂とが均一に混じり合う。また、複合材料からなる成形体は、セルロース
成分が比較的少ないにもかかわらず、高い弾性率を発揮する特性を有する。

複合材料、成形体、及びこれらの製造方法

4786

特許第 6403046 号 特許登録 

粒子径及び粒度分布が制御可能で、酸素還元活性の高い白金コアシェル触
媒を製造する方法。

燃料電池用触媒の製造方法、それを用いた触媒及び
燃料電池

4577

特許第 6618242 号 特許登録 

オキソアニオン及び／又はプロトン配位性分子が、金属イオンに配位して
配位高分子を形成しているプロトン伝導体と、ポリフッ化ビニリデン、ポ
リエーテルイミド、及びこれらの誘導体のいずれか 1 種以上からなる樹脂
フィラーとを含む伝導膜。100℃以上でかつ無加湿でも使用できる。

伝導膜及び燃料電池

4569

特許第 6486019 号 特許登録 

物理発泡剤および熱可塑性樹脂を含有する熱可塑性樹脂組成物を溶融およ
び混練し、固定型と可動型からなる金型内に射出した後、可動型をコアバッ
クさせることにより、熱可塑性組成物を発泡させつつ成形する発泡樹脂成
形品の製造方法。本方法によって、内部が繊維化された発泡樹脂成形品が
提供可能。

発泡樹脂成形品の製造方法およびその方法により製造
された発泡樹脂成形品

4562

特許第 6274417 号 特許登録 

チアゾール縮環型ベンゾビスチアジアゾール骨格を含む新規化合物および
ポリマー材料の発明。有機薄膜太陽電池の p 型材料として応用可能。

ポリマー、光吸収材料、光電変換材料、電荷輸送材料、
有機太陽電池用材料および化合物

4540
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特許第 6559650 号 特許登録 

金属イオンと有機配位子とが規則的に配位結合することで構成される多孔
性配位高分子（PCP：porous coodination polymer）であって、二酸化炭
素やトルエンなどを選択的に吸脱着するとともに、高分子結晶表面で超撥
水性を有する。本発明の多孔性配位高分子は、撥水コーティング材、油 -
水分離材料、耐水性吸臭材等への応用が期待される。

多孔性配位高分子、及びその用途

4495

特許第 6313990 号 特許登録 

元素のドープ率を大きくすることが可能であり、また、固体電解質層の厚
みを小さく設定して、イオン伝導性を高め、出力の大きな燃料電池等を構
成できる、固体電解質複合体。固体電解質複合体は、シート状多孔質基材
の少なくとも一方の表面に結晶成長させて形成された固体電解質層を備
え、上記固体電解質層は、リン酸塩に低価数元素をドープした結晶構造を
備えて構成される。

固体電解質複合体、電解質－電極複合体、燃料電池及
び固体電解質複合体の製造方法

4449

特許第 6362868 号 特許登録 

ペロブスカイト型太陽電池におけるペロブスカイト層の原料となるハロゲ
ン化鉛の製造方法の発明。エネルギー変換効率の高いペロブスカイトを得
ることができる。東京化成工業株式会社より販売されている。

高効率ペロブスカイト型太陽電池の製造方法

4443 製　品　化
サービス化済

特許第 6532476 号 特許登録 

マイクロポーラスポリマーに熱処理を施して架橋構造を持たせたガス分離
膜材料。ガス透過速度は従来品の約 100 倍、ガス選択分離能は約 2 倍に
達する。

架橋ポリマー、その製造方法、モレキュラーシーブ組成物
及び材料分離膜

4425

特許第 6571149 号 特許登録 

1H-{13C-15N} 三重共鳴 NMR 法に使用する分子プローブ。パーキンソン病
治療薬である L-dopa の不斉炭素およびアミノ基窒素を 13C 核および 15N 
核で二重ラベルしたプローブとその合成方法。多重共鳴 NMR 法は、タン
パク質や核酸の高次構造解析方法として利用されている。この 13C/15N 
L-dopa の代謝プロセスを 1H-{13C-15N} 三重共鳴 NMR 法により評価した
結果、マウス組織抽出液中において効率よく脱炭酸代謝反応が進行し、基
質である 13C/15N L-dopa と代謝物である 13C/15N ドーパミンを、同じ 
NMR パルス系列を用いて同時にかつ高選択的に検出可能となった。

多重共鳴用のプローブ

4352
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特許第 6284162 号 特許登録 

安価な冷間圧延と熱処理のみで鉄テープ上に YBCO の結晶配向を変化さ
せ、2 軸配向を作り出すことに成功した。さらに、配向鉄テープが安定化
層を兼ねることにより、従来の YBCO 線材の Ag+Cu の安定化層をなくす
ことが可能で、さらなるコストダウンとともに薄層化が可能となる。

高温超伝導線材の製造方法および高温超伝導線材

4246

特許第 6546851 号 特許登録 

工業的な利用に耐えうる有機バインダー／多孔性金属錯体複合体。多孔性
金属錯体は混合気体の分離、生成、貯蔵などへの利用が期待されているが、
材料自体の機械的強度がなく、成形加工した場合、形状が崩れてしまうこ
とがある。本発明の複合体は、気体を貯蔵する材料、混合気体から目的と
する気体を分離する材料として利用可能である。

PCP 複合体

4242

特許第 6526557 号 特許登録 

色素増感太陽電池の新規色素材料。本発明により、π軌道の広がりに緩や
かな傾斜を持たせたり、光吸収を長波長側にシフトさせるなど、有機色素
材料を系統的に設計することができる。

有機色素材料及びそれを用いた色素増感太陽電池

4166

特許第 6080616 号 特許登録 

二酸化炭素を選択的に吸着可能な多孔性高分子金属錯体。金属とテレフタ
ル酸とを含む四角格子状の二次元層構造が骨格分子のピリジル基を介して
積層されて 3 次元構造となっている。二酸化炭素と相互作用するパーフル
オロ基がピリジル基に置換していることによって、3 次元ネットワークの
細孔に二酸化炭素を選択的に吸着することができる。

多孔性高分子金属錯体、ガス吸着材、これを用いたガ
ス分離装置およびガス貯蔵装置

4081

特許第 6132596 号 特許登録 

二酸化炭素を選択的に吸着可能な多孔性高分子金属錯体。金属とテレフタ
ル酸とを含む四角格子状の二次元層構造が骨格分子のピリジル基を介して
積層されて 3 次元構造となっている。二酸化炭素と相互作用するパーフル
オロ基が四角格子内に向かって延びるようにテレフタル酸に置換している
ことによって、四角格子内（細孔）に二酸化炭素を選択的に吸着すること
ができる。

ふっ素を含有する配位高分子錯体、ガス吸着剤、これ
を用いたガス分離装置およびガス貯蔵方法

4080
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特許第 6095374 号 特許登録 

四塩化チタンのマグネシウム還元で得られるチタンを、ビスマスあるいは
アンチモンと合金化させることによって液体合金として回収するプロセス
に関する。現行のチタン製錬法である Kroll 法の連続化に寄与するもので
ある。本発明により Kroll 法が連続化されれば、チタンを安価に製造する
ことが可能となる。

チタンの製造方法。

4009

特許第 5612145 号 特許登録 

Ag を含む粗銅をアノードとして用い、硫酸電解溶液中に Cu 又は Pb を存
在させることでアノード電位を Ag 溶出電位に対して低い電位を保持しな
がら電解を行うことで Ag 濃度を抑制する電気銅の製造方法。

電気銅の製造方法

3990

特許第 6161161 号 特許登録 

航空機構造部材に用いる、特に炭素繊維で強化したエポキシ樹脂からなる
複合材料の中に生じるポロシティ（微小空孔）の位置（深さ）と濃度を測
定し、製品の善し悪しを判定することを目的とする。超音波を複合材積層
構造に入射し積層界面で反射される微小な超音波を測定し解析することに
より、内部のポロシティ分布を推定する。

複合材料内のポロシティ評価方法およびポロシティ評
価装置

3983

特許第 6139177 号 特許登録 

オキソアニオン及び／又はプロトン配位性分子が、金属イオンに配位して
配位高分子を形成していることを特徴とするプロトン伝導体。100℃以上
でかつ無加湿でも使用できる。

プロトン伝導体、プロトン伝導体の製造方法、及び燃料
電池

3651

特許第 5846602 号 特許登録 

触媒として多く用いられている他、導電性・磁性材料としての応用が期待
される金属粒子に関する。触媒として使用の際には、表面積割合の増加が
触媒効率を高めることにつながるため、ナノ粒子化することが重要。導電
性・磁性材料として用いる際も同様で、近年の構造微細化への要求から、
安定で且つ単分散なナノ粒子を合成できる本手法は、触媒、導電・磁性材
料の分野にて活用可能と考えられる。

金属ナノ粒子の製造方法

3579
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特許第 5946456 号 特許登録 

ナノ結晶上の金属触媒（活性金属種）と多孔性配位高分子（PCP）の複合
体とその製造方法。平面性の高いキューブやプレート上の触媒金属結晶を
用い、その表面を覆うように PCP を成長させることで、活性金属種を
PCP で内包させる。確実にナノ触媒表面に PCP を被覆した PCP 複合体で
あり、高効率・選択性に優れた触媒材料になる可能性がある。

金属ナノ粒子上の PCP ナノ膜とその作製方法

3458

特許第 5693323 号 特許登録 

金属担持炭素化セルロースとその製造方法。燃料電池触媒などへ利用でき
る可能性がある。結晶セルロースにアセチル基を導入した CAA に対して
コバルト水溶液や鉄水溶液を含浸担持させ、キレート錯体レベルでの金属
担持セルロースを合成する。続いて、これに窒素源としてメラミンを混合
したのち、直パルス通電加熱装置を用いて加熱し、炭素化を行う。

燃料電池用電極触媒の製造方法

3310

特許第 5641348 号 特許登録 

リン化物半導体薄膜の製造方法であり、Zn3P2 薄膜を安全で安価に製造す
る方法。ホスフィンや赤リンを用いる場合に必要な高圧を用いない安全で
簡易なシステム。また、Zn3P2 以外のリン化物半導体の成膜や、太陽電池
用シリコンのリンドープなどへの応用も期待できる。

リン系化合物半導体の製造方法

3300

特許第 5823784 号 特許登録 

発光材料や電荷輸送材として用いることが可能な高分子化合物。特許第
5841783 号のフルオレン化合物部位を有している。エノール骨格の一部
をホウ素錯体化して発光特性を異ならせることができることに加え、溶媒
や樹脂への溶解性（分散性）がよく均一な膜を形成することができる。

新規フルオレン化合物

3295

特許第 5841783 号 特許登録 

発光材料や電荷輸送材として用いることが可能なフルオレン化合物。エノ
ール骨格の一部をホウ素錯体化して発光特性を異ならせることができるこ
とに加え、溶媒や樹脂への溶解性（分散性）がよく均一な膜を形成するこ
とができる。

新規フルオレン化合物

3294

特許第 5836361 号 特許登録 

セルロースナノファイバー（CNF）を、これまでのようなナノファイバー
化する工程を経ず、原料であるパルプから直接透明シートを作る方法。繊
維率 20 重量％で、直線透過率 60％、熱膨張係数 12ppm/k。

透明樹脂複合材料

3239
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特許第 5775330 号 特許登録 

Na2/3Fe1/3Mn2/3O2、Na5/6Fe1/2Mn1/2O2、NaFe1/2Ti1/2O2、
NaFeO2、α -NaMnO2、NaNi1/2Mn1/2O2 などの正極活物質を含む正極と、
ナトリウムを主成分とする負極と、正極と負極との間に設置された電解質
とを備え、電解質は、FSA、TFSA 等のアニオンと、ナトリウムイオンと
アルカリおよびアルカリ土類金属から少なくとも 1 種のカチオンとを含む
電池。電解液を耐電圧の高い溶融塩とすることで分解を抑制し、また前述
の正極活物質を使用することで、容量増大化、充放電の高電圧化、サイク
ル特性向上が期待できる。

溶融塩電池

3226

特許第 6025140 号 特許登録 

溶融塩の存在下で二酸化ケイ素を電解還元させることによってシリコンを
製造する方法であって、シリコンからなる陰極上に二酸化ケイ素を載せた
状態で二酸化ケイ素を電解還元させる。陰極上に二酸化ケイ素を供給しな
がら連続的にこれを電解還元することができるので、簡単な操作で容易に
シリコンの製造が可能となる。

シリコンの製造方法

3222

WO2012/063923

多孔質 SiC セラミックス母材中に、SiC 連続繊維の束を含むことを特徴と
する SiC セラミックス材料及びその製造方法。多孔質材料の特性である断
熱性等に優れた機能性を持ちながら、SiC 繊維で強化することによって、
破壊靭性等の強度特性を飛躍的に向上した材料。

SiC セラミックス材料並びに SiC セラミックス構造体及
びその製造方法

3089

特許第 5781824 号 特許登録 

負の熱膨張特性を有する熱膨張抑制部材。さらに熱膨張抑制部材と金属を
接合することで、熱膨張を極端に小さくした金属系の対熱膨張性部材を提
供することができる。

熱膨張抑制部材および対熱膨張性部材

3070

特許第 5779050 号 特許登録 

スルフォニルアミドアニオンのナトリウム塩と有機カチオンの混合物を電
解質に用いたナトリウムイオン電池。電解質の融点が室温以下のものを用
いており、室温以下での使用が可能。

溶融塩電池

3061
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特許第 5552635 号 特許登録 

自由曲面の形状が可能な中性子スーパーミラーとその製造方法。歩留まり
よく簡易で簡単に、自由曲面形状の高臨界角のスーパーミラーを製造する
ことが可能になる。また、これまで直線状しか製造できなかった導管を、
曲導管にすることが可能になり、バックグラウンドの低減や、導管長の単
略化などにつながる。

中性子ミラーの製造方法及び中性子ミラー

2928

特許第 4127316 号 特許登録 

セルロースナノファイバー（CNF）の製造方法：　原料であるパルプを解
きほぐし、簡便にセルロースナノファイバーを得る方法。

セルロースナノファイバーを製造するための、パルプの
ミクロフィブリル化法

2872

特許第 5670339 号 特許登録 

正極と、ナトリウムを主成分とする負極と、アニオンと金属カチオンを含
む溶融塩から成る電解質とを含む、ナトリウムイオン電池およびその電池
を用いたエネルギーシステム。

電池およびエネルギーシステム

2673

特許第 5500842 号 特許登録 

セルロースナノファイバー（CNF）を、簡易に作る方法：
ミキサーやブレンダーで簡単に製造。

セルロースナノファイバーの製造方法

2489

特許第 5575648 号 特許登録 

電気的に中性な反応性クラスタを用いた試料の加工方法を提供するもの
で、反応性ガスと、反応性ガスより低沸点のガスとからなる混合ガスを、
液化しない範囲の圧力で、所定の方向に断熱膨張させながら噴出させ、反
応性クラスタを生成し、反応性クラスタを真空処理室内の試料に噴射して
試料表面を加工する。

クラスタ噴射式加工方法、半導体素子、微小電気機械素
子、及び、光学部品

2258

特許第 5093656 号 特許登録 

リビングラジカル重合により高分子グラフト鎖を略均一な長さで微粒子表
面に密生させた複合微粒子を用いた高分子固体電解質膜。高イオン伝導性
と常温以上での高い機械強度・優れた形状安定性を有するため、リチウム
イオン二次電池のリチウムイオン伝導性セパレータや固体高分子形燃料電
池で用いられるプロトン伝導膜として使用可能。

イオン液体ポリマー複合微粒子を用いた高分子固体電
解質

1873
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特許第 5273765 号 特許登録 

アルカリ金属 M をカチオン、イミドアニオン（FSI）をアニオンとする
MSFI を 2 種類以上含む溶融塩組成物。従来の溶融塩に比べ、より低温で
使用可能な溶融塩組成物。

溶融塩組成物及びその利用

1827

特許第 4581116 号 特許登録 

セルロースナノファイバーとゴムとの複合化技術：　天然ゴム、変性天然
ゴム、アクリロニトリルブタジエンゴムおよびポリブタジエンゴムのいず
れかのゴム成分と、化学変性したセルロースナノファイバー、を含有する
加硫ゴム組成物、その作り方、タイヤに関する。

加硫ゴム組成物およびこれを用いてなる空気入りタイヤ

1797

特許第 5398180 号 特許登録 

セルロースナノファイバーと樹脂との複合化技術：　機械的に解繊して、
リグニン成分を含有したセルロースナノファイバーを得る方法。

セルロースナノファイバー強化樹脂複合材料

1750

特許第 5322470 号 特許登録 

シランカップリング剤で、セルロースナノファイバー（CNF）を表面改質
し、複合材料の機械的強度を増強させる技術。表面改質した CNF 約 40％
配合で、弾性率約 80％増加。

表面改質をしたセルロースナノファイバーを使った複合
材料

1681

特許第 4972725 号 特許登録 

高分子材料自体の硬軟、粘着性の有無、軟化点・融点や曲げ強度などの制
約が無く、また、フィラメント状材料を不要とし任意の材料形態を使用可
能であり、高融点の樹脂においても造形が可能で、造形時間が短く生産性
に優れた直接造形法および装置を提供する。

高分子材料の直接造形法および直接造形装置

1679

特許第 5030667 号 特許登録 

セルロースナノファイバー（CNF）と樹脂粉末の複合化により、CNF 強化
樹脂複合材料をつくる方法

セルロースナノファイバー強化樹脂複合材料の製造

1637
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特許第 4972740 号 特許登録 

貝殻様炭酸カルシウム結晶（人工貝殻）が形成できる新規な合成ペプチド、
およびその利用方法。クモ糸タンパク質と相同性を有する合成ペプチドと、
炭酸イオン含有溶液と、カルシウムイオン含有溶液とを混合することで貝
殻様炭酸カルシウム結晶を製造することができる。得られた貝殻様炭酸カ
ルシウム結晶は、研磨剤などに利用できる。

合成ペプチド及びその利用

1408

特許第 5207246 号 特許登録 

通常のセルロースナノファイバー（CNF）強化材料よりも、さらなる高強
度材：　CNF をアルカリ処理し、Ⅱ型結晶構造に変化させることで、さ
らに強度を増大させる技術。引張強度、曲げ強度、引張破壊ひずみ、曲げ
破壊ひずみ、破壊じん性などの増大。

セルロースナノファイバーを使った、さらなる高強度材料

1398

特許第 5119432 号 特許登録 

溶媒によるセルロースナノファイバー（CNF）複合材料の製造方法：溶媒
を使って、CNF 分散および樹脂溶解を行い、CNF 樹脂複合体を作る方法

溶媒によるセルロースナノファイバー複合材料の製造

1397

特許第 5062721 号 特許登録 

金属粉体からナノサイズワイヤーを製造する方法。本発明に従い、金属粉
体の懸濁液にフェムト秒レーザーを照射すると、常圧下、懸濁液沸点以下
の温度で、金属粉体がワイヤー状に分裂し、ナノワイヤーが容易に生成す
る。高温または真空などの製造条件を必要とせずに、容易に金属ナノワイ
ヤーを製造することができる。

ナノサイズワイヤーの製造方法

1278

特許第 4751998 号 特許登録 

紫外光の照射により、ホウ素原子近傍の結合が選択的に断裂するため、光
記憶媒体を作製し、二光子吸収過程によって結合断裂を生じさせれば、小
スポット化および三次元化による、光記憶媒体の大容量化が可能。三次元
光書込みが容易。本二光子吸収材料は、各種有機溶媒に可溶。

二光子吸収材料

1203

特許第 5433850 号 特許登録 

配位性側鎖を有する光学活性らせんポリマーおよび配位性側鎖と金属が配
位結合したキラル高分子触媒。立体的な規則性を有する高分子から、望み
の向きのらせん構造を構築し、らせん軸に沿って任意の化合物群からなる
置換基、有機化合物、無機化合物、フラーレン、酵素などを自由自在に配
列した機能性らせんポリマーの創製が期待できる。

配位性側鎖を有する光学活性らせんポリマー

1185
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特許第 4702754 号 特許登録 

カーボンナノホーンの表面に形成された開孔部に、ポリアミン分子の
キャップを設けたことにより、開孔部が pH 環境に的確に応答して選択的
に開閉されるため、カーボンナノホーンの内部に取り込まれた物質の放出
制御を pH 環境により行うことができる。これにより DDS 薬剤等への応
用が可能になる。

物質内包カーボンナノホーン複合体及びその製造方法

1158

特許第 4496333 号 特許登録 

優れた熱電特性を有し、環境に優しく、低コストで量産性に向いた、主に
Fe、V 及び Al を含有する熱電材料。

熱電材料

1157

（米国）特許第7883563号 特許登録 

多孔質のハニカム構造体の表面および / または内部に金属微粒子を担持お
よび / または含有することで、触媒作用を持たせて高機能化。且つ圧力損
失を考慮した開孔径を有する複合ハニカム構造体。また、それを用いた空
気調和機および水質浄化装置を提供する。

透光性ハニカム構造体、光触媒担持透光性ハニカム構
造体およびそれらの製造方法、ならびに光触媒担持透光
性ハニカム構造体を用いた空気清浄機、水質浄化装置

1061

特許第 4874976 号 特許登録 

充填型、一体型多孔質体によるカラムでも基材であるシリカの化学的性質
として、強塩基性条件で長時間使用すると基材が徐々に溶解して性能が損
なわれてしまう。酸化チタンを始めとする 4 族元素化合物のみの構成によ
る多孔質体が化学的重合反応によって形成できることが解明し、シリカカ
ラムが有する欠点を生じないことを見いだした。

無機系多孔質体及びその製造方法

974

特許第 5292571 号 特許登録 

液体クロマトグラフィー用の分離媒体、分子吸着、触媒担持などの用途で注
目される有機系多孔質体の製造方法。相分離誘起成分である有機高分子の
存在下、低分子化合物をリビングラジカル重合またはアニオン重合するこ
とにより、骨格相および溶媒相の共連続構造が形成されたゲルを経て、骨格
および空孔の共連続構造が形成された有機系多孔質体を得ることができる。

有機系多孔質体の製造方法および有機系多孔質カラム
ならびに有機系多孔質体

956
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特許第 5261712 号 特許登録 

生体デバイス、素子、担体等に好適に利用されるリン酸カルシウム類微粒
子を安定化させる方法、リン酸カルシウム類微粒子の製造方法、およびそ
の利用。低無機イオン濃度の媒質で囲むことによって、リン酸カルシウム
類微粒子を安定化させることができる。

リン酸カルシウム類微粒子を安定化させる方法、それを
利用したリン酸カルシウム類微粒子の製造方法、および
その利用

906

特許第 4831570 号 特許登録 

セルロースナノファイバー（CNF）と、機能性粒子を混ぜ、機能性セルロ
ース材料を作る方法：機能性粒子は、木粉、樹皮粉末、天然ゼオライト、
合成ゼオライト、人工ゼオライト、酸化チタン、シリカゲル、活性炭、貝
殻粉砕物、珪藻土、金属粉、タンニン等。

セルロースナノファイバーと機能性粒子をまぜた、高機
能性材料

900

特許第 4765066 号 特許登録 

SiO2 の新規な電解還元方法に関する。より詳しくは、珪藻土から得られ
た高純度シリカを焼結体（ペレット）にして還元する方法に関する。
応用分野としては、太陽電池用シリコン、半導体用シリコン製造等が挙げ
られる。また、シリコンフォトニクス分野におけるシリコン供給にも適用
できると思われる。

シリコンの製造方法

891

特許第 4452830 号 特許登録 

固体電解質のイオン伝導度に関与する自由イオン（特に、リチウムイオン）
の担持効率がはるかに向上した有機配位子、この有機配位子に自由イオン
と金属イオンとが配位してなる配位高分子、ならびにそれを含むリチウム
イオン電池として有用な固体電解質。

カルボキシル基含有配位高分子を用いたイオン伝導材料

852

特許第 4590560 号 特許登録 

真空中で蒸着原料を蒸発させ基板に被着させて有機単分子膜を成膜する有
機単分子膜成膜装置及び有機単分子膜成膜方法。真空引きされる成膜室内
に蒸着原料を収容し、蒸着原料を加熱蒸発させ、成膜室内に保持した基板
上に蒸発した蒸着原料による有機単分子膜を成膜する。有機単分子膜成膜
装置は、基板を冷却する冷却源と、蒸着中、蒸発源が見えないように隠す
遮蔽部材とを備える。

有機単分子膜成膜装置及び該方法

834
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（米国）特許第8257868号 特許登録 

有機溶媒を含まない、それ自身比較的低温で溶融する、低温溶融塩として
のアルカリ金属イミド塩とその共晶塩。より低温で作動するナトリウム－
硫黄電池やゼブラ電池、リチウム電池（据置型、高出力、ロードレベリン
グ用）、などの電池用電解液や、LIGA プロセスなどで、水溶液を用いるこ
とができないが高温溶融塩も使用できない条件での電析用などの電解質と
しての応用が可能と考えられる。

溶融塩組成物及びその利用

810

特許第 3747260 号 特許登録 

天然ルチル粗粉末を低温 (140 ～ 180℃ ) で水熱合成処理及び酸処理する
ことで、結晶性に優れたアナターゼ型ナノファイバー ( 直径が 10 ～
100nm、長さが 1 ～ 100 μ m) 及び結晶性に優れたアナターゼ型ナノ粒子
( 直径が 5 ～ 100nm) が均質に混合し、優れた機械的強度と光触媒活性と
の両機能を具備した高機能性かつ高比表面積を有する酸化チタンナノファ
イバー・ナノ粒子複合粉末を得ることができる。

酸化チタン系ナノ生成物およびその製造方法

798

特許第 4746340 号 特許登録 

Foam Core Sandwich Panel の一部分に、CFRP または樹脂から構成される
クラックアレスターを設けることにより、亀裂の進展を抑制／防止する。

サンドイッチパネルの剥離進展防止構造

787

特許第 4743749 号 特許登録 

ナタデココなどのバクテリアセルロースナノファイバーをシート化し、マ
トリクス材料を含浸させて作る低熱膨張性の光導波路フィルム。光線透過
率 60％以上。

低熱膨張性フィルム

710

特許第 4565197 号 特許登録 

高反射率を有する基板上に透明膜を設け、さらにその表面に平均粒径が
10nm 以下の白金属元素を主体とした金属ナノ粒子が近接または接触して
いる状態にある金属薄膜から成る超薄膜を設ける。この三層構造の素子は、
所定の波長の光に対する反射率が大きく落ち込むという特性がある。本製
法より、波長に応じた反射率の制御を行うことが可能である。

反射率制御光学素子及び超薄膜光吸収増強素子

706

特許第 5444559 号 特許登録 

ポリマー - 金属複合体の製造方法。対象ポリマーにヨウ素を浸漬すること
により、銀、銅、金などの金属をポリマー内に析出させ、複合体を製造す
ることができる。

ポリマー - 金属複合体及びその製造方法

650
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特許第 4126399 号 特許登録 

工場廃水、排ガス中等の有害成分、環境ホルモン等の有害物質に対して優
れた吸着能を有する細孔半径を制御したオキシ水酸化鉄を有利に製造する
方法、及びその方法により得られた吸着材。

オキシ水酸化鉄の製造方法及びオキシ水酸化鉄吸着材

646

特許第 4623515 号 特許登録 

特定のエネルギー供与体及びエネルギー受容体を用い、三重項励起状態に
励起されたエネルギー供与体から、エネルギー受容体へエネルギーが渡さ
れ、その渡されたエネルギーを化学反応に供与することができる。これに
より、適切にエネルギーが化学反応に供与され、光記録をより確実に行う
ことができる。

オリゴチオフェンを用いた光記録媒体

633

特許第 4776920 号 特許登録 

新規のベンゾヘキサフィリン誘導体：　可視光～赤外領域で発光を有する。

ベンゾヘキサフィリン誘導体

625

特許 4641214 号 特許登録 

ゴム製品を分解処理した後に再利用したゴムを含有し、かつ破壊強度や耐
摩耗性に優れるゴム組成物を提供する。ゴム成分 100 質量部に対し、リ
グニン分解力を有する酸化酵素を用いて加硫ゴムを分解することにより得
られた酵素分解ゴムを 5 ～ 150 質量部の範囲内で配合する。

タイヤ用ゴム組成物およびその製造方法、ならびに該タ
イヤ用ゴム組成物を用いた空気入りタイヤ

592

特許第 4716277 号 特許登録 

簡単な構成で、基板上に薄膜を形成することができる薄膜形成方法。被蒸
着基板の薄膜形成面に膜材料を蒸着させることによって、薄膜形成面に薄
膜を形成する。膜材料は、所望のパターンの鏡像パターンである凹部が形
成された材料供給面に配置され、材料供給面は薄膜形成面との間に実質的
な密閉空間を形成する。

薄膜形成方法、蒸着源基板およびその製造方法

585

特許第 45825779 号 特許登録 

新規の有機ホウ素高分子化合物：青緑色から黄緑色にかけた可視光域での
フォトルミネッセンスを示す。また、側鎖の種類に応じて n 型もしくは
バイポーラな半導体的特性を示し、200 ～ 600nm の範囲で光電導性を示
す。フィルム状に形成しやすい。

有機ホウ素高分子化合物

584
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特許第 4538635 号 特許登録 

NOx ガスの分解するシリコンカーバイド触媒。この触媒は暗所において
も、有害物質を吸着・分解する能力を発揮できるので、室内やトンネル内
で使用されるペイント材料としての利用が考えられる。

ホルムアルデヒドの除去触媒およびその製造方法

563

特許第 4923261 号 特許登録 

二次電池を構成する固体電解質と電極活物質とを “一体化する” という、
これまでにない新規な発想に基づいている。これにより、電池の高性能化
を達成することができ、さらに、「界面」で起こる電池の反応速度や安定
性の向上を図ることができる。さらには、簡便かつ低コストで電池を製造
できる。

リチウム電池及びその製造方法

465

特許第 4765079 号 特許登録 

金属酸化物ナノシート、及びそれと界面活性剤のラメラ分子膜からなる複
合ナノシートの製造方法等。穏和な条件（100℃以下）かつ短時間（～数
十分）で多種多様な金属酸化物ナノシートを安価に製造できる。

（応用例）　○大きな比表面積を利用：触媒、光触媒、センサー　○柔軟性
を利用：中空球、ナノチューブ　○ナノサイズの量子効果：太陽電池

複合ナノシート及びその製造方法、並びに金属酸化物ナ
ノシートの製造方法

403

特許第 4576526 号 特許登録 

チタニアの結晶構造中に Si が挿入又は置換されたシリカ修飾チタニアに
対して、アンモニア雰囲気において 450 ～ 700℃で加熱処理を行い、さら
に酸化雰囲気において 300 ～ 600℃で加熱処理を行うことによって得られ
る光触媒材料。室内のような十分に光強度が得られない場所でも高い有機
物分解等の効果を得ることができる。抗菌機能、水の分解等へ利用できる。

紫外及び可視光応答性チタニア系光触媒

383

特許第 4737552 号 特許登録 

フルオロカーボン膜の製造方法。本方法により製造されるフルオロカーボ
ン膜は微細な空孔が多数形成されており、比誘電率が極めて低い。このた
め、半導体デバイスの層間絶縁膜として有用である。

フルオロカーボン膜及びその形成方法

365

特許第 4573259 号 特許登録 

新規のジポルフィリン誘導体およびポルポリフィリン誘導体：溶解性を有
し、ドナー性、非線形特性、ホール輸送性等の機能を有する。

ジポルフィリン誘導体およびポルポリフィリン誘導体

285
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特許第 4374439 号 特許登録 

電析による金属ナノチューブの製造装置および製造方法。種々の金属材料
から、電気化学的プロセスにより簡便・安価に、高アスペクト比の金属ナ
ノチューブを製造できる。さらに、条件を選択することによって、金属ナ
ノチューブの壁厚を自在に制御可能。

（応用例）　○燃料電池用触媒　○温度、圧力、ガスセンサ素子　○マイク
ロリアクター構成部材

金属ナノチューブ製造装置および金属ナノチューブの製
造方法

238

特許第 3834650 号 特許登録 

共役エンインカルボニル化合物と遷移金属錯体とから発生する非安定型の
2- フリルカルベン錯体のカルベン部分を重合反応の反応点として利用し、
有機発光素子材料や有機トランジスタ材料などとしての利用が期待される
高分子化合物に関する。

（応用例）　○有機発光素子材料　○有機トランジスタ材料　等

フラン環含有高分子化合物、その製造方法及びその用途

226

特許第 4217776 号 特許登録 

遷移金属カチオンとそれを連結する有機架橋配位子によって多孔性 3 次元
構造を構成して細孔内に、常温常圧で気体の分子を、収容することができ
る配位高分子。

（応用分野）　○ガス吸蔵用材料　○磁性材料　○伝導材料　○誘電材料　
等

気体分子の整列保持方法および気体分子保持材料

182

特許第 3619874 号 特許登録 

生分解性を有し、容易に機能化もできる新しい温度応答性ポリマー及び温
度応答性ゲル状ポリマー。ポリアミノ酸を基盤とするので生分解性を示し、
また、種々の機能化も可能であるため、薬物徐放材料、メカノケミカル材
料、温度センサー、分離膜、保水等の用途として極めて有用に使用できる。

温度応答性ポリマー及び温度応答性ゲル状ポリマー

155
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特願 2021-035699（未公開）

WO/2021/117632（6749）の分光システムの測定感度を向上させたシス
テム。

量子吸収分光システム

7194

特願 2021-005271（未公開）

ノズルから噴霧される燃料などの噴霧状態をシミュレーションする方法。
ノズル出口近傍の液滴生成過程を新たなモデルで記載することにより、噴
霧シミュレーションの精度を大幅に向上させることができた。

噴霧シミュレーション装置、噴霧シミュレーション方法、
及び、噴霧シミュレーション用プログラム

7141

特願 2020-148539（未公開）

測定対象機械の可動部に、全方位に向けて光を放射または反射するマーカ
を取り付け、マーカ像を含む 2 次元の撮像画像を継続的に取得することで、
可動部の 3D 運動軌跡を取得する。

運動軌跡測定システムおよび運動軌跡測定方法

7080

特願 2020-151853（未公開）

コンクリート構造物を 3D プリンターで作成する際の補強材に関する。3
次元に S 字状に加工した小さい鉄筋構造物をセメント材料に混ぜ込むこと
で自由度の高い造型が出来る 3D プリンターの特性を確保することができ
る。

コンクリート 3D プリンティング用補強材

7060

特願 2020-014301（未公開）

切羽などの大型の被測定体に含まれる粘土鉱物量を非破壊的かつ広範囲に
測定する。

測定装置及び、測定方法

6804

PCT/JP2021/016201（未公開）

量子もつれ光子対の発生効率を向上させた光源装置。光コヒーレンストモ
グラフィ（OCT）の原理を用いた 1mm 程度の深さ範囲を光の干渉を用い
て作成する光断層撮影システムに用いた場合に、水などの分散媒体の有無
に依らず分解能が高い光を供給することができる。

光源装置および光断層撮影システム

6787

機械・建設



99

食
品
・
バ
イ
オ

創
薬
・
医
工

化
学

材
料

機
械
・
建
設

電
気
・
電
子

情
報
・
通
信

そ
の
他

機
械
・
建
設

PCT/JP2021/006877（未公開）

広帯域の赤外光を 5 度程度の小さな角度範囲で放射できる光源装置。可視
光領域のレーザ光が疑似位相整合素子に照射された際に生じる量子もつれ
2 光子状態を利用する。量子情報技術や赤外分光などに適用可能。

光源装置

6766

PCT/JP2020/045244（未公開）

広い波長域において分光が可能なシステム。可視光（ポンプ光）を非線形
光学素子に照射して量子もつれによって相関を有する可視光（シグナル光）
と赤外光を発生させ、その赤外光の光路上に置いた試料の赤外分光測定を、
シグナル光を検出することによって行う。赤外線源や赤外線検出器を用い
ずに、一般的な可視光源や可視光検出器を用いて、赤外分光測定を行うこ
とができる。

量子吸収分光システムおよび量子吸収分光方法

6749

WO2021/070926

アルニコ（AlNiCo）磁石などの保磁力の小さい永久磁石を固定子に埋め
込んだスイッチトリラクタンスモータとその制御方法。広範囲な運転範囲

（回転数、トルク）において、モータの効率や力率を最大化することがで
きる。高温での使用も可能で、自動車などへの応用が期待される。

スイッチトリラクタンスモータおよびその制御方法

6606

特開 2020-197474

狭い流路を流れる流体成分の配向状態を X 線を用いて観察する装置。
観察装置、観察システム、及び観察方法

6528

特許第 6829367 号 特許登録 

土木建築構造物のコンクリート表面に施工する表面保護材である樹脂、塗
料、又はタイルの付着強度試験方法において剥離的挙動で引張破壊試験を
行うことができる治具を提供します。

引張剥離破壊試験方法及び試験装置

6517

特開 2021-9089

材料の磨耗をシミレーションする方法及び測定装置。初動の強い摩擦を考
慮した上で、材料を磨耗をさせずに、磨耗や潤滑油の変性に関わる分離エ
ネルギーを測定することができる。

摺動評価装置、摺動評価方法、摺動評価値算出装置お
よびプログラム

6511
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特開 2010-121315

一方向の水平力に抵抗する際に耐力壁及びその脚部に生じる変形を小さく
することができ、損傷を防ぐことができる木質系建物の高剛性耐力壁装置。

木質系建物の高剛性耐力壁装置

6493

WO2021/020111

カンチレバーに外部から振動を加えず、熱振動スペクトルのリアルタイム
解析によって共振周波数を瞬時に計測し、カンチレバーの先端に備えられ
た針が接触している領域の粘弾性の情報を得ることができる装置。

計測装置、原子間力顕微鏡、および計測方法

6485

WO2020/130150

接着層評価システム。弾性体反射体で反射された弾性波を使用して、試料
を破壊することなく、接着層を評価することができる。本システムは、超
音波照射装置と、超音波検出装置と、試料設置部と、超音波反射体と、各
部を制御する制御装置と、を備える。制御装置は、超音波検出装置に、試
料設置部に設置された接着層を有する試料を 1 回透過して、超音波反射体
によって反射され、試料をさらに 1 回透過した超音波である 2 回透過波
を検出させる超音波検出制御部を有する。

接着層評価システム及び接着層評価方法

6444

特開 2020-171986

熱変位を低減するための工作機械の設計 ･ 制御方法。ハウジング、シャフ
ト、1 対のベアリングから成る主軸装置において、ハウジングの熱変形を
考慮し、ベアリングをバネとみなして熱変位を算出し、熱変位を抑制する
よう制御する。

主軸装置の熱変位制御方法、及び熱変位が制御された
主軸装置

6436

特開 2020-168671

鋼と炭素繊維複合材（CFRP）とのハイブリッド構造の主軸シャフト。炭
素繊維を一方向にそろえて樹脂で固めたシートを、シャフト各部の剛性、
熱変位に応じて、巻き付ける炭素繊維の配向を変えて成型する。

工作機械の主軸

6435

特開 2020-169469

土木工事における土留めや止水のために用いられる鋼管矢板。この鋼管矢
板は、下部に継手を有さず、治具を用いることなく、少ない手間により打
設して連結することができる。

鋼管矢板及び鋼管矢板の打設方法

6412
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特開 2020-133311

河川や海岸、ため池などにおける堤防や防潮堤、えん堤といった土構造物
における、大雨等による水位上昇や地震により、浸透や液状化による破壊
･ 変形を防止する方法。

補強された土構造物、及び土構造物補強方法

6406

PCT/JP2021/013974（未公開）

リチウムイオン二次電池を失活化させる方法であって、（A）アルカリ水
溶液中で、前記リチウムイオン二次電池を開口する工程、又は（B）不活
性ガス雰囲気下又は還元性ガス雰囲気下に、水中で、前記リチウムイオン
二次電池を開口する工程を備える、方法により、廃リチウムイオン二次電
池を簡便且つ安全に失活化させることができる。

リチウムイオン二次電池を失活化する方法

6397

特開 2020-122193

No.6275 の表面増強ラマン散乱（SERS）測定用微粒子を製造するための装
置。当該微粒子を効率よく製造できる。

成膜装置

6275

WO2020/050306

ヘルムホルツ現象を用いて魚の体積を測定する装置。スピーカーから音を
発生させ、0 から 400Hz へ瞬間的に周波数を上げて両キャビティ内でヘ
ルムホルツ共鳴現象を発生させる。第二キャビティ内に入っている魚の体
積や柔軟度により、反響する音スペクトルのパターンが変化するため、そ
の変化を元に体積を算出する。

体積計測装置および体積計測方法

6252

特許第 6857777 号 特許登録 

橋梁や岩盤などの構造物について、構造物内部の損傷等を評価するための
システム。構造物の劣化状態を、向上された精度で評価できる。

構造物評価システム、構造物評価装置及び構造物評価
方法

6237

特開 2020-008433

コンクリート等の構造体に生じた欠陥に起因する振動特性を評価する、構
造体の欠陥評価方法。この欠陥評価方法により、健全性評価に不要なノイ
ズが重畳された環境下においても、検査対象物中の欠陥の有無の判定を高
精度かつ安定的に行うとともに、欠陥が存在する場合は、その特徴量を物
理的に有意な指標で定量化できる。

構造体の欠陥評価方法

6221
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特許第 6871576 号 特許登録 

ユーザの動作を計測する慣性計測センサのキャリブレーション方法。この
方法によれば、姿勢障害や運動障害を有し、自身で身体を直立させること
が困難なユーザであっても、キャリブレーションを精度良く行える。

センサのキャリブレーション方法、この方法に用いるた
めの椅子及び、この方法を実行する歩行動作計測シス
テム

6213

特開 2020-164138

非平行な 3 車軸上に配置された車輪がそれぞれ異なる速度で回転すること
により脚部全体が回転しながら、前後左右斜め全方向に自在に移動できる
装置。

移動装置

6194

WO2020/075650

加工面の表面形状から、接触剛性を評価する方法。エンドミル等の切削加
工機により加工された部品は、カスプと呼ばれる微細な凹凸（削り残し）
が必ずできる。接触面のカスプの高さとうねりを計測することにより、接
触剛性の有無を評価可能となる。

仕上げ面の接触剛性の評価方法およびその評価装置

6135

特開 2019-219222

タグ付けされた電力パケットどうしで論理演算することで、負荷への電力
供給制御を完全なデジタル制御によって行うことができる、デジタル送電
システム。

圧力センサおよび圧力測定装置

6103

特開 2020-6296

活性汚泥を用いた水処理装置を制御する水処理制御装置。この装置により、
下水（被処理水）の流入流量及び流入水質が変動する場合であっても、汚
泥流出を防止できる範囲内で、生物処理量を最大限確保し得る。

水処理制御装置及び水処理システム

6098

WO2019/203204

対象材料に磁場を印加することにより、粒子を配向させる装置。独自の磁
石配列により、従来難しかった 3 軸配向を連続プロセスで行うことができ
るため、サイズの大きい材料に対しても配向させることができる。

配向体装置及び配向体製造方法

6077
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特開 2019-191004

簡素な構成で被検査体に含まれる粘土鉱物を効率的に検出する。被検査体
に赤外線を照射する照射部と、被検査体から反射される赤外線を少なくと
も 2 以上の異なる波長の赤外線画像として撮像する撮像部と、撮像された
2 以上の異なる波長の赤外線画像から各画像の輝度を算出すると共に、算
出した各輝度に基づいて被検査体に粘土鉱物が含まれるか否かを判定する
判定部とを備えた検出装置。

検出装置及び、検出方法

6041

特許第 6429215 号 特許登録 

構造物、たとえば、コンクリート材料で構成される構造物の検査方法。打
音法により取得した音響データに基づき、構造物の欠陥箇所や欠陥状態等
を検出する。この方法によれば、たとえ点検技術者の経験や知識がなかっ
たとしても、検査結果にばらつきが生じない。

構造物の検査方法

6032

WO2019/207732

熟練者と初心者との作業における感覚の差を数値化し、その差を視覚など
で比較できるように加工し提示することで、訓練の効率化や早期習熟化を
図る装置。

作業支援装置

6024

特許第 6625266 号 特許登録 

ユーザがロボットを用いて対象作業を行う場合に、ロボットの身体性を知
ることなくジェスチャで操作できるようにする技術。産業用ロボットへの
ティーチング、遠隔操作への適用が期待される。

ロボット制御装置

6010

特開 2019-215769

ロボットアームに動作を教示する装置。球体型デバイスを採用することに
より特に姿勢（角度）の教示を直感的かつスムーズに行うことができる。

操作装置及び操作方法

5960

特開 2020-44633

移動用モーターの駆動力をロボットアームに伝達することで、ロボット
アーム内のモーター数を減らし軽量化と効率的なエネルギー利用に貢献す
る機械。

移動作業ロボット

5959
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特許第 6756927 号 特許登録 

橋梁などの構造物の内部の損傷箇所などから発生する弾性波を、構造物の
表面に設置した複数のセンサで検出する構造物評価システム。この構造物
評価システムにより、構造物の劣化状態の評価精度を向上させることがで
きる。

構造物評価システム及び構造物評価方法

5954

特許第 6794435 号 特許登録 

構造物に対して衝撃を与える衝撃付与部と、弾性波を検出するセンサとを
備え、検出された弾性波に基づいて構造物の劣化状態を評価する構造物評
価システム。この構造物評価システムにより、計測を効率良く行うことが
できる。

構造物評価システム、構造物評価方法及び衝撃付与装置

5817

特許第 6871570 号 特許登録 

セメント硬化体中の高 pH 環境から微生物を保護するために、球状の高分
子膜中に微生物および栄養源を混入したカプセルであるセメントと混合し
て使用される混和材料、及びアルギン酸を用いて糊状とした高分子溶液中
に微生物および栄養源を混入し、カルボキシル基をカルシウムイオンで架
橋させ形成されるアルギン酸のゲル被膜を用いて（例 : イクラを作る）カ
プセルを製造する方法。

補修材料及び補修方法

5751

特開 2018-172234

セメント系硬化物強化用の微生物封入マイクロカプセル。被覆粒子内の微
生物材料及び添加剤がセメント系材料の硬化後においても被覆内に維持さ
れるため、硬化後セメントがひび割れた際に被覆が破損して微生物材料及
び添加剤が漏出し、微生物の活動により当該ひび割れ部位を自己修復する
ことが可能となる。

微生物封入マイクロカプセル、微生物封入マイクロカ
プセルを含むセメント混和材料及びセメント系構造物
の補修材料

5750

特許第 6803043 号 特許登録 

加工時のセットアップ及び熱状態に適応して，5 軸工作機械を「自己最適
化」できる方法。円盤テーブルに設置された測定具（既存レーザ測位機が
あり、平行にレーザ光を発振）に工具がレーザ光を遮るかどうかを測定し、
傾きを検出し、その結果を自己最適化するもので、各測定具のデータから、
自己最適化するように制御データのアルゴリズムを作成した。

工作機械の幾何誤差測定方法

5634
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特許第 6644362 号 特許登録 

行動調査対象者の移動軌跡から移動手段を判定するときの判定精度を向上
させる。

移動手段判定装置、移動手段判定方法及びプログラム

5564

特許第 6827162 号 特許登録 

半導体基板上に形成された複数のセンサ装置と、センサ装置の一構成要素
のセンシング電極部と、複数ある各センシング電極部の半導体基板表面に
各微小窪みを有し、複数の微小窪みに、培地と被検査体との混合サンプル
を入れ、上記微小窪みにおいて検出されたセンシング電極部の数により、
混合サンプル中の被検査体の濃度を推定する。

被検査体濃度測定方法およびセンサ装置

5493

特許第 6755459 号 特許登録 

インダクタ位置による発振周波数の変化は、トランジスタと接続される差
動領域である差動電極部が存在する領域が、最も周波数が変動し高感度で
ある。本発明は、発振器の半導体表面側に微小窪みを有し、被検査体が存
在する領域を集積回路センサが最も高感度である領域に限定できるため、
培地で満たされた微小窪み内に被検査体が存在する。

センサ装置

5492

特許第 6366826 号　特許第 6368040 号 特許登録 

交通等による荷重により橋梁がたわむことによりき裂等から発生する AE
ではなく、路面への微小物体の衝突による衝撃で発生する AE（劣化の検
出に強い雨による路面への衝撃で発生する AE）を利用することを特徴と
する。

構造物評価システム、構造物評価装置及び構造物評価
方法

5466

特許第6368039号 特許第6386175号 特許第6871201号 特許登録 

コンクリート床板下面に複数の AE センサを設置し、床板から伝わる AE
を検出する。複数の AE センサを設置することで、AE 到達の時間差から
AE の発生源の位置を標定することができる。

構造物評価システム、構造物評価装置及び構造物評価
方法

5465

WO2018/097223

バーチャル空間とモーションキャプチャを融合させたロボット操作を提案
する。操作者の主観視点での操作が可能になり、自分の意のままにロボッ
トが動かすことにつながる。

ロボット制御システム、機械制御システム、ロボット制御
方法、機械制御方法、および記録媒体

5447
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特許第 6708863 号 特許登録 

揮発性有機化合物（VOC）汚染水の浄化処理装置。微細気泡を含有するセ
ラミックで形成された管状モジュール内に導かれた汚染水は、マイクロバ
ブルと混合され、マイクロバブルが VOC を効率よく気相に溶解するとと
もにバブル同士が直ちに結合してサイズアップしたバブルとなる。次に汚
染水はモジュール出口側で密閉チャンバー内にシャワー放出され、同チャ
ンバー内のダンパーに衝突し、VOC 含有バブルと浄化水とが気液分離さ
れる。

汚染水の浄化処理装置

5359

特許第 6708864 号 特許登録 

マイクロ／ナノバブルの特性を活かした新規ばっ気処理手法。気液分離は
コンパクトなモジュール内で行われるため、処理対象水を循環処理するこ
とによって、従来のばっ気処理で使用するばっ気槽の容量よりも小型化で
きる VOC 汚染水の浄化処理方法および装置を提供する。

VOC 汚染水の浄化処理装置および浄化処理方法

5358

特許第 6829858 号 特許登録 

各種最適化手法を組み合わせ、高速・低燃費で飛行できる経路を設計する
ことにより、エネルギーや移動時間の効率を向上させ、ドローンの商業利
用が促進できる。

最適飛行網の生成方法及びシステム

5340

特許第 6714911 号 特許登録 

ドローンの翼の回転機構について工夫を施すことで、運搬物の格納空間を
増大する。また翼の回転機構を他の機構としても再利用することで，機体
全体の重量増大を防ぐことが可能になる。

ティルトウイング形態無人飛行機

5320

特許第 6571033 号 特許登録 

電磁波レーダ走査により得られた濃淡分布を利用する。健全部の鉄筋近傍
の濃淡分布をリファレンスとし、他の各鉄筋近傍の領域について、順次リ
ファレンスとの相関度を算出し、劣化診断を行う。相関度を劣化の指標と
して定量的な健全度評価を行うことができる。

構造物評価装置、構造物評価システム及び構造物評価
方法

5277
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特許第 6614889 号 特許登録 

AE（アコースティックエミッション）を利用した、床版（コンクリート
床版等）の劣化範囲あるいは床版劣化状況を検知する方法。コンクリート
床版上面で生じる土砂化につき、アスファルト舗装により覆われており、
点検等で劣化が顕在化しにくい場合であっても容易にの劣化を確認するこ
とが出来、また、極力日常の車両通行に影響がない範囲で短時間に前記の
土砂化を検知できる。

AE を利用した床版劣化範囲あるいは床版劣化状況の
検知方法

5223

特許第 6653948 号 特許登録 

グラウンドアンカー等の定着体の残存緊張力を評価する装置。簡便かつ安
価に多くのグランドアンカーの残存緊張力を評価できる。

定着体の残存緊張力評価装置

5205

特許第 6175736 号 特許登録 

NMR スペクトルのノイズを低減して、S/N 比の高い NMR スペクトルを得
ることができる。特に、同一の測定時間でありながら、従来の他の手法よ
りもさらに S/N 比の高い NMR スペクトルを得ることができ、緩和時間や
拡散係数等を求めるためのアレイ測定を行う場合にも有利な NMR ノイズ
低減装置、方法、プログラムを実現する。

測定システムおよび NMR スペクトルのノイズ低減方法

4881

特許第 6745582 号 特許登録 

放射性 Cs で汚染された溜池等の底質スラリー ( 濃縮された数μ m 以下の
無機・有機微粒子 ) を対象とした、マイクロバブル浮選 (MBF) よる除去方
法を提供。従来法では濁度 30 程度までにしか処理できないところを、本
方法により濁度 10 以下にでき、最終工程でナノレベルの無機微粒子と有
機微粒子を一括で分離処理が可能。凝集剤および捕収剤の投入量を大幅に
減らすこともできる。

有機物を含む懸濁汚水の処理方法

4836

特許第 6464522 号 特許登録 

海底設置型の防波堤の支持構造。防波墳の基礎を構成するマウンドの、港
内側から港外側に向けて、港内側の開口端面は前記マウンドから突出させ
る一方、港外側の開口端面はマウンド内に位置するように、外周壁面に多
数の開口を設けた配管を、防波墟の幅方向に適数本埋設した。

海底設置型防波堤の支持構造

4817
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特許第 6419543 号 特許登録 

グラウンドアンカーの軸力測定方法。支圧板の側面で超音波を発振して定
着具と支圧板とが接触している支圧面積を算出し、また、定着具の上面の
複数点で、超音波を支圧板方向に発振して反射波から複数点における定着
具の平均応力を算出し、支圧面積と平均応力の積から軸力を算出する。

グラウンドアンカーの軸力測定方法

4797

特許第 6854508 号 特許登録 

簡単な構成で横方向にも移動できる移動装置。車椅子などにおいて、車輪
が配置されるユニットが左右それぞれで横方向に展開可能な構造。これら
車輪ユニットを交互に固定・展開させることにより、特殊な車輪を使用す
ることなく横方向への移動が可能となる。

移動装置

4404

特許第 6618170 号 特許登録 

全方向に進むことができるオムニホイールの駆動装置を簡素化するための
機構。ロボットや搬送機などで用いられるオムニホイールであるが、ホイー
ル機構が複雑になりがちである。本発明機構では、クラッチを独自構造に
配置した駆動機構により、これを解決した。駆動機構の軽量化、コスト低
下に貢献する。

移動搬送装置

4403

特許第 6422482 号 特許登録 

前後、左右、斜め、全方向への走行を可能にするとともに、走行快適性を
両立させた車輪である。主車輪の周囲に副車輪を配置することで、全方向
への走行が可能であるが、その走行時には常に振動が発生する。本発明で
は、副車輪を独自配置させ、振動の発生を解消した。

移動搬送機構

4402

特許第 6288706 号 特許登録 

人（被験者）の上体の姿勢の動きを推定するシステム及び方法に関する。
大型のモーションキャプチャ装置や床反力計を用いずに、複数の角速度セ
ンサと加速度センサとを用いて、人（被験者）の上体の姿勢の動きを適切
に測定することが可能。

上体運動計測システム及び上体運動計測方法

4397

特許第 6328430 号 特許登録 

剛柔２種類の鋼材を独自構造で組合わせた、地震エネルギーを吸収する鋼
製ブレース。従来鋼の２倍の変形でも破断せず、またその耐久強度は自在
に調節することが可能。そのため建造物の要求強度にあわせた強度設計が
可能。

座屈ブレース

4380 製　品　化
サービス化済
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特許第 6257960 号 特許登録 

風力を利用して電気と熱の両方で発電でき、電力需要に応じた発電電力の
制御が可能で、風力エネルギーを有効に利用できる風力発電システム。本
発明では、近年その重要性が高まっている風力発電機について、その発電
電力だけでなく、従来損失として捨てられていた発熱量をも有効に利用す
ることができる。

風力発電システム

4342

特許第 6339381 号 特許登録 

波面補償ミラーのうち、静電力で薄板で形成された反射面を変形させる素
子。ミラー面である薄板とその裏面に対向して設置された電極を設置する。
電圧を印加することによってスペーサの位置を支点としてミラー面が傾く
変形を与え、これによって波面補償を実現する。このミラーを多数並べて
アレイ化し、より複雑な波面補償をしようとする場合により効果的となる。

静電駆動可変ミラー

4338

特許第 6114938 号 特許登録 

グローブ付オープンボックスと接続された仲介チャンバーからなる気密容
器内に、２軸回折計の内側の試料用回転円盤に接続された試料台を位置さ
せ、容器の外部に試料用回転円盤と回転中心を揃えたＸ線回折装置一体型
雰囲気制御グローブボックス。低い酸素濃度、露点を保ったまま試料の交
換・調整作業などを容易に行える。

Ｘ線回折装置一体型雰囲気制御グローブボックス装
置、およびその製造方法

4249

特許第 6134500 号 特許登録 

家屋の耐震性を向上させるために壁を補強する耐震構造体および耐震構造
体が組み込まれた耐震家屋。左右の柱の間で３分割され、３分割された補
強壁のうち、左の分割補強壁を左の柱に固定する固定具と、右の分割補強
壁を右の柱に固定する固定具と、中間の分割補強壁を左の分割補強壁と右
の分割補強壁とにそれぞれ固定する固定具を備える。

耐震構造体及びこの耐震構造体が組み込まれた耐震家
屋

4047

特許第 6179994 号 特許登録 

既に発明者らは小型電子マイクロアナライザーを開発している。しかしこ
の装置では、発生した電子が容器や試料台などの試料以外の部分にも照射
され、試料以外の特性 X 線も発生する問題があった。本発明では、焦電
結晶面上にタングステン製の針を立てることで、電子線の発生を抑え、微
小領域に電子線を照射させることに成功した。これにより精度の高い元素
分析が可能となった。

元素分析装置

3992
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特許第 6038525 号 特許登録 

発熱機として既存の誘導モータの技術を流用しながら、その誘導モータの
運転方法（制御）を工夫することで、発熱機を安価にかつ簡易に構成する
ことができる風力熱発電システム。

風力熱発電システム

3886

特許第 6210659 号 特許登録 

都市ごみ焼却灰中のセシウムをジオポリマーを用いて不溶化する方法。飛
灰あるいは標準物質やアルカリ剤の割合を変えてジオポリマーを作成し、
環境庁告示 46 号試験にしたがって元素の固定化率を算出した。その結果、
固定化率が 94%（飛灰を用いた場合）、95％（標準物質を用いた場合）と
なる条件を見出した。

セシウム含有廃棄物の処理方法

3870

特許第 6164748 号 特許登録 

車載可能な程度に小型で、かつ事故時に放射能汚染の可能性がない核物質
探知装置を提供する。

核物質探知装置及び核物質探知方法

3854

特許第 6108445 号 特許登録 

洋上に設置することを目的とした浮体式洋上風力発電設備。遠浅の海が少
なく、海岸から急速に深くなる場所の多い日本に適した、浮体式の中でも
スパー型と呼ばれる方式を採用。この方式は、円筒状の下部スパーにより
浮力を発生させ、ローター等からなる発電機を浮かせる。

浮体式洋上風力発電設備

3653

特許第 5834272 号 特許登録 

放射性セシウム汚染土の除染方法。汚染土を磨砕にて表面を削り、磨砕土
に付着している放射性セシウムをスラリー化して水溶液中に溶解させ、分
級処理や吸着剤・捕収剤等を用いて、放射性セシウムが濃縮された浮遊物
を回収する。除染土の回収率および放射性セシウムの除染率が高く、スラ
リーを脱水・ろ過した水も回収して再利用する。操作は比較的容易で、連
続プロセスでの採用が可能。

汚染土の除染方法

3600

特許第 5062579 号 特許登録 

アルカリ性温水を洗浄水とし、放射性元素を吸着した固形物を含む土壌洗
浄水から無害な浄水と有害な放射性物質を含む固形物（汚泥）とに分離し、
放射性物質を含む固形物はカプセルに封入し、無害化された洗浄水は再利
用する、放射性物質を含む汚染土壌処理システム。

放射性物質を含む汚染土壌処理システム

3475
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特許第 5737749 号 特許登録 

ガンマ線ビームの出射方向を可動鏡一枚と電子軌道制御装置により制御す
る。楕円ミラーを用いること、および、楕円の焦点の位置に平面ミラーを
配置することで、衝突点の位置を保ったままレーザーの入射角度を変化さ
せることができ、常に電子線と正面衝突させることが可能となる。一枚の
平面ミラーの角度を変更するだけであるため、レーザービームの走査が容
易になる。

光子ビーム走査装置及び光子ビーム走査方法

3123

特許第 5658572 号 特許登録 

軸組構法によりすでに完成した家屋の耐震性を向上させるために壁を補強
する耐震構法。複数の角材を並列させ、この角材を接合する際に、I 字状
の金具（もしくは嵌合ピン）を、隣り合う角材の間に食い込ませる（挿入
させる）ことで、隣り合う角材同士で発生するせん断力を低減させる効果
を追加し、より耐震性に優れる耐震工法としている。

耐震構造体および耐震家屋

2901

特許第 5560447 号 特許登録 

メッキ工場排水中に含有する無機・有機の化合物、それらのイオン物質、
同浮遊懸濁物質粒子を新規薬剤を用いて前処理し、続いて、微小気泡と接
触させて浮上分離させ、同排水中から効率的に除去する方法。

マイクロバブルを利用したメッキ排水処理方法およびそ
の方法に用いられるメッキ排水処理用薬液

2764

特許第 5634992 号 特許登録 

イオン源から引き出されたイオンビームをターゲットに照射してイオン注
入等の処理を施すためのイオンビーム照射装置。従来部品の配置が制約さ
れていた磁石近傍のスペースを有効活用することによって、特別な磁極構
造を不要としながらも、電子の利用効率を向上して空間電荷効果によるイ
オンビームの広がりを効率的に抑制することができる。

イオンビーム照射装置及びイオンビーム発散抑制方法

2595

特許第 5467349 号 特許登録 

産業用ロボットとしては、多自由度（６自由度）の位置、姿勢制御を実現
すること、かつ平面内を自由に移動できることが望まれている。さらに重
量が小さくても大きな力が出るものが望まれている。力を分担して受け持
つ新たな機構によりこれを実現して、上記課題を解決した。

駆動ユニットを備えた機械構造

2573
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特許第 5403767 号 特許登録 

レーザーコンプトン散乱（LCS）より得られた複数のγ線を用いて、原子
核共鳴蛍光（NRF）散乱現象を用いて、ドラム缶やコンテナ内の核燃料物
質や爆発物の同位体を識別する。国際空港、国際港におけるテロ対策など
で活躍することが期待される。

原子核共鳴蛍光散乱を用いた非破壊検査システム

2415

特許第 5166217 号 特許登録 

完成している家屋の耐震性を向上させる建築工法。従来工法では家屋と基
礎の間に施工する必要があるため、完成している家屋に行うことは容易で
はなかった。本発明では、壁を独自構造で補強することにより耐震性を向
上させる。基礎に施工する必要がなく、容易に施工することが可能である。

耐震構法、耐震構造体および耐震家屋

2402

製　品　化
サービス化済特許第 5283137 号 特許登録 

大小 2 個ずつの井桁状フレームを入れ子状に組み立てたユニットを基本構
造体とし、この基本構造体を複数組み合わせて建築物を形成することがで
きる。この構造体は木材の持つ引張や圧縮に強い特性を活かし、台風や地
震などの横方向の力にも極めて強い。間伐材や集成材を用いることができ
るため、森林資源の有効活用に寄与することもできる。

入れ子フレーム構造体

2246

特許第 5377501 号 特許登録 

レベルセット法を用いて形状表現を行いながら、Phase-Field 理論に基づ
き目的関数を更新する新しいトポロジー最適化に関する。

構造最適化装置、構造最適化方法及び構造最適化プロ
グラム

2231 製　品　化
サービス化済

特許第 5846469 号 特許登録 

小型であるが、重金属などを ppb レベルでの検出を可能とする装置。検
出感度は最小約数十ピコグラムレベルを有している。土壌中の有害重金属、
工場等の浸出水の検査において、簡便な ICP 代替器として用いる事が考え
られる。

全反射蛍光 X 線分析装置及び全反射蛍光 X 線分析方法

2226

特許第 4611366 号 特許登録 

畦を通じての漏水だけでなく、水田の底部分を通じての漏水も抑制でき、
水田の貯留水に含まれているチッソやリン等の肥料成分や農薬が下流側に
排水されることに伴う湖沼等の環境汚染や生態系破壊の問題を軽減させ得
ると共に、水資源の有効活用を達成させる水田の節水型漏水防止構造。

水田の節水型漏水防止構造

2049
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特許第 5846435 号 特許登録 

歯車装置にアクチュエータを組み込んだ駆動ユニット。第１の歯車部材と
第２の歯車部材のいずれか一方を出力部とすると、他方は出力部を支持す
る支持部品となる構成となっており、歯車装置にアクチュエータを組み込
んでも剛性を高くすることができる駆動ユニットを提供する。

駆動ユニット

2002

特許第 5397866 号 特許登録 

回転による発熱を制御可能とするかご形巻線の超電導線材を使用する超電
導回転子。これにより、燃料電池車や電気自動車の駆動モータへの適用が
考えられる。

超電導回転子、超電導回転機および超電導回転機シス
テム

1962

特許第 4973960 号 特許登録 

Ge または Si の（110）ウエハを融点直下（Ge においては 1 度から 60 度、
Si においては 1 度から 120 度低温）の温度領域において [001] 方向を曲率
最大方向、[1-10] 方向を谷とする 1 次元円筒または 1 次元対数曲面をもつ

（110）格子面曲率に高温型押し加工によって加工されたことを特徴とす
る Ge ならびに Si 結晶による曲率分布結晶レンズ。

曲率分布結晶レンズおよび X 線反射率測定装置

1867

特許第 5158698 号 特許登録 

簡単な構成で主車輪の回転駆動と副車輪の回転駆動とを行うことができ、
また、幅広い種類やサイズの駆動源を使用することが可能な移動搬送機構
及びそれを用いた移動搬送装置。

移動搬送機構

1823

特許第 5091515 号 特許登録 

雨天時の増水等でも下水を効率よく処理でき、汚泥の流出を防止できる水
処理方法・装置。流入水量が設計値を超える場合、流入下水全量を生物反
応槽で処理した後、設計水量の処理液を最終沈殿池で沈降分離すると共に、
超過した処理液を活性汚泥濃縮装置に供給して分離液と活性汚泥濃縮液と
に濃縮分離し、この活性汚泥濃縮液を生物反応槽に返送する。

下水処理方法及び下水処理装置

1635

特許第 4878063 号 特許登録 

測定対象表面から離れた位置から表面の磁場を再構成し、測定対象物の構
造を高分解能で再現可能な技術。半導体製造工程における非接触検査装置、
ハードディスク、MRI など様々な分野において活用を期待。

測定により場を取得する装置および方法

1553 製　品　化
サービス化済
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特許第 4982851 号 特許登録 

第 1 絶縁被覆線と第 2 絶縁被覆線とを撚り合わせた撚線構造からなるプ
ラズマ生成部を設け、両絶縁被覆線間に交流電圧を印加することで、両絶
縁被覆線間に生じる微小な隙間においてプラズマを生成する。低電圧で安
定して行うことができる。

プラズマ生成装置、表面処理装置、表示装置、および流
体改質装置

1552

特許第 4967141 号 特許登録 

超微量な試料における炭素と窒素の安定同位体比を測定する安定同位体比
測定装置や、各元素成分の質量を分析する質量分析装置等の元素分析装置
で使用する分析用成分の測定ガスを生成するための前処理を行う元素分析
用前処理装置。

元素分析用前処理装置

1528 製　品　化
サービス化済

特許第 4918705 号 特許登録 

非円形歯車を用いた変速機及び変速方法。回転を止めることなく負荷を支
持しつつ減速比を変えることができ、正確に回転角度を伝達し、かつ動力
を効率的に伝達することができる。

変速機及び変速方法

1480

特許第 5061269 号 特許登録 

被成形体を成形する側の表面部が凹凸状に形成される基体と、前記基体に
配設される発熱抵抗体とを含み、前記基体に、前記発熱抵抗体に電気的に
接続され、電磁波を受けて起電力を発生する起電力発生回路が配設されて
いる成形用スタンパ。

成形用スタンパおよび成形装置

1467

特許第 5034043 号 特許登録 

活性層のみの構造体で垂直方向（Z 軸）加速度を検出するため段差構造の
縦型櫛型電極を用い、これを同時に平面方向（X,Y 軸）にも用いることに
より、４つの静電容量のみですべての軸の変位を差動検出することができ
る３軸静電容量型加速度センサ。従来の３軸加速度センサ構造に比して大
幅に単純な構造であるため、製造が簡易にできる。

加速度センサ、および加速度検出装置

1391

特許第 4514157 号 特許登録 

電界放出型電子源を用いて、イオンビームの空間電荷を効率良く中和して、
空間電荷によるイオンビームの発散を効果的に抑制することができる装
置。導電性のカソード基板上に形成された多数の微小なエミッタと、各エ
ミッタの先端付近を微小な間隙で取り囲み、引出し電極を有する電界放出
型電子源は、イオンビームの発散を抑制する角度に配置される。

イオンビーム照射装置および半導体デバイスの製造方法

1379
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特許第 5017640 号 特許登録 

固体窒素と固体・液体ネオンの混合物を冷媒として使うことにより、２０
～２５K をターゲットとした冷凍システム。冷凍機の稼働時間の短縮によ
る電力コストの削減、冷凍機の故障への対応にも容易に対応することがで
きる。高温超電導向け冷凍システム（電力ケーブル、SMES、NMR,MRI 用
の超電導マグネットの冷却装置等）などへ有用。

極低温蓄冷媒体、ならびにそれを用いた極低温冷凍方
法および極低温冷凍システム

1360

製　品　化
サービス化済特許第 4940425 号 特許登録 

CVD 法によって基板に膜を形成するのに用いられた際、基板表面に生成
される膜の表面粗度が低く、大型基板の成膜にも用いることができる
Mist にも適用可能な原料ガス噴出のゾル及びこれを備えた CVD 装置。

原料ガス噴出用ノズル及び化学的気相成膜装置

1247

特許第 4336780 号 特許登録 

磁界によりイオン輸送容器内の yz 軸方向にも平行性の良いイオンビーム
を引き出せるイオン源。平行性の向上はビームが入射しない陰の部分を減
じ、被照射物の大型化や表面のデバイスが微細化する際に重要。

イオン源

1242

特許第 5082089 号 特許登録 

高エネルギ大電流の電子線を発生する装置。円環形の真空容器内に収納さ
れるヘリカルコイルを含み、その中にプラズマを閉じ込める。これらをソ
レノイドコイルからの誘導起電力で加速して高エネルギの逃走電子を発生
させる。大量の物質の電子線照射処理装置を効率的かつ経済的に作成する
ことが可能。

電子線発生方法および装置

1116

特許第 4742261 号 特許登録 

本発明の酸素センサは、電極や電解質が消耗することなく、幅広い温度範
囲で使用でき、かつ酸素濃度を精度よく広い範囲で検出することができる。
酸素濃度や酸化物イオン濃度を検出することが必要となる種々の産業、例
えば、バイオテクノロジー、半導体製造、医療、食品、環境技術などにお
いて利用可能性がある。

酸素および酸化物イオンセンサとその利用

965

特許第 4759750 号 特許登録 

Si, Ge 等の単結晶板を結晶格子面の結晶表面に対する傾きが、ヨハンソン
回折条件を満たすように結晶板表面を研磨する研磨工程と、型押しにて高
温加熱して塑性変形させ、その表面が 2 方向に異なる曲率を有するように
形成する型押し成型工程とからなる製造法等。

曲率分布結晶レンズの製造方法、偏光制御装置、Ｘ線
反射率測定装置およびＸ線反射率測定方法

926
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特許第 3874361 号 特許登録 

異極像結晶体を低気体圧筐体内に配置し、所定の時間サイクルをもって繰
り返し熱励起することにより、この結晶体から発生する軟 X 線でオゾン
生成用原料ガスを励起してオゾンを発生させることを特徴とするオゾン発
生方法及び装置。結晶体を複数個対向配置して、オゾン化効率を向上させ
る。

異極像結晶を用いたオゾン生成方法および装置

924

特許第 4143728 号 特許登録 

受信信号の波形が送信パルスの波形と相違する場合でも、物体の形状をよ
り精度よく求めることができ、かつ形状測定の処理速度が非常に速い、
SEABED 法を用いた形状測定装置および方法。

形状測定装置及び該方法

912

特許第 4724831 号 特許登録 

液体中の固体表面に存在する物質の元素分析を比較的簡便な方法で高精度
に行うことができ、しかも固体表面へのダメージが少ない分析方法。固体
表面にパルス幅が 30ns 以上のパルスレーザを照射してレーザアブレーシ
ョンさせ、それにより生成するプルームからの発光を分光分析する。

液体中固定表面の元素分析方法

882

特許第 4534060 号 特許登録 

熱電パネルの各表面に対し、それぞれ、互いに温度が異なる第一流体およ
び第二流体を流すための配管部 1、2 を設ける。配管部 1、2 は、第一流
体を流すための第一流路管と、第二流体を流すための第二流路管とが、第
一流体および第二流体の各流れ方向に沿って互いに隣接して設けられてお
り、第一流路管および第二流路管は、上記各流れ方向が螺旋状に、かつ、
上記各流れ方向に直交する断面がそれぞれ矩形状に設定する。

熱電発電装置、熱交換機

862

特許第 3864181 号 特許登録 

各種産業排水中などに存在するリン及び窒素を、従来の処理方法では達成
し得なかった低濃度にまで除去し得るとともに、長期使用に耐える実用的
なリン及び窒素含有排水の浄化装置、浄化方法及びその浄化方法に使用す
る土壌。

リン及び窒素含有排水の浄化装置、その浄化方法及びそ
の浄化方法の土壌接触処理槽に充填して使用する土壌

840

特許第 4769950 号 特許登録 

低コストで、橋脚柱等の柱自体に十分な変形能と減衰とを付与することが
できる耐震弾性柱を実現する。本発明の耐震弾性柱は、複数の柱部材が拘
束部により束ねられたものであり、当該拘束部の拘束力を調整することに
より、隣接柱する部材間の摩擦力を制御することができる。

耐震弾性柱および構造物

795
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特許第 4594826 号 特許登録 

建築構造に使用されるブレースであって、従来のものよりも、設置と取り
外しを容易にすることができる。間取りの変更等に柔軟に対応できる。

ブレース

784 製　品　化
サービス化済

特許第 4514046 号 特許登録 

構成部材をより簡略化でき、制御に優れた振り子装置及びそのエネルギー
供給制御方法を提供する。

揺動体に対するコリオリ力を利用した吸振器

778

特許第 4446980 号 特許登録 

帯電状態測定装置へ帯電微粒子を導く流路をガイド部材で画定し、その近
傍に形成する電界カーテンによって帯電微粒子は非接触の状態を保ち、帯
電量の変化を抑えることで、帯電状態の測定精度を向上させることで帯電
微粒子を重力沈降で導入する帯電微粒子サンプリング装置、帯電量分布測
定装置。

帯電微粒子サンプリング装置および帯電量分布測定装置

771

特許第 4945763 号 特許登録 

２次元の電子線露光装置に関し、マイクロ・チャネル・プレート（ＭＣＰ）
に、所定の光パターンを照射し、それと同じパターンの２次元電子ビーム
を発生させ、ターゲットに当てることで、電子線露光装置のスループット
を上げる。またＭＣＰ側壁の材質をフェムト秒レーザの多光子励起過程で、
１次電子を放出させる材質とすれば、超高真空が必要な一般的な光電膜が
不要となり装置が安価になる。

電子ビーム露光装置

725

特許第 4688099 号 特許登録 

上部斜面スリット堤を施工する際の止水蓋。複数のスリット蓋と波返し板
とを一体化した止水蓋を設置した状態で隔室への中詰材の充填作業及び充
填作業終了後の開口を塞ぐ作業を行うことにより、越波を防止して作業員
の安全性を確保でき、作業効率を向上させることができる。

上部斜面スリット堤用止水蓋及び上部斜面スリット堤
の曳航方法並びに上部斜面スリット堤の施工方法

718

特許第 4636862 号 特許登録 

ガスクラスターイオンビームを照射して表面加工を行う装置に関する。ガ
スクラスターイオンビームの特長を生かしつつ、ワーク加工面に対して垂
直方向へのエネルギー成分を低減することで、モノマーイオンビームでは
実現し得ない低損傷での平坦化加工が可能となる。

ガスクラスターイオンビーム照射装置

670
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製　品　化
サービス化済特許第 4783907 号 特許登録 

貴金属の局所プラズモンの励起を利用した表面増強ラマン散乱法やプラズ
モン共鳴分光法などの光を利用して分子計測を行う光学的センサ。非常に
安価な方法で、高い感度の光学的センサを作製することができる。

光学的センサ及びその製造方法

612

特許第 4035582 号 特許登録 

キャビティリングダウン分光法を用いた分析装置であり、小角を含む広範
囲の前方及び後方散乱光を検出可能とすることができる。

粒子分析装置

532

特許第 4621908 号 特許登録 

複数のプローブを備え、計測対象物の表面状態を精度よく計測できる表面
状態計測装置。

表面状態計測方法、表面状態計測装置、顕微鏡、情報処
理装置

514

特許第 4590641 号 特許登録 

風にはためく旗の動きを利用して発電を行うエネルギ変換器。風速の如何
によらず発電可能であり、また乱れた風でも破損の恐れも少なく安全で、
さらに低コストで実現可能。とりわけ、大規模な装置設置が不可能な市街
地や、送電困難な場所にあって電池あるいは太陽光発電等によって作動す
る各種装置・施設などの電力を補完する目的に使用できる。

エネルギ変換器、旗型エネルギ変換装置

470

特許第 4433302 号 特許登録 

鉄道高架橋等の床板を防水する工法。従来は床板上のバラストを一旦取り
除く必要があったが、本工法によればその必要はないため、作業効率が高
い。

コンクリート構造物の防水工法、コンクリート構造物及
びコンクリート構造物用の防水剤

460 製　品　化
サービス化済

特許第 3960618 号 特許登録 

歯車などの機械部品は、そのミクロン単位のピッチ誤差が機械の振動、騒
音に影響するため、品質管理上、ピッチの測定が必要になるが、ピッチ測
定に関しては、ほとんど実用に至っていない。簡易な装置を用いて非接触
で短時間に高精度な測定が可能であるピッチ測定方法等を提供する。

歯車の歯やねじのピッチの非接触測定法

424
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特許第 4208249 号 特許登録 

担持体及び担持された触媒粒子の状態の測定方法。容器中の測定対象へ前
処理を施してガスを供給、ＣＯパルス法を実施する。これにより触媒粒子
によるＣＯガスの正確な吸着量が得られる。その吸着量から触媒に含まれ
る貴金属の分散度や粒径等の算出も可能とする。

CO パルス法を用いた触媒粒子測定方法およびその装置

355

特許第 4644797 号 特許登録 

固体表面から剥離すべき所望の剥離深さ及び固体表面の材質に応じ、固体
表面に非熱的なイオン化放出を誘起する低フルーエンス領域内のフェムト
秒レーザを照射する微細加工方法等に関する。

（応用例）　○マイクロ加工技術を活かす応用分野（通信用微小デバイス、
トライボロジー制御、触媒の表面加工）　○表面の微細周期構造の機能を
活かす分野（超小型流体軸受け、メカニカルシール）

レーザ照射方法及び装置、微細加工方法及び装置、並
びに薄膜形成方法及び装置

310

特許第 4006531 号 特許登録 

アルコール又はアセトンをイオン化して形成したイオンビームを基材表面
に照射し、基材の清浄化やエッチング、加工を行う。

イオンビームによる表面処理方法および表面処理装置

216

特許第 3660996 号 特許登録 

運動能力に優れる害獣（サル）に対しても侵入を確実に防止できる電気柵。
支柱に、この支柱本体から離間するように突設される腕を設け、この腕に
吊り下げるようにネットを取り付けることにより、サルなどが支柱を伝っ
てネットを乗り越えられないようにし、乗り越えにかかる時間を稼いで電
気ショックを確実に与えられるようにする。

電気柵

166 製　品　化
サービス化済
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特願 2021-083634（未公開）

超電導線である市販の CORC ケーブルは、直径 2-3 mm の銅単線をコアと
しており、コアの渦電流損失は大きい。課題を解決する手段として、リッ
ツ線を使用し、渦電流損失を減少させ、リッツ線の中心線のみ絶縁をしな
いため、事故時に断面積が大きくなり、AC 抵抗値が減少し発熱量が減る。

超伝導導体および巻線

7326

特願 2021- 028929（未公開）

共鳴トンネルダイオード（RTD）発振器は , 連続波テラヘルツ（THz）光
を発生可能な半導体デバイスであり、次世代の通信やイメージング用の光
源として期待されている。出力光の一部を RTD 発振器に帰還させて（自
己帰還）、テラヘルツ光のスペクトルの変化と時間波形の変化を計測し、
デバイスにかける電圧と戻り光の遅延時間がある条件を示すときに、マル
チモード発振し、時間波形はパルスとなることがわかり、レーザーにおい
てパルス動作に標準的に用いられている手法を RTD 発振器で実現した。

テラヘルツ発振器

7266

特願 2020-210594（未公開）

酸化膜形成プロセスとして、（1）水素エッチングで SiC 表面欠陥除去（2）
プラズマ CVD で SiO2 膜堆積（3）NO ガスによる界面窒化と公知技術の
組み合わせにより、界面準位密度を低くしたまま、正の固定電荷密度が高
いが、それとは異なり界面の正の固定電荷を大きく低減させ、ゲート電圧
のしきい値電圧を正にシフトさせ、MOSFET のノーマリオン化を抑制でき
る。酸化膜 /SiC の界面準位密度および固定電荷密度を大幅に低減するこ
とができ、高い移動度とノーマリオフ特性を両立する SiC MOSFET を実現
した。現行の SiC パワー MOSFET の高性能化 ･ 高信頼化と低コスト化に
直結する。

SiC 半導体素子の製造方法及び SiC MOSFET

7171

特願 2020-195167（未公開）

回転子かご形巻線に高温超電導体を用いた高温超電導かご形誘導機の運転
方法に関する。始動時において超電導かご形回転子が始動するに十分な始
動電流を極短時間のパルス電流として供給し、高温超電導かご形巻線の磁
気遮蔽状態を破って磁束を鎖交させ、速やかに回転状態に移行するもので、
電源の定常時電流容量を回転時出力に見合う値として小さくでき、始動時
焼損のリスクを飛躍的に低減できる。

超電導回転機及び超電導回転機の制御方法

7099

電気・電子
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特願 2020-166143（未公開）

①銅層（異常時の分流）+ ②スパイラル巻き線（遮断電流の分流化による
時定数を小さくする）+ ③マルチフィラメント化（磁束量子の移動を短く
し交流損失の削減）した高温第 2 種超電導電線の構造に対して、①の代替
として超電導層にブリッジを設け、②の効果を発揮するために、導電分割
部の長さは結合電流のループの長さより長くした。効果は、超電導層にブ
リッジがあるために R が大きくなり、時定数は JST モデルに比べて大きく
なる（2 倍程度）が実用上 400Hz の交流に対応可能である。

超伝導線材および超伝導ケーブル

7057

PCT/JP2021/020202（未公開）

炭化珪素（SiC）は、現行の Si の理論限界を大きく打破する高性能（高い
耐電圧、低い電力損失）パワー半導体デバイス用材料として注目され、実
用化が始まっている。また、その優れた性質を活かして、従来の半導体で
は不可能な高温動作集積回路やセンサとしての応用も期待されている。本
発明では、SiC を酸化したときに形成される欠陥の起源と構造に着目し、
このような欠陥の形成を抑制する酸化膜形成手法を複数見出した。様々な
手法で MOS 界面の欠陥密度を評価したところ、従来法に比べて大幅に欠
陥を低減できていることが判明した。

SiC 半導体素子の製造方法及び SiC 半導体素子

6984

PCT/JP2021/020585（未公開）

広い温度範囲で安定した動作を実現する SiC 相補型 JFET の素子構造であ
り、本素子構造を用いれば、より高い性能を有する SiC 集積回路やセンサ
を作製できる。

SiC 相補型電界効果トランジスタ

6979

PCT/JP2021/026111（未公開）

3 次元磁気メモリに関する発明で、磁性層間の強磁性相互作用は磁性層間
の非磁性層厚を変化させることで制御できるために、動作電力低下法とな
る。
効果は、･MRAM を 3 次元化でき、多層の垂直層の各層ごとにスピンの向
きが保存され、メモリ機能を有する。･ 動作電流密度を 3 桁減少させるこ
とが可能。
･ 磁性層間の強磁性相互作用は磁性層間の非磁性層厚を変化させることで
制御できるために、動作電力低下法となる。･ 強磁性相互作用 Aex が非磁
性層の厚さで制御できることの理由は理論上説明が可能である。

磁気メモリ素子の層構造、磁気メモリ素子、磁気メモリ
装置、および磁気メモリ素子へデータを記憶する方法

6974

特願 2020-082648（未公開）

テラヘルツ波（0.1 THz ∼ 10 THz） は光と電波の中間に位置する周波数領
域の電磁波であり、化学分析や高速通信など様々な分野で応用が期待され
ている。本件では移動体通信や化学分析での応用が期待される円偏光テラ
ヘルツ波発振器における偏光特性制御が可能となった。

高温超伝導テラヘルツ光源

6957
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特願 2020-088292（未公開）

シリコン薄膜の流体自己集積の方法に関する。前例のない Si-SiO2（SOI ウェ
ハ）を用いた Si 薄膜の流体自己集積として、1）超音波振動によって SI
薄膜を分離、2）エタノールー HF を溶媒に選択することで、シリコン薄
膜の破損 ･ 凝集を防ぎつつ分離、3）電場、磁場を利用の特徴をもった方
法として Si デバイスの高密度 ･ 高精度の集積化を可能とする。

微細シリコンデバイスのセルフアッセンブリ方法

6929

PCT/JP2021/012234（未公開）

超電導トロイダル固定子 +（かご形の）内外回転子（超電導、常電導を限
定せず = 同期 ･ 誘導回転を規定せず）の構成条件により、磁束漏れのな
い設計が可能で、トロイダル構造の固定子は、高温超伝導固定子巻線の鉄
心内臨界電流が大きく向上する。

超電導回転機 

6886

特願 2021-098239（未公開）

真空電子管のサイズを小型化、シリコン基板で製造できるように、冷電極
として新規な構造を有した電界放出法を使い、真空管構造でマイクロ波ま
たはミリ波を出力する。本真空管は IC FAB 工場の標準プロセスで加工で
きる。半導体デバイスに比べて、PN 接合が不要ため、エネルギー効率を
高くすることが可能（固体より真空の方が電子の移動がしやすいことか
ら）。また全金属構造で、製造しやすくなる。

横型電界放出電子銃及び電磁波発生装置

6865

PCT/JP2020/041290（未公開）

複数の微小トランジスタの閾値電圧や比較器のオフセット電圧等測定困難
な第 1 特性を測定を行うことなく推定するデバイス。第 1 特性のばらつ
きが所定の統計分布に従うことを利用して、測定が可能な第 2 特性（サブ
スレッショルドリーク電流や出力電圧差）を順番付けし、第 2 特性による
順番付けと統計分布とに基づいて第 1 特性を推定する。

アナログデバイスおよびその制御方法、温度センサ、並
びにアナログ素子対応付けシステム

6761

特開 2021-93934

検体から菌を採取し、菌数の測定が完了するまでの間に菌が増殖するのを
防止するために、試料を温度制御（80℃から 100℃大腸菌が死滅）する。
菌数の測定が完了するまでの間に、菌の増殖を停止または抑制することが
でき、測定精度の向上が図れる。

測定装置

6748
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特開 2021-96110

被測定物保持体（センサ基板）上に微小物質を保持し、それに対して電磁
波を照射して、その反射波や透過波を電磁波検出手段で検出することに
よって微量物質の量や数を検出する装置において、被測定物の温度を保持
する調整部を具備し、微量物質の検出特性の誤差を小さくすることを特徴
とする。微量物質検出装置（例えば細菌検出装置）を実現することができ
る。

検出装置

6747

WO2021/039316

フォトニック結晶の電流注入領域におけるバンド端周波数を（周波数の高
い→低い / 空孔充填率大きい→小さい / 格子定数小さい→大きいとするこ
とにより）連続的に変化させたことを特徴とするフォトニック結晶面発光
レーザ。
これにより電流注入の有無によらず、電流を連続注入しながら短パルス発
振することが可能となる。

2 次元フォトニック結晶面発光レーザー

6718

WO2021/054387

電力パケット伝送において電力の論理演算を行う際に、情報処理分野等で
用いられる動的量子化器の概念を応用することで、過去の誤差を考慮しつ
つ負荷の要求に応じてルータ出力を動的に修正し選択することのできる電
力演算システム。

電力パケット伝送装置、電力パケット伝送システム、及び
電力パケット伝送制御方法

6674

WO2021/054141

ダイヤモンド中の色中心を用いた量子センサを使用した磁場等の測定にお
いて、測定可能な磁場等のダイナミックレンジを拡大することが期待でき
る。

測定装置および測定方法

6673

特開 2021-061388

磁性体を有する記録層と、スピンホール効果層を有する磁器メモリ素子。
消費電力を抑えつつ書き込み速度を速くすることができる。

磁気メモリ素子

6671
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特願 2019-141232（未公開）

架空配電系統における地絡事故点探査は、架空配電線に直流パルスを印加
し、電流検出器で事故点を探査する方式を適用しているが、時間を要して
いる。そこで、架空配電線に高周波パルスを注入し、事故点の反射波から
距離を求める手法（TDR 測定（Time Domain Reflectmetry） 時間領域反射）
を適用し、架空配電系統の変化を常時 TDR 測定することで、事故点の早
期発見や事故予兆が可能となる。

配電系統探査システム

6630

特開 2021-076796

高強度光パルスと、周波数の異なる直交偏光した弱い励起光を、半導体
GaSe に入射することにより、互いの周波数が整数倍の関係にない 2 色の
励起パルスによる高次高調波発生を初めて実現した。次世代の光学技術と
して、様々な用途への応用が期待される。

コヒーレント光生成装置

6618

特開 2020-194927

スピン軌道トルク型磁気メモリ。非磁性金属層において主電流を流す直前
に主電流の方向に対して直交する補助電流を流すことで、従来の 10 分の
1 程度の時間及び消費電力で磁化反転ができる。

高速磁化反転方法、高速磁化反転デバイス、及び磁気メ
モリ装置

6527

特願 2020-030574（未公開）

ダイヤモンド中の窒素―空孔（NV）中心は , 室温でも長い位相緩和時間を
持つ。量子情報処理デバイスや量子センサーの実現に向け ,NV 中心のスピ
ン状態を光学的な手法 ODMR に代わり電気的な手法を用い , 光学的な手
法よりも検出感度が約 3 倍高い結果を得られた。

測定装置及び測定方法

6501

WO2020/170805

電流注入領域の周囲にバンド端周波数の異なるフォトニック結晶を配置し
たヘテロ構造を導入することで、光閉じ込めを制御可能なフォトニック結
晶レーザ光源。光通信用の高速変調 ･ 高効率半導体レーザやレーザ微細加
工、センシング等、多様な用途への応用が期待される。

2 次元フォトニック結晶面発光レーザ

6472

WO2021/005925

中性子を用いて対象物の内部を可視化する中性子イメージング。Gd と Ti
のナノ厚薄膜を交互に積層させた積層体からなり、積層方向に対し垂直に
中性子吸収部となる溝を備えている。従来よりも Gd の厚さを増やすこと
ができ、中性子吸収効率が向上する。

中性子回折格子及びその製造方法

6469
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特開 2020-189777

ダイヤモンドに短パルスレーザーを照射することにより量子磁気センサの
素子として利用可能な NV センターを NV センターをもつダイヤモンドを
形成する方法。

空孔欠陥形成方法

6465

特開 2020-134727

負の屈折率温度係数をもつ、新規なハロゲン化金属ペロブスカイト材料。
光学機器内の温度上昇による半導体の特性変化を補償することができる。

光学補償材料、光学デバイス及び光学部材

6409

特開 2021‐025847

電磁波（実施例としては、テラヘルツ波。X 線等にも応用可能と考えてい
る）を使った異物検査装置に関するもので、食品（特に、パセリやホウレ
ン草などの天然原料）中の軟質異物（樹脂、ビニール、ゴム、虫、毛髪）、
医薬品などの製品検査や危険物の検査などに適用できる。

異物検査装置

6344

WO2020/189591

電力消費者が、受電時に送電元を特定可能にすることで、電力消費者と送
電者が、確実、かつ、安全に取引することを可能にする電力給電装置およ
び電力給電システム。

給電装置および電力給電システム

6311

WO2020/071383

窒素－空孔中心（NV 中心 :Nitrogen Vacancy center）等の色中心を有する
ダイヤモンドの、電子スピン状態がドレスト状態であるセンサ素子及び当
該素子を有する測定装置。地場測定感度の向上が期待される。

センサ素子、測定装置および測定方法

6266

特開 2019-211245

近傍界測定装置及び近傍界測定方法に関し、特に、アンテナの特性を近傍
界測定法を用いて測定する近傍界測定装置及び近傍界測定方法に関するも
ので、被測定アンテナの近傍界での振幅分布及び位相分布を、測定信号の
切り替えを行うことなく広帯域にわたって取得できる。

近傍界測定装置及び近傍界測定方法

6255
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特開 2019-208971

超音波によって被検体の内部を解析する超音波解析装置、超音波解析方法
および超音波解析プログラム。被検体の内部にある軟骨下骨を含む骨軟骨
に向けて超音波を送信し、被検体の内部から反射されたエコー信号を受信
する送受信装置に接続され、軟骨下骨の病変を被爆を伴うことなく評価す
ることができる。

超音波解析装置、超音波解析方法および超音波解析プ
ログラム

6229

特開 2019-149313 特許登録 

アルカリ土類金属系水酸化物もしくはアルカリ金属系水酸化物と、アルミ
ニウム片を用いて発生した低圧域の水素ガスをエネルギー源として発電を
行う燃料電池システム。水素ガスを持続的、定量的に発生させ、利便性が
高く、安全性が高い低圧域の水素ガスを安定的かつ安価に燃料電池に利用
することが期待される。

燃料電池システム

6091

WO2019/168097

n 型 に リ ン ド ー プ さ れ て お り、 窒 素 － 空 孔 中 心（NV 中 心 :Nitrogen 
Vacancy center）が NV マイナスの状態に安定し、従来よりも長いデコヒー
レンス時間が得られるダイヤモンドを有するセンサ素子。量子情報素子や
電子回路素子の材料としての利用が期待される。

センサ素子、測定装置、センサ素子の製造方法、電子回
路素子、および量子情報素子

6090

特開 2019-80147

マグネトロンを用いた無線送電・情報通信装置。マグネトロンが発振する
マイクロ波の位相を制御することにより、無線送電と同時に、そのマイク
ロ波に情報データを乗せ情報通信を行うことができる。

マイクロ波送信装置

5982

特開 2019-091873

SiC 半導体集積回路における高温耐性としてチャネルの形成方向をマルチ
ゲートに設計した回路。

SiC 接合型電界効果トランジスタ及び SiC 相補型接合
型電界効果トランジスタ

5906

特許第 6236609 号 特許登録 

PIN 構造の半導体の特性を生かして電流を注入することにより、室温にお
いて、電流注入により i 型ダイヤモンド層から単一光子を出力させること
を可能にした光子出力装置。

光子出力装置、及び光子出力方法

5818
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特許第 6846035 号 特許登録 

フォトニック結晶などを熱輻射体を用いた熱輻射光発電装置。熱輻射体と
光電変換素子の間に配置される中間部材によって、発電に寄与する波長の
光のみを伝播させることができ、高い出力密度と発電効率を実現した。

熱輻射光発電装置

5745

WO2018/190249

高周波駆動回路等において、複数の電源の電圧を個別にデジタル化し、そ
れらを時間的に重ね合わせることにより、電源の並列化と同程度の出力を
達成する新規送電スイッチングシステム。

スイッチング電源システム、コントローラ、及び制御方法

5733

WO2018/159606

従来よりも出力が大きく、より完全な径偏光環状レーザビーム等種々の偏
光を有する環状レーザビームを得ることができる。

フォトニック結晶レーザ

5712

特許第 5354605 号 特許登録 

光ファイバの一部を加熱溶融して引き延ばすことによりその直径を小さく
したテーパ光ファイバに関し、そのテーパ部に、形状加工を施すことで光
干渉効果を誘起させる周期構造を与えた新規テーパ光ファイバである。

テーパ光ファイバ

5453

特許第 6718612 号 特許登録 

高純度半絶縁性 SiC 基板、あるいは高純度 SiC エピタキシャル成長層への
イオン注入だけにより、高温で安定に動作可能、消費電力が小さい、作製
が容易な SiC 集積回路を実現できる。

SiC 接合型電界効果トランジスタ及び SiC 相補型接合
型電界効果トランジスタ

5407

特許第 6618145 号 特許登録 

熱輻射光源は熱を受けて光（電磁波）を発する。波長選択性に優れたフォ
トニック結晶を用いることで、速い応答速度で光の強度を制御することが
できる。

熱輻射光源

5335
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特許第 6795853 号 特許登録 

異なる波長で熱輻射ピークが得られる複数波長切替型熱輻射光源。井戸幅
が異なる多重量子井戸層（MQW）が、それぞれ異なる pn 接合層の間に
挿入し、積層されている。2 波長にサブバンド間遷移を示す 2 種の MQW
を設計し、また三角格子フォトニック結晶の格子定数・厚さを設計するこ
とにより、TM-like 偏光の 2 次と 3 次のΓ点共振モードの共振周波数を上
記 2 波長と一致させ、単一のフォトニック結晶から面垂直方向に 2 波長
の熱輻射ピークを得ることができる。

熱輻射光源

5334

特許第 6533451 号 特許登録 

整流効率が高く、高出力のマイクロ波方式の無線電力受電装置。電力受電
部と、電波伝送線路と、接地導体と、縦型ショットキバリアダイオードと、
電力出電部と、を含む整流回路と、縦型ショットキバリアダイオードを冷
却する冷却機構とを備える。実施例では、整流効率は 43% から 70% と向
上した。

無線電力受電装置

5209

特許第 6560588 号 特許登録 

従来の回転機（固定子）では軸方向（軸に平行な方向）に珪素鋼板などを
積んでいたのを、周方向に鋼板を積層する。周方向に積層すると各層間の
空気層により透磁率が減少し周方向への磁場が通りにくくなり径方向に主
に磁束が伝わり、最初は、「径方向に磁場を通してから」は x 方向に磁場
を通し、その後にヨークを介して「周方向に磁場の方向を変えさせる」と
磁束がとおりすぎるので発熱しない。

誘導加熱装置、及び発電システム

5170

特許第 6380932 号 特許登録 

ナノオーダー構造体を形成する基板の絶対温度を、ナノオーダー構造体の
主材料の融点の 0.25 倍以下に温度制御することを特徴とする。これによ
り融点が低い（1100℃以下）材料でナノオーダー構造体を形成することが
できるため、導電性材料等でナノオーダー構造体を形成することができる。

ナノオーダ構造体の製造方法および製造装置、並びにナ
ノオーダ構造体を有する基板構造体

4770

特許第 6392604 号 特許登録 

GaN HEMT（高電子移動度トランジスタ）の高速スイッチングを活かした
回路を大容量 SiC パワーデバイスの高速ゲートドライブ回路に応用した、
ゲートドライバ。

ゲートドライバ

4719
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特許第 6746109 号 特許登録 

テラヘルツ波全反射減衰分光法（ATR 法）を用いた皮膚角層水分量の測定
法であって、テラヘルツ波出射面であるプリズム表面に皮膚表面を接触さ
せてテラヘルツ波を照射して皮膚の吸収係数を求めることを特徴とする。

テラヘルツ波を用いた皮膚角層水分量の計測方法

4704

特許第 6370662 号 特許登録 

テラヘルツ波を用いて、粉体中の異物を検出する技術に関する。

異物検出装置、及び異物検出方法

4647

特許第 6411801 号 特許登録 

多接合タンデム型太陽電池の各サブセルの特性を評価できるシステム。各
サブセル層の EL 絶対強度を元に、新規の測定技術を開発。各サブセル層の、
① I-V 特性、②材料品質、③エネルギー損失内訳、④キャリア損失内訳の
４項目の測定を可能にした。

光電池の評価方法、光電池の評価装置、プログラム、お
よび光電池の製造方法

4582

特許第 6331140 号 特許登録 

テラヘルツ波全反射減衰分光法（ATR 法）を用いた薄膜試料の水分量測定
法。水分量を求めたい薄膜試料よりも大きな滲みだし深さのエバネッセン
ト波（テラヘルツ帯の表面波）が生じるように薄膜試料と積層試料を含む
積層体である測定対象物に対してテラヘルツ波を照射し、薄膜試料と積層
試料の界面での反射を考慮して水分量の解析を行う（二界面モデル）。

水分量測定方法

4536

特許第 6305105 号 特許登録 

カーボンナノチューブを用いた太陽電池において、光電変換効率が向上し
た太陽電池。負極の金属電極と、透明基板に設けられて光を透過し得る正
極の金属電極片との間に発電層が配置され、この発電層を、金属電極側に
配置されるｎ型導電性基板と、このｎ型導電性基板の表面に所定厚さで層
状に配置されるｐ型 CNT と、この層状 CNT 全体を覆う充填にて各 CNT
表面を皮膜することで CNT 内のキャリア数が向上され、PN 接合改善と膜
抵抗（直列抵抗）を改善することにより、変換効率の向上を達成する。

太陽電池

4523

特許第 6262550 号 特許登録 

ビスマス系超電導線材とイットリウム系超電導線材を用いた変圧器磁気遮
蔽型超電導限流器。イットリウム系超電導線材を変圧器 2 次側短絡コイル
に用いることで、抵抗成分が大きくなり大きな限流効果を得ることができ、
より良好な限流特性を得ることができる。電力系統への応用で、分散電源
導入時の限流リアクトルの代替。

限流器

4460
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特許第 6278297 号 特許登録 

パワー系半導体実装構造の絶縁部にナノスプリング構造を施すことで、従
来用いられている樹脂シート以上の熱変形吸収性と熱伝導性を持ちなが
ら、セラミック基板同等の強度を備える。

接合構造およびそれを用いた半導体装置

4163

特許第 6322835 号 特許登録 

パケット化した電力の送配電を実現するシステム構成、生成装置、分配装
置、それらのアルゴリズム。異なる電源からの電力が混ざることなく、負
荷が特定負荷からの電力を要求し使用することが可能で、直流電源からの
電力を効率的に送配電する電力システム、例えば屋内直流電源 ( 太陽電池
等 ) からの配電、電気機器、自動車等輸送機内における電源からの電力供
給等が可能となる。

電力パケット生成装置、電力ルータおよび電力ネットワ
ーク

3956

特許第 6210496 号 特許登録 

電力パケット生成システムアルゴリズムを作成し、それを電力パケット生
成器内スイッチのコントローラとすることによって電力パケット生成器と
しての電源を発明した。負荷からの要求に応じた電力供給を実現するため
に伝送するパケット数の調整を行うことが可能で、直流電源から電力が送
配電される電力システムにおける電源装置に応用可能である。

電力ルータ及び電力ネットワーク

3955

特許第 5778969 号 特許登録 

誘導加熱装置と熱媒体の熱を電気エネルギーに変換する発電部とを備え、
誘導加熱装置は、風力風車によって回転する回転体の外周に磁束を発生す
るコイルを備え、この回転体の外周外側に空隙をもって固定設置したス
テータ内周面に熱媒体を収容する配管を備え、熱媒体は導電性流体とする、
風力発電システム。

発電システム

3368

特許第 5826476 号 特許登録 

スピネル型複合酸化物からなる柱状構造体群を含有する、残留分極量を高
めた強誘電体薄膜。スピネル型複合酸化物からなる柱状構造体群を存在さ
せることで、群杭効果による膜内応力が発生する。その結果、強誘電体薄
膜の基板から膜面方向に掛けての構造の緩和が抑制され、膜面方向におけ
る格子定数が維持されるために、強誘電性が向上する。

強誘電体薄膜

2750
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特許第 5733724 号 特許登録 

プローブを 2 本有する走査型近接場光学顕微鏡（Scanning Near field 
Optical Microscopy; SNOM）において、2 本のプローブの接近を検出し、
これにより各プローブの位置を制御する。

走査型プローブ顕微鏡及びそのプローブ近接検出方法

2510

特許第 5574299 号 特許登録 

パイ接合 SQUID、および超電導接合構造の製造方法。従来の接合では薄
膜層どうしの接合が必要となるため、製作に高度な技術が必要であること
が課題であった。スピン三重項とスピン一重項超伝導体を用いた新方式の
パイ接合 SQUID を作り出す方法で、確実な結合を作り出すことができる
のが利点。

パイ接合 SQUID、及び超伝導接合構造の製造方法

2477

　

高速動作するノーマリオンタイプのトランジスタ（JFET）を、ノーマリオ
フタイプのトランジスタ（MOSFET）と同様に駆動するための駆動回路。

半導体スイッチング装置

2261

特許第 5320566 号 特許登録 

誘電体から成る板状の本体内に空孔が周期的に配置されて成るベース領域
内に、複数の遷移領域を一方向に連接するように設け、これら遷移領域群
において、空孔の配置周期は中央から端に向かって単調に減少させたこと
を特徴とする。異屈折率領域を線状欠陥側に所定量だけシフトさせたこと
により、シフトをさせない場合よりも導波路の幅が狭くなり、導波路に最
隣接の異屈折率領域と導波路の屈折率の差による光の閉じ込め効果が大き
くなり、電磁界の広がりが小さくなる。

2 次元フォトニック結晶光共振器

1744

特許第 5272173 号 特許登録 

空気よりも屈折率が高い誘電体柱からなる第 2 層スラブが第 1 層スラブ
と第三層スラブで挟まれているフォトニック結晶。
これにより広い完全 PBG 可能な偏波無依存 2 次元フォトニック結晶を実
現する。

2 次元フォトニック結晶

1741

特許第 4475432 号 特許登録 

積層導波路型の記録媒体において、ある 1 つの記録層に対して、当該記録
層の全体を記録し直すことなく、一部の情報の追加記録や書き換え記録を
可能とする。

情報記録方法及び情報再生方法

1633
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特許第 4834836 号 特許登録 

磁性細線中に現れる磁壁の磁気モーメント（磁化）を利用した強磁性細線
素子の発生方法。この強磁性細線素子の構成を用いてマイクロ波発振器や
磁気メモリを直ちに得ることも可能である。

強磁性細線素子

1529

特許第 5352787 号 特許登録 

電子のバンドギャップの一部が重複する半導体層を交互に積層して成る量
子井戸構造を有するスラブに周期的に空孔を形成し、量子井戸の複数のサ
ブバンドの間の遷移エネルギーを含むような TM 偏波に関するフォトニッ
クバンドギャップを形成した 2 次元フォトニック結晶。この熱輻射光源を
加熱するとサブバンド間遷移に対応する（特定の狭い帯域）波長の光が生
じ、その光は点状欠陥からスラブに垂直な方向に取り出される。

2 次元フォトニック結晶熱輻射光源

1507

特許第 4803681 号 特許登録 

強磁性体をナノサイズの円盤状に形成した強磁性ドットの中心に生じるコ
ア（磁化の立ち上がり箇所）の面内回転運動を簡便に制御することができ
る新規な素子。コアからは磁場が漏れているため、この素子を利用するこ
とによって、微細なモータといったアクチュエータを得ることができる。
また、強磁性ドットにある一定以上の密度の電流を流すと、コアが反転す
ることを利用して二値情報を表現でき記憶素子として利用できる。

強磁性ドットのコア回転素子及び強磁性ドットのコア利
用情報記憶素子

1351

特許第 5135574 号 特許登録 

基材の表面に、傾斜した形状の縁を持つ電界制御板を基材に対して平行に
設置し、プラズマ中のイオンにバイアス電圧を印加してイオンを基材表面
に入射させる。イオンは縁に沿って電界制御板の下面側に等電位面が引き
込まれるように変化して、イオンが回り込んで斜めに入射する。これによ
り、大面積に亘って基材の表面の法線に対し 40°～ 50°という大きなエ
ッチング角で斜め方向エッチングを行うことができる。

プラズマエッチング方法及びフォトニック結晶製造方法

1309

特許第 5256455 号 特許登録 

Si などの網目形成体である元素が内部に析出したガラス材料、あるいは Si
や Ge などからなる微粒子が内部に分散して析出したガラス材料を簡単、
安価に製造することができる。大規模集積を可能にしたフォトニック結晶、
フォトニッククリスタルの製造の利用に期待される。

網目形成体が内部に析出したガラスとその製造方法

1280
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特許第 4278061 号 特許登録 

建物内の各部分にその部分の電力使用量に応じた電磁波を分配できる分配
器を容易に制御し効率的な建物内無線電力システム。

建物内無線電力伝送システム

1263

特許第 4900572 号 特許登録 

本体の一方の表面の異屈折率領域が三角格子状かつ各格子点に少なくとも
3 回回転対象性を持つよう配置されており、本体の他方の表面の異屈折率
領域が一方の三角格子に対して相補的な位置にある三角格子状かつ各格子
点に少なくとも 3 回回転対称性を持つように配置され、一方の各格子点か
ら他方の 3 個の格子点に向けてそれぞれ異屈折率領域の柱が延びた 2 次
元フォトニック結晶。これにより広い幅の完全フォトニックバンドギャッ
プを実現する。

2 次元フォトニック結晶

1261

特許第 4621920 号 特許登録 

Si からなるスラブに周期的に配置された空孔と該周期の欠陥を点状に設け
てなる点状欠陥共振器を有する２次元フォトニック結晶を製造する方法に
おいて、水にスラブ表面を晒す操作、表面に形成された酸化膜をフッ化水
素溶液により除去する操作、所定の回数を繰り返す減厚工程を有すること
を特徴とする。波長分割多重通信の主力となる 1.55 μ m 帯の波長の光に
対する２次元フォトニック結晶合分波器において、0.39nm を単位として
共振波長を制御することができる。

2 次元フォトニック結晶製造方法

1103

特許第 4825974 号 特許登録 

約 100 ～ 800nm の波長以下の断面粒径と数十 nm の厚みを有する平板状
金属粒子（特に銀粒子）を基本素子として、蛍光物質の蛍光強度を著しく
増強させる蛍光増強素子。

蛍光増強素子、蛍光素子、及び蛍光増強方法

1100

特許第 5298308 号 特許登録 

太陽電池への応用に適した有機薄膜光電変換素子の製造において、光電変
換層と電極の間に設ける TiO2 ホールブロック層を、活性層と同様、大気
下で湿式で作製することにより、有機薄膜光電変換素子の特長を活かしつ
つ、高い光電変換効率を得ることができるようになった。

有機薄膜光電変換素子及びその製造方法

1079
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特許第 4752057 号 特許登録 

ストリップ導体と面状導体とが誘電体を介して対向するマイクロストリッ
プ線路を用いた電磁波伝送回路で、マイクロストリップ線路を電磁波が伝
搬する際にストリップ導体から発生する電界に対してプラズマを生成する
ためのプラズマ生成電極を備える。プラズマは、伝搬する電磁波に対して
抵抗体又は完全導体として機能させることができるので、伝送線路の途中
に、フィルタ、分配（例えば T 分岐）、結合などの機能をもつ素子を構成
することができる。

電磁波伝送回路及び電磁波伝送制御装置

978

特許第 4613321 号 特許登録 

電磁波の制御状態を容易に変更することができる電磁波制御素子及び電磁
波制御装置を提供するものであって、2 次元又は 3 次元的に周期的に分布
するプラズマ媒質をその構造材として用いることで、マイクロ波からサブ
ミリ波領域の電磁波に対して、透過、遮断、屈折、フィルタ等として静的
および動的な制御機能を実現する。

電磁波制御素子、電磁波制御装置、電磁波制御プラズ
マ及び電磁波制御方法

940

特許第 4669923 号 特許登録 

断面構造が上下左右で非対称な線状欠陥を備える偏光変換導波路を設け
る。これにより TE 偏波の一部が TM 偏波に変換される。。この偏波モード
変換器は２次元フォトニック結晶から成るため、２次元フォトニック結晶
の内部に設けることができ、又は２次元フォトニック結晶にスムーズに接
続することができる。

偏波モード変換器

872

特許第 5087772 号 特許登録 

基材表面に対して斜めに、異なった 2 方向に延びる孔を多数形成して第 1
結晶と第 2 結晶を形成する。孔の間に残った基材がロッドになる。また、
一部のロッドが第 1 結晶、第 2 結晶のロッドと大きさが異なる接続結晶
層を形成する。第 1 結晶層と第 2 結晶層の間に接続結晶層を挟んでそれ
らを接合する。こうして得られた 3 次元フォトニック結晶においてロッド
は点欠陥となる。本発明によれば点欠陥の形状及び大きさは、接続結晶層
内のいずれの方向にも任意に設定することができ、また接続結晶層の厚さ
を調整することによっても制御することができる。

3 次元フォトニック結晶及びその製造方法

838

特許第 4664113 号 特許登録 

多数の発電所（火力、水力、原子力）の大都市への供給システム。一箇所
の発電所でトラブルがあり、電力供給ができなくなった時に、他の発電所
からの電力を短時間で供給するシステムで、既に関電、東電など電力メー
カ単位でシステムは構築されている。発電所でのトラブルを故障電流から
検知する方法に係わる。現在、日本で広い地域にわたって長時間の停電が
殆どなくなったのは、このシステムによっている。

電力系統の固有周波数の監視システム及び監視方法

816
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特許第 4328860 号 特許登録 

電力系統において短絡等の故障が発生した場合に故障電流を迅速に抑制す
る限流器、及びそれを用いた電力システム。超電導材料の相転移によるイ
ンピーダンス変化を利用した誘導型の限流器と、非線形抵抗素子と抵抗と
の直列回路と併用することで、それぞれの長所を併せ持ち、良好な復帰特
性を実現しつつ系統安定度を向上できる。

故障電流限流器及びそれを用いた電力システム

815

特許第 4534036 号 特許登録 

スラブ状の本体と周期的に配列された空孔と線欠陥を設けてなる導波路及
び点欠陥を設けてなる共振器を有するフォトニック結晶を有する光ヘッ
ド。導波路の端部に光源を設け、光源が発する光が導波路及び共振器を通
って光ディスクの記録面に照射される。フォトニック結晶を用いることで
従来型の光学素子を用いた光ヘッドよりも小型化を目指す。

光ヘッド及び光記録再生装置

568

特許第 4714881 号 特許登録 

基板との相互作用を低減し、基板上での配向を容易に制御し得るナノ構造
体の分子デバイス及びその製造方法。基板の酸化物からなる層上に化学的
に結合された有機シラン化合物等によって作製できる、疎水性を有する自
己組織化単分子膜が設けられ、単分子膜上にナノ構造体を配置する。

分子デバイス及びその製造方法

540

特許第 4218835 号 特許登録 

分散型電源（太陽光発電、風力発電、燃料電池など）を連系する際の、配
電系統の三相電圧不平衡を補償する配電系統の電圧不平衡補償装置及び方
法。

配電系統の電圧不平衡補償装置及び方法

414

特許第 4457296 号 特許登録 

2 次元スラブ構造フォトニック結晶導波路において、わずかに導波路幅を
違えることによって 2 つの導波路間で光の信号速度を変えることができ、
両導波路を並列に用いることで光遅延線が構築できる。更にこの 1bit 遅
延 PC 導波路をマッハツェンダー干渉計（MZI）の各導波路とすることで、
1bit 光遅延機能 MZI を備えた PC スラブ導波路回路を作成できる。この光
回路に 2 連のフォトディテクター（PD）を組み合わせることで DPSK 受
信デバイスがコンパクトに構築できる。

光遅延回路、集積光素子および集積光素子の製造方法

367

特許第 4025738 号 特許登録 

波長分割多重通信等の分野において光分合波器等に用いられる 2 次元フォ
トニック結晶。なお、本願において用いる「光」には、光以外の電磁波も
含む。

2 次元フォトニック結晶

336
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特許第 3920260 号 特許登録 

空孔からフッ化水素水溶液を導入することにより、クラッド層を一定の範
囲だけエッチングしてエアブリッジ空洞を形成し、次にドライエッチング
により結晶内導波路の延長上に溝を形成することにより、細線導波路を形
成する。その際、細線導波路と結晶内導波路の接続部をエアブリッジ空洞
の外縁上の位置に合わせる。２次元フォトニック結晶の方は上下共に空気
に接し、２次元フォトニック結晶に接続された細線導波路の下部にはクラ
ッド部材に接する細線導波路付２次元フォトニック結晶が提供できる。

細線導波路付２次元フォトニック結晶の製造方法

312

特許第 3886958 号 特許登録 

空孔からフッ化水素水溶液を導入することにより、クラッド層を一定の範
囲だけエッチングしてエアブリッジ空洞を形成し、次にドライエッチング
により結晶内導波路の延長上に溝を形成することにより、細線導波路を形
成する。これにより、細線導波路の下部にクラッド層を残したまま２次元
フォトニック結晶の下部にエアブリッジ空洞を形成することができる。

細線導波路付２次元フォトニック結晶の製造方法

311

特許第 4022624 号 特許登録 

安価なマグネトロンを用いてそのマイクロ波の周波数／位相とともに振幅
を安定化し、また制御することができる。これにより、通信用途やエネル
ギー伝送用途への応用がより現実的なものとなる。マグネトロンを用いた
マイクロ波発信機（製品化・サービス化済み）やレーダーへの応用展開（ラ
イセンス可）が可能。

マイクロ波発生装置

255

特許第 4063740 号 特許登録 

波長分割多重通信等の分野において分合波器等に用いられる 2 次元フォト
ニック結晶及びその製造方法。

エアブリッジ構造を有する 2 次元フォトニック結晶及び
その製造方法

246

特許第 4822243 号 特許登録 

有機エレクトロルミネセンス発光素子において、有機 EL 層で発光した光
の光取り出し効率の高い発光素子。

発光素子及び有機エレクロルミネセンス発光素子

209
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特願 2021-079333（未公開）

土砂災害発生の危険性がどの程度高まっているかを判断する指標を提供す
ることができる方法。

土砂災害予測方法及び土砂災害予測装置

7276

特願 2021-091519（未公開）

偏光カメラ 2 台を用い、物体表面各点における法線を深度とは独立して求
めることで、物体表面形状を従来のステレオカメラに比べて詳細に復元す
る。

情報処理装置、情報処理方法および情報処理プログラム

7261

特願 2021-029195（未公開）

車両の運転手の居眠りを検知する際などに用いられる居眠り検知装置。こ
の装置により、高精度で居眠りを検知することができる。検知結果に基づ
き、運転手等の、居眠りしているか覚醒しているかのいずれかの状態をリ
アルタイムで報知することが可能になる。

居眠り検知装置、検知方法、及びコンピュータプログラ
ム

7174

特願 2020-216627（未公開）

異種材料からなる複合構造体を設計するための、新たな構造最適化システ
ム。異種素材の接合界面において、応力が限界値に達しないようあらかじ
め制約関数を設定しておくことにより、計算負荷を軽くし、容易に構造を
導き出す。

構造最適化装置、構造最適化方法、及び、構造最適化プ
ログラム

7078

特願 2020-181017（未公開）

ユーザの好みに合わせた観光地を教示する情報処理システム。この情報処
理システムによれば、人気の高い観光地をユーザに一律的に教示すること
はせずに、ユーザの好みに合わせた観光地を教示するため、オーバーツー
リズムの問題等を抑制することができる。

情報処理システム、プログラム及び情報処理方法

7073

情報・通信
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特願 2020-205323（未公開）

物の製造においては、モデルパラメータを含むモデルを生成し、生成した
モデルを用いて、製品のばらつきの影響を事前に評価するばらつき考慮シ
ミュレーションが行われる。従来は、モデルパラメータの分布を正規分布
など限定していたが、本発明では、分布が分からないモデルパラメータを
扱うことが可能である。

情報処理装置、コンピュータプログラム、情報処理方法
及びシミュレーション情報提供方法

7067

特願 2020-179476（未公開）

対象者の栄養摂取量を、簡易質問項目への選択回答から独自の食品群別荷
重平均値に基づき推測し、過不足栄養素を判定及び取得すべき栄養素を提
案する健康管理システム。

栄養素摂取量算出システム、栄養素摂取量算出方法、お
よびコンピュータプログラム

7064

特願 2020-096811（未公開）

感覚閾値未満のノイズを手首の表裏 2 か所に配置することで、5 本の指全
ての指先の感覚を向上させる新しい触感覚増強装置。

触覚感度向上装置および触覚感度向上方法 

6922

特願 2020-087361（未公開）

指関節を固定することで指全体に形状を提示し、かつ剛性制御素材を利用
することで硬軟感覚を提示（可変性剛性パットを導入）するデバイス。

触覚提示装置および関節固定装置

6921

PCT/JP2021/009019（未公開）

データをネットワーク上に配置された複数の端末装置により分散管理する
ブロックチェーンネットワーク。このブロックチェーンネットワークでは、
センサで取得したセンサデータをブロックチェーンネットワーク上に分散
して管理するに際して、センサデータのオーバーフローやデータ欠損を防
止または軽減することができる。

ブロックチェーンネットワークシステム

6917

PCT/JP2021/022318（未公開）

高次元かつ膨大なデータのノイズ自体を削減する計算方法。本発明を用い
て、単一細胞の遺伝子発現データでの階層的クラスタリングを実施したと
ころ、遺伝子の量そのものが少ない状態での階層化（クラスタリング）が
明確にできている状態が示された。

データ処理方法、データ処理装置およびデータ処理プロ
グラム

6911
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PCT/JP2020/045839（未公開）

可搬型無線中継伝送通信システム（Field Pickup Unit: FPU）のパイロット
信号などの受信側で既知である信号成分のみで構成した信号を OFDM シ
ンボル区間分生成して、待受信号と受信信号と相互相関させると OFDM
シンボル毎にピークが現れるので、これらのピークを複数足し合わせる回
路構成とすることで雑音耐性を向上させる。

信号検出装置

6858

特願 2020-023564（未公開）

地下構造の弾性波探査における、送受信信号の処理方法。符号を複素数化
して時間差で送信することで、同時多重送信と信号対雑音比の改善を可能
にし、探査時間の短縮及び精度の向上を図った。

信号処理方法及び信号処理システム

6724

PCT/JP2020/037886（未公開）

水など媒質中の物体の 3 次元形状を精密に復元する方法。異なる角度から
媒質中での吸収率の異なる 4 波長以上の光を当て、深度と法線を同時に測
定することにより、物体の形状を復元する。

形状測定装置、形状測定方法、形状測定プログラム及び
内視鏡システム

6703

PCT/JP2021/003206

流れパターンの流線構造を語表現する語表現装置。心臓内に発生する渦流
の流れパターンに対して語表現を与えることができる。

流れパターンの語表現装置、語表現方法およびプログラ
ム

6660

特願 2020-007811（未公開）

誤差を含んで観測される人間の身体計測値、たとえば瞳孔径の異常を判定
する方法。この方法により、外部要因、たとえば、対光刺激だけでは説明
できない身体計測値の異常を判定し、これにもとづいて、内的要因の変化
を判定することができる。

情報処理装置、情報処理方法およびプログラム

6652

PCT/JP2021/007354（未公開）

従来の自己干渉キャンセル技術のように , 混合受信信号から直接自己干渉
信号成分を時間波形として直接差し引く方式と異なり , 受信側において受
信信号に送信信号（すなわち自己干渉信号）をそのタイミングを調整した
上で重畳して変調し , その重畳信号の変調特徴を用いて受信信号だけを取
り出す「重畳変調特徴利用型信号分離受信技術」。HD（半 2 重方式）と同
等な通信品質を保てる。

通信装置および通信方法

6635
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特願 2020-012430（未公開）

楽曲データを分類 ･ 分析する機械学習装置及びそれを用いた自動編曲装
置。楽曲スタイルの特徴を自動で分析できるため、編曲の目標スタイルを
容易に拡張できる。また、編曲装置は楽曲スタイルの特徴を保ちながら任
意の曲を自動で編曲できる。

楽曲データから音楽スタイルを自動習得して自動作曲 ･
編曲する方法及び装置

6614

特開 2021-064324

心拍間隔（RRI）のカオス性と、生理状態（眠気、怠慢など）とに、一定
の相関がみられることが分かっており、眠気などの特定の生理状態を推定
するために、RRI のカオス性をリアルタイムで正確に算出する方法。計算
量が少なくて済むカオス尺度を計算する際に、細分割した区間を用い、補
正を行うことで、より詳細なカオス度合いを示すリアプノフ指標に近いカ
オス度合いを計算する。

時系列データ解析装置及び時系列データ解析用プログ
ラム

6526

特許第 6869514 号

心拍間隔（RRI）のカオス性と、生理状態（眠気、怠慢など）とに、一定
の相関がみられることが分かっており、眠気などの特定の生理状態を推定
するために、RRI のカオス性をリアルタイムで正確に算出する方法。計算
量が少なくて済むカオス尺度を計算する際に、データの存在していない領
域を除いて算出することで、より詳細なカオス度合いを示すリアプノフ指
標に近いカオス度合いを計算する。

時系列データ解析装置及び時系列データ解析用プログ
ラム

6525

特開 2021-86306

自律移動ロボットが移動する範囲の地図データの特徴的な箇所（曲がり角
や障害物など）に重みづけを行うことで、自己位置の誤判定を防ぐ方法。
細長い通路や倉庫内などの単調な場所であっても、精度よく自己位置推定
を行うことができる。

地図作成方法、地図作成装置、位置推定方法、及び位置
推定装置

6521

WO2020/202714

対象者が肢体を動かす運動を行う際、この運動の状態を観測するシステム。
運動の観測情報を、関係者（たとえば、セラピスト）が利用しやすい形態
で提示することができる。

対象者の運動状態観測システム

6486
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特開 2020-159739

3 点測位による絶対座標系による無線クライアントの位置特定方法では絶
対座標が必要であるが、その精度が低いと課題がある。 
本件では三角形 ACD 内に人が存在するためには、以上 3 つのベクトル外
積が正方向である必要があることを利用し、その手順を各三角形領域で進
めていき、人が存在する領域を同定する。精度の高い無線クライアントに
位置を同定できる。

情報処理システム

6464

特開 2020-144411

属性値、たとえば、画像に写った物体の属性値（画像中に写る物体や場所、
シーンの名称等）を推定するための属性推定装置。属性値が既知のこの属
性推定装置により、人工画像又は実画像が全くないような場合であっても、
他方の実画像又は人工画像の属性値を精度良く推定することができる。

属性推定装置、属性推定方法、属性推定器学習装置、及
びプログラム

6448

特開 2021-5325

被験者はスマートグラスを装着し、定期的に取得される当該被験者の視覚
情報から、当該被験者の注意の状態をリアルタイムに監視することができ
る。被験者の注意の状態が反映されたサリエンシーマップが生成される。

注意状態監視システム、注意状態監視装置、注意状態
監視方法、およびコンピュータプログラム

6443

WO2020/145402

バッテリの放電開始時の過電圧を高精度で推定できるシステム同定方法及
びシステム同定装置。バッテリに流れる電流を入力とし、バッテリの過電
圧を出力とするシステムの応答を推定するシステム同定装置によって実行
される。本発明を用いることで、他手法に比べて高い精度が得られる。

システム同定方法及びシステム同定装置

6420

WO2020/105481

5G、6G など通信技術の中で、OFDM における帯域外輻射を低減させる目
的で、矩形波窓にフィルタを畳み込んで生成した信号を用いた通信方式。

送信装置および送信方法

6384

特開 2020-89937

ロボットを遠隔操作する場合のタイムラグの問題を解決する発明。作業者
の動作を表すアバターとロボットの動作を表すアバターとを表示し、作業
者は、ロボットを遠隔操作する場合に、ロボットの作業状態をロボット動
作アバターで確認しながら作業を完遂する。

ロボット遠隔操作装置

6369
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特開 2020-052513

自動運転のためのノイズに強いノバスト化のモデルパラメータを学習する
モデルパラメータ学習装置。従来は、画像処理し、その後に自動運転処理
の制御処理をする NN モデルであったためにノイズ対策に時間を要してい
たが、入力データ中のノイズの影響を抑制できるように自動運転の制御処
理の Q 強化学習を実行し、自動運転処理の処理スピード化、低コストで
ロバスト化を図った。

モデルパラメータ学習装置、制御装置及びモデルパラ
メータ学習方法

6362

特開 2021-36390

周囲物と衝突することを前提とした制御対象に対し、将来の実際の衝突タ
イミングに制御結果がより良く合う高精度な非線形モデル予測制御装置。

非線形モデル予測制御装置

6342

WO2020/075584

情報端末装置からサーバに対してセンサデータを効率的にアップロードす
ることができ、精度の高い実空間情報を形成することが可能な学習型実空
間情報形成システム。

学習型実空間情報形成システム

6329

特開 2020-91640

ドローンで撮影した画像から主に樹木などを対象とし、対象物の傾斜度合
いを計算に含めることで物体認識精度を高めることを可能にしたアルゴリ
ズム。

物体分類システム、学習システム、学習データ生成方
法、学習済モデル生成方法、学習済モデル、判別装置、
判別方法、およびコンピュータプログラム

6286

特開 2020-34835

雑談型の対話システムにおける応答制御。ロボットとの音声会話において、
ロボットは、ユーザの発話を入力として、応答行動（例 : 黙る / 頷く / 話す）
を選択して応答する。本発明は、予め、複数のモデルを作成しておき、ユー
ザの状態に応じて対話に用いるモデルを選択する。応答行動の選択誤りが
頻発することを防ぐことができる。

音声対話システム、音声対話方法、プログラム、学習モデ
ル生成装置及び学習モデル生成方法

6206
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特開 2020-9077

自動車運転時の前方視界中の潜在的な危険物標などにドライバーの注意を
誘導することで、ドライバーに危険物標の存在の認識を促進するための視
線誘導装置。前方視界内の対象物標を中心とした放射状に拡散する光学刺
激（オプティカルフロー）をフロントウインドシールドへ重畳表示する（0.1
秒〜 0.2 秒）。オプティカルフローの中心に無意識に視線が誘導される。

視線誘導装置

6200

特開 2019-192003

荷重が作用した構造物（たとえば、橋梁）の振幅を評価する、構造物の振
幅評価方法。この振幅評価方法により、構造物の振幅を的確に評価するこ
とができる。

構造物の振幅評価方法

6155

WO2019/221035

タグ付けされた電力パケットどうしで論理演算することで、負荷への電力
供給制御を完全なデジタル制御によって行うことができる、デジタル送電
システム。

電力演算装置、電力伝送システム、及び電力パケットの
データ構造

6132

特開 2019-191630

周期性を持つ時系列データの因果関係解析手法。フーリエ変換などのスペ
クトル解析を行い、各時系列データから周期性の強さを抽出する。そして、
周期性の強さについて因果関係解析を行うことで、因果関係の誤検出を防
ぎ、時系列データ間の真の因果関係を検出することができる。

解析装置、解析方法、及びコンピュータプログラム

6078 製　品　化
サービス化済

特開 2019-158868

生物から得られる混合物試料（例 : 血清）を NMR 分析装置にかけ、得ら
れた FID 信号全体に短時間周波数解析を繰り返すことで算出されたスペク
トラムによって特性を表現する方法。対象疾患に罹患している群と健常者
の群に有意に分けることができるパラメーターを選択することによって、
診断をすることが可能となる。対象疾患は、アルツハイマー、乳がん、膵
がん、加齢黄斑変性。

特性評価方法、装置およびプログラム

6075

WO2019/131645

大規模無線通信ネットワークにおいて、最適な無線ネットワークを構築す
る通信方法。常に変化する無線ネットワーク内の通信量において、サブツ
リー内で最適な無線リソースの提供と、サブルート内で最適な通信ルート
の提供をそれぞれ行うことにより、最適なネットワークを提供する。

通信装置及び通信方法

6030
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特開 2019-128842

撮像画像中の被識別体を深層学習を用いて自動で識別する方法、プログラ
ム。形状が定まらず、特徴も明瞭でない植物種等を識別することができる

コンピュータプログラム、識別装置及び識別方法

6009

特開 2019-127818

土砂災害の発生位置予測システム。従来のシステムでは、評価が判読者個
人の経験に依存していたが、本システムでは標高データを活用して土砂災
害の発生位置予測と発生リスクの定量評価を行うことができる。

土砂災害予測装置、コンピュータープログラム、土砂災
害予測方法及び地図情報

5991

特許第 6696923 号 特許登録 

ロボットとの音声会話において円滑で自然な発話の交換を実現させるに
は、発話の衝突という課題が有る。人間同士の対話のように、フィラー発
話（場つなぎ ･ 言いよどみに相当）することを前提とした対話アルゴリズ
ム。

音声対話装置、その処理方法及びプログラム

5788

特許第 6781101 号 特許登録 

不連続な状態変化を伴う非線形システムの動作を実時間で制御することが
可能な非線形システムの制御方法。二足歩行ロボット制御等への応用が可
能。

非線形システムの制御方法、二足歩行ロボットの制御装
置、二足歩行ロボットの制御方法及びそのプログラム

5782

特許第 6910228 号 特許登録 

プログラムの自動動作検証を行うシステム。通常、プログラムの動作状態
を解釈することは容易でなかったが、本発明ではクレイグ補間生成問題を
変換、簡潔化し、ソルバーにより正しさを証明することにより、自動検証
をより高速かつ効率的に行うことができる。

自動証明装置、及びプログラム

5771

特許第 6935634 号

5G、6G など通信技術の中で、端末側からの信号に簡単な波形処理を追加
し、帯域外輻射電力を大幅に抑制する方式。

送信装置、送信方法、受信装置および受信方法

5697
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特開 2018-151775

対象領域における物理量（例えば放射線量率）の分布図を作成する方法。
この方法により、GNSS 測位のように積極的に測位することなく物理量分
布図を作成することができる。

物理量分布図の作成方法、及び物理量分布図作成装置

5679

特許第 6892995 号 特許登録 

スマートメータリングシステムや無線センサネットワークなど、低消費電
力で動作する無線スマートユーティリティネットワークの Media Access 
Control （MAC） プロトコルに関し、RIT プロトコルにおけるデッドロック
状態を回避するための改良型 RIT 方式を提案する。

無線通信システム、無線機、および、プログラム

5648

特許第 6882729 号 特許登録 

評価対象部材に対して一方の主面側から内部の品質を評価できる内部品質
評価方法、及び内部品質解析システムを提供することを目的とする。

内部品質評価方法、及び内部品質解析システム

5635

WO2018/116958

氾濫シミュレーション結果と浸水現場からの情報を統合することで、現場
の状況を反映したリアルタイムでの浸水ハザードマッピングを行う。

リアルタイム浸水ハザードマッピングのための現地情報
同化方法及び装置

5620

WO2018/097272

M7 以上の大地震の直前予測を行うシステム。電離圏の電子数の変動を検
知することにより、大地震の発生直前の兆候を捉えることが可能。

異常検知装置、通信装置、異常検知方法、プログラム及
び記録媒体

5607

特開 2018-096903

観察される対象物から発せられる光を構成する光子の偏光状態を高精度に
推定するために用いるデータ処理アルゴリズム。量子通信における伝送光
子の状態変化の高精度計測などに応用可能。

光子の偏光状態推定システム、および、それに用いられ
る制御プログラム、ならびに光子の偏光状態推定方法

5593
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特許第 6461058 号 特許登録 

雑談型の対話システムにおける応答制御の発明。人間同士の対話のように、
フィラー発話（場つなぎ・言いよどみに相当）することを前提とした対話
アルゴリズム。ユーザの発話権を推定し、発話権の所在に応じて、相槌や
フィラーを交えた人間らしい応答パターを選択し、応答を出力する。

音声対話装置および音声対話装置を用いた自動対話
方法

5559

特開 2018-87753

従来の最適化問題の形式は、離散変数の限られたもののみであり、多谷の
評価関数の最適解を探索する際に、極所解なのか最適解の候補になりえる
のかの判断の評価値を得ることが難しく、非効率的な探索であった。量子
モンテカルロ法＋連続最適化手法の組合せにより、多谷構造の問題点を解
決させ、メジャライザー最適化を実現し、汎用性有り、計算量も軽い手法
を創出した。

連続値最適化問題の非線形最適化プログラム、経路探
索プログラム、及び経路探索装置

5529

特許第 6711981 号 特許登録 

電気自動車（EV）に用いられているリチウムイオンバッテリの状態（充
電率 SOC、拡散抵抗 Rd、拡散容量 Cd）を検出信号である開放電圧 OCV
と電流 i の離散的情報から推定するもので、ヒステリシスモデルに係るパ
ラメータの推定精度と過電圧モデルに係るパラメータの推定精度とをそれ
ぞれ向上させることができる。

バッテリのパラメータ推定装置

5475

特許第 6597978 号 特許登録 

自由文脈のかかりうけ構文構造は、その規則性と論理制約から補助的処理
を行う必要があり、それを二分決定グラフを用いて、問題毎のコンパイラ
を回路上にプログラムすると同等のことをソフトウェア上で実行する。つ
まり文法と単語を高速処理し、この構文になる可能性・確率を導く。

構文解析装置、方法、及びプログラム

5470

特許第 6718338 号 特許登録 

従来、最適化問題の形式は、離散変数の限られたもののみであり、多谷の
評価関数の最適解を探索する際に、極所解なのか最適解の候補になりえる
のかの判断の評価値を得ることが難しく、非効率的な探索であった。量子
モンテカルロ法＋連続最適化手法の組合せにより、多谷構造の問題点を解
決させ、メジャライザー最適化を実現し、汎用性有り、計算量も軽い手法
を創出した。

連続値最適化問題の大域的探索装置及びプログラム

5459
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特許第 67656667 号 特許登録 

一見規則性のない物の集団を分類するクラスター技術のアルゴリズム。従
来技術では、分類対象でない物も含めて分類してしまう課題があったが、
独自アルゴリズムによりこれを解決した。人物ごとに分けたフォトアルバ
ムの作製や、文書検索、多数の化合物の分類などへの応用展開が可能。

クラスタ評価装置、クラスタ数算出装置、クラスタ装置、ク
ラスタ評価方法、およびプログラム

5434

特許第 6851085 号 特許登録 

一筆書き多項式という独自アイデアを利用した乱数生成手法で、電子情報
の暗号化に有用。従来困難だった暗号化の安全性向上と計算速度高速化を
両立しており、画像映像などの大容量データの暗号化、スマートフォンや
ウェアラブルデバイスなどの電力制限のあるデバイス内での情報暗号化に
最適。

乱数発生装置、乱数発生方法及びコンピュータプログラ
ム

5323

特許第 6619234 号 特許登録 

次世代通信に向けたチャネルアグリゲーションに関する送信方法。通信容
量の増加には、帯域外輻射を大幅に抑制する必要があるが、従来手法では
計算量が増加したり効率的な送信信号の生成が困難だったが、本発明では
独自アイデアの送信処理により帯域外輻射を効率的に抑制できる。次世代
通信の基礎となる手法である。

送信装置、送信方法および受信装置

5316

特許第 6632058 号 特許登録 

形式検証は設計段階でプログラムの正しさを数学的に自動証明する手法で
ある。このうち不変条件発見が形式検証のボトルネックとなることが多く、
実用化における障害となっていた。本技術ではあらかじめプログラムに軽
量な解析を適用し、生成するテンプレートのサイズを大きく削減した。こ
れにより、重要な不変条件を高速かつ精確に発見することが可能となった。

不変条件生成装置、コンピュータプログラム、不変条件
生成方法、プログラムコード製造方法

5295

特許第 6630559 号 特許登録 

携帯電話などの無線通信において伝搬路の推定誤差を抑制する方法。無線
通信中に高速移動すると、受信品質が低下する課題があったが、本発明で
は独自アイデアにより伝搬路を補間することにより、高品質な受信を実現
した。

伝搬路推定手法

5289
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特許第 6630559 号 特許登録 

RIT 方式をベースとした新しい Media Access Control （MAC）プロトコル
である F-RIT プロトコル（feather RIT）は、（1）RIT Data Request フレー
ムに搭載する情報を Source ID（自己 ID）のみとすること、（2）RIT Data 
Request フレーム送信前に再送をともなわないキャリアセンス（Pre-CS）
を行うこと　の 2 点である。効果としては、RIT 方式と比較して電波利用
効率が高い点と通信成功率を改善する点。

無線通信システム

5288 製　品　化
サービス化済

特許第 6663606 号 特許登録 

ビルの谷間や山の峰などで正確な GPS 情報が得られない状況でも、レー
ザレーダが取得した地表形状と、3D 地図とのパターンマッチングにディー
プラーニングを利用することで、正確にドローンの位置を把握することが
可能となる。ドローンの自動運転の安全性が向上する。

無人航空機位置推定方法及びシステム

5285

特許第 6652760 号 特許登録 

概周期関数符号を用いた通信方法。符号決定のパラメータを整数で表現さ
れ、ビット誤り率を劇的に低下させることができ、かつ高い周波数利用効
率の通信を行うことができる。

通信方法及び通信機

5219

特許第 6622098 号 特許登録 

プログラムのバグを、設計段階で数学的手法に基づいて高精度かつ高速で
検証する方法。サイズの大きいプログラムや複雑な性質の検証において、
従来手法の 2 〜 1000 倍以上の高速化を実現した。

不変条件生成装置、コンピュータプログラム、不変条件
生成方法、プログラムコード製造方法

5207

特許第 6858405 号 特許登録 

マルチキャリア通信方法。概周期周波数配置を用いることで、異種信号の
同時伝送を可能とし回線品質の高品質化が容易となる。また超多重化をし
た場合にも PAPR を強く抑制できる。

通信方法及び通信機

5066

特許第 6558696 号 特許登録 

原言語に冠詞相当の仮想単語を補完する処理を行い、自動単語対応付け処
理完了後に補完した仮想単語と仮想単語に関わる単語対応付けを除去して
から対訳語句対の対応付けと対訳語句対集合の獲得、及び翻訳モデルの学
習を行うように構成する。

単語対応付け装置、機械翻訳学習装置、方法、及びプロ
グラム

5056
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特許第 6355206 号 特許登録 

画素と光線の対応付けを求め、未定である屈折・反射の補正を可変的に行
うことができるカメラキャリブレーション方式。実際に撮影に使用するカ
メラは、特に限定されるものではなく、屈折率未知の物体中にあるものを
撮影する際に、汎用的に使用することができる。

カメラキャリブレーション方法、カメラキャリブレーション
装置及びカメラキャリブレーションプログラム

5029

特許第 6347519 号 特許登録 

自然言語処理における一貫性を欠く要因の一つである推移矛盾にを、クラ
ウドソーシングを用いて効率的に検出できる装置及びプログラム。前件否
定は単に前提条件を考慮するように設定し、また後件否定については単に
ほとんどの場合起こることを考えるよう簡略化することで、簡略に推移矛
盾を検出し収集することができる。

推移矛盾収集装置、方法、及びプログラム

5028

特許第 6384961 号 特許登録 

画素と光線の対応付けを求め、未定である屈折・反射の補正を可変的に行
うことができるカメラキャリブレーション方式。通常、ガラス水槽中の物
体を撮影する際には、ガラスと水を合わせた屈折率を測定し、カメラの位
置をキャリブレーションする必要がある。本発明は、ガラスと水を合わせ
て 1 つのカメラと仮定して、モデル化を行う。

カメラキャリブレーション装置、カメラキャリブレーション
方法、カメラキャリブレーションプログラム及び記録媒体

5011

特許第 6309477 号 特許登録 

ユーザの情報端末装置により撮影された商品やサービスの撮影データに基
づいてユーザの関心を推定するシステム。

ユーザ関心推定システムおよび情報配信システム

4965

特許第 5985568 号 特許登録 

将来の所定日時における個々の消費者の活動を予測することができる活動
予測システムと、それを用いたイベント情報配信システムを提供する。

活動度予測システムおよびそれを用いたイベント情報
配信システム

4772

特許第 6191083 号 特許登録 

スマートフォンなどの携帯端末のユーザが共有したい体験に関するコンテ
ンツを選択した状態で視聴覚信号送信装置から固有信号を送信する。他の
ユーザが自身の携帯端末の視聴覚信号受信装置でその信号を受信すること
で、共有体験情報を構築し、活用可能にするシステム。

共有体験情報構築システム

4672
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特許第 6124306 号 特許登録 

「育児語」と呼ばれる幼い子に対する特徴的な発話形式を使用する傾向を
測定する際に使用する映像デザイン及びプログラムに関する。提示する「動
画の設計方針」を実現させる手法にて、育児語を効率的良く且つ広く引き
出す。育児や医療現場での言語発達支援に活用可能であり、実施はタブレッ
ト PC などの安価で配布容易な形態でできる。

データ構造及び育児語使用傾向測定装置

4667

特許第 6269953 号 特許登録 

大規模な対象分野の生コーパスにおいて単語分割の手がかりとなる文字列
の統計量を計算し、生コーパス中で単語境界であると期待できる箇所を自
動的に判定し、その箇所を単語分割のための追加学習用データとして利用
する。

単語分割装置、方法、及びプログラム

4626

特許第 6450129 号 特許登録 

実行雨量をもとに、観測地点のそれぞれの土地環境を考慮した、見逃しの
少ない斜面崩壊予測システム。観測地点の最新の降雨／地下水位データを
採用することで、予測精度の更新が可能で、崩壊タイプの予測も可能であ
る。

斜面崩壊予測方法及び斜面崩壊予測装置

4613

特許第 5926755 号 特許登録 

複数のオブジェクトに係るノードをリンクで接続した関係性グラフに基づ
いて各オブジェクトを配置して、それら各オブジェクトを端末装置の画面
に表示させるための関係性グラフ用オブジェクト表示システム。経路長の
小さい他の人や物をその人に関係の深い事象として提示（レコメンド）す
ることを可能とする。

関係性グラフ用オブジェクト表示システム

4583

特許第 6285215 号 特許登録 

造影剤を使用せず、腫瘍部位の悪性～良性を高感度にカラーエンコーディ
ングできる診断システム。200 人以上の乳癌患者において、組織構築との
相関実証済み。

画像処理装置、磁気共鳴イメージング装置、画像処理方
法、およびプログラム

4549

特許第 6270661 号 特許登録 

音声対話システムや人型ロボットにおいて、会話を引き出すのに重要な “相
槌” を生成するシステム。相槌の韻律パターン「基本周波数（高さに対応）、
パワー（大きさに対応）、継続時間（長さに対応）」を直前のユーザ発話に
応じて制御する。これにより、多様なパターンの相槌が生成できるように
なり、しかも実際の相槌パターンに近くなることを確認した。

音声対話方法、及び音声対話システム

4507
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特許第 6310721 号 特許登録 

通信パケットに付随する TTL（TimeToLive）の性質を利用する形で、仮想
的な通信パケットをどのように受信したか、届いたデータ量を用いて各
ノードの基点ノードに対する関係性 ･ 距離を得ることで、関係性の評価を
行うことを実現する。

関係性グラフ評価システム

4482

特許第 6085885 号 特許登録 

プログレッシブダウンロード型映像配信サービスを対象として、当該サー
ビスのユーザ満足度の平均値を最大化するための最適な制御を実現する効
用算出・制御手段および装置。ネットワークプロバイダ側からは、ネット
ワークサービスのベンチマークとしての認知と制御が可能となり、また、
ユーザ満足度の平均効用増大につなげることを可能とする効果も期待でき
る。

ユーザ行動最適化装置及び方法

4454

特許第 6281973 号 特許登録 

生体試料などの複数の物質を含む複雑 ･ 不均質な混合物において、混合物
に由来する電磁波信号を処理することによって、対象とする混合物の特性
を出力情報として得ることができる。診断が困難な疾患の診断手法用途と
成りえる発明。

混合物試料に由来する電磁波信号を処理する方法及
び混合物試料の属性を識別する方法

4415

特許第 6419448 号 特許登録 

可搬型の指向性汚染分布測定装置。可搬型かつ指向性にしたことで、平坦
でない地形や障害物が存在する地形においても、移動しながら容易に空間
線量率を測定することが可能。

放射性物質による汚染分布を測定するための汚染分布
測定装置

4366

特許第 6574550 号 特許登録 

自動車などに搭載し、移動しながらγ線エネルギースぺクトルを測定する
技術。先に開発された KURAMA および KURAMA-II では不可能であった、
高速移動時の測定において、安定的にγ線量率を測定し、マッピングする
ことができる。

γ線エネルギースペクトル測定方法

4365
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特許第 6508723 号 特許登録 

3 次元表面形状を計測・観察する装置において、計測器の測定範囲を超え
る対象を計測する場合、独立した計測データを接続する必要があり、これ
をステッチングと言う。形状計測データ（3 次元位置情報）や画像データ

（位置と光の強度情報）を繋ぎ合わせ、より正確で高精度なステッチング
を高速に行うことができる。

データステッチング装置、データステッチング方法、及び
コンピュータプログラム

4345

特許第 6241821 号 特許登録 

「育児語」と呼ばれる特徴的な発話形式を使用する傾向を、高精度且つ効
率的に測定する装置、方法、及びプログラム。主語・述語に対する育児語
使用傾向の得点を加算し、各個人の子供に対する語りかけの特徴の定量化
が実現できる。

育児語使用傾向測定装置、方法、及びプログラム

4239

特許第 6347523 号 特許登録 

ロボットアームや機械装置、画面内の仮想物体などを操作する場合に、操
作者が自然に、直感的に動作することで、思い通りに操作できる操作方法。
被操作対象物の直感的な動作に対応する人間の自然な動作は、膝や肘の関
節を中心とする回転運動になる、という人間の動作特性を考慮して、人間
の動作と被操作対象物の動作を対応付ける。

身体の動作に基づく制御指令生成方法

3835

特許第 5955546 号 特許登録 

放射線線量マップを作成するための放射線計測装置。放射線測定部、位置
情報取得部、放射線の遮蔽率の情報をあらかじめ保持して測定された線量
率データを校正する校正部と、校正された線量率データと線量率データが
測定された地点の位置データを関連付けて放射線線量率マップを作成する
マップデータ作成部を一つの小型の装置に一体化した装置。

放射線量率マップデータ収集システム

3608 製　品　化
サービス化済

特許第 5845021 号 特許登録 

簡単な構成で環境中の放射線を測定し地図上に表示するシステム。車内に
設置した放射線検出器で車外の空間線量を測定する。モニタリングカーの
コストを数十万円まで低減することができる。さらに、リアルタイムに可
視化する事で、より適切な測定ルートの測定車両に出せる等の柔軟な対応
が可能。

放射線量率の測定方法及び放射線量率マップの作製
方法

3441 製　品　化
サービス化済
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特許第 5686412 号 特許登録 

多彩な背景の中での動く物体（人物）を３Ｄ的にシルエット切りだしを行
う技術。複数視点画像を大局的に評価して最適な３次元形状を求めると同
時に、実用的な３次元形状取得を実現する。複数の視点で撮影された背景
画像と前景画像を入力し、ボクセルによる重み係数にてグラフを構築し、
ボクセル集合を対象物体の３次元形状情報として出力し、３次元形状の推
定を行う。

３次元形状推定装置、３次元形状推定方法及び３次元
形状推定プログラム

3383

特許第 5527604 号 特許登録 

同一周波数の信号を同時に送受信する中継方法の本発明の回り込みキャン
セラは、アナログ信号処理とディジタル信号処理を併用することで回り込
み波を抑圧可能とする。

回り込みキャンセラ、及び回り込みキャンセル方法

2980

特許第 5540284 号 特許登録 

電波を受信する受信手段と、受信手段が受信した電波を整流する整流手段
と、整流手段で整流された電波の偶数次高調波ではインピーダンスが零、
奇数次高調波ではインピーダンスが無限大となる共振回路とを備え、ミリ
波等の高周波においても高効率なレクテナ装置を提供する。

レクテナ装置

2950

特許第 5521201 号 特許登録 

無線中継局で、回り込み経路の遅延パス数が多い場合でもアンテナ素子数
を増やさずに回り込み波を抑圧できるビームフォーミング法。無線中継局
内に複数の仮想的な回り込み経路と仮想アンテナ素子を導入し、実際のア
ンテナ素子と仮想アンテナ素子で構成されるアレーアンテナからそのウェ
イトを制御することで親局からの希望信号を受信しつつ回り込み信号のキ
ャンセルを行う。

回り込みキャンセラ及び回り込みキャンセル方法

2756

特許第 5472757 号 特許登録 

一つの画像取得装置で得られた画像情報と、事前に取得された患部軌跡よ
り、患部の三次元位置をリアルタイムに算出する。本発明により、二方向
から X 線画像が見えない場合でもリアルタイムに三次元位置が算出でき
治療精度の向上が達成可能であるとともに、被曝量の低減を達成する。

放射線治療装置制御装置および特定部位位置計測方法

2713
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特許第 5354541 号 特許登録 

基地局から到来する信号を受信しながら増幅し、同一周波数を用いて同時
に送信することが可能な無線中継局を実現する手法。無線中継局を用いる
と、従来の中継法では同一周波数の信号を同時に送受信できないためスル
ープットが低下するという課題を解決する。移動体通信システム、マルチ
ホップ通信、センサーネットワークにおいて適用可能。

回り込みキャンセラ及び回り込みキャンセル方法

2610

特許第 5137141 号 特許登録 

高速動作可能な光受信器を構成するトランスインピーダンスアンプ (TIA)。
複数のインダクタを同じ場所に巻き込み誘導結合性を有するインダクティ
ブピーキング回路を備える。チップ面積を削減しかつ広帯域な特性が得ら
れるためバックボーンネットワークや光アクセスネットワークの大容量、
低コスト化に資する。適用分野は、基幹光伝送システム、光アクセスシス
テム、光インターコネクション等に用いられる光受信用 IC、これらを用
いた高速光受信モジュール、光送受信トランシーバなど。

トランスインピーダンスアンプ

2579

特許第 5366050 号 特許登録 

話し言葉における音声認識システムの音響モデルを構築する（学習データ）
技術。人による学習データの作成作業が不要となる。

音響モデル学習装置、音声認識装置、及び音響モデル
学習のためのコンピュータプログラム

2470

特許第 5268151 号 特許登録 

木材加工工場、流通・輸送機関、製品の品質保証関連において木材の品質
を検査における含水率同定装置。電磁波の振動方向と木材の木理の走行方
向とが成す角度のうち、複数の角度における電磁波の木材透過量を測定す
る。木材の種類ごとに測定した特性を用いて被測定木材の含水率を同定す
るため、バラツキが無く、正確な含水率を同定することを可能にする。

木材含水率同定装置および木材含水率同定方法

2456

特許第 5283289 号

複数の楽器パートからなる楽曲から置換したい特定の楽器パートのみを抽
出して分離し、分離された楽器音の音響特徴を残したまま、他の楽器の音
色に置換し、再合成することができる。楽曲のリミックス、編集ツールへの
応用が期待される。また、楽器音のみならず音声への適用の可能性もある。

音楽音響信号の音色変更システム

2435

特許第 5433913 号 特許登録 

全国各地の波の状況を予測する技術。本発明を利用した波浪予報は携帯・
パソコンから見ることができる。　「波伝説」http://www.wavehunter.jp/

波浪予測システム

2152 製　品　化
サービス化済
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特許第 5147061 号 特許登録 

高速・低電圧で動作可能な光受信器を構成するトランスインピーダンスア
ンプ（TIA）。固定値であるソースフォロワ回路の電流源を、TIA 回路をモ
ニタし出力振幅に応じて制御する電流制御回路を備えることにより、低電
圧動作時に電力を不必要に増やさず波形品質や速度性能を改善。高感度か
つ大量の信号入力が可能にもなるため、基幹光伝送システム、光アクセス
システム、光インターコネクション等の光受信用 IC、高速光受信モジュ
ール、光送受信トランシーバなど大容量かつ低電力化に資する。

トランスインピーダンスアンプ

2125

特許第 4769946 号 特許登録 

メモリ管理プログラムが記録されている記録媒体において、連続した利用
可能領域を生成する処理を中断して、主プログラムが処理を行う。本発明
により、コンパクション処理中に主プログラムが書込み処理を行っても複
製元オブジェクトと複製先オブジェクトとのデータの整合性を保つことが
できる。

メモリ管理方法、メモリ管理装置、及びメモリ管理プログ
ラムが記録されている記録媒体

1563

特許第 5131904 号 特許登録 

歌声と伴奏音とで構成される混合音の音楽データにおいて、ディジタル処
理により歌詞と伴奏音とを時間的に対応付ける技術。

音楽音響信号と歌詞の時間的対応付けを自動で行うシ
ステム及び方法

1546 製　品　化
サービス化済

特許第 5007391 号 特許登録 

所定観測位置において観測される津波波高に基づき津波波源を推定し、さ
らに推定された津波波源に基づき津波波高を予測する方法、システム及び
プログラム。

津波波源推定方法及び津波波高予測方法並びにその
関連技術

1445

特許第 5066711 号 特許登録 

マルチグリッド法を用いたデータ処理方法において、簡単な構成により、
他の前処理法との容易な併用を可能とする。流体の動きや構造物の変形、
電磁場の解析等に利用できる。

データ処理方法とそのプログラムおよび記録媒体並び
にデータ処理装置

1409

特許第 5017666 号 特許登録 

高速・高精度であり、並列処理可能な固有値分解方法。画像処理や信号分
離に利用できる。

固有値分解装置、及び固有値分解方法

1396
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特許第 4686663 号 特許登録 

動画中の歩行者を検出し、追跡する技術。自動車に搭載して歩行者を認識
させたり、監視カメラと併用して侵入者を監視することができる。

歩行者トラッキング方法及び歩行者トラッキング装置

1359

特許第 5167546 号 特許登録 

文脈が動的に変化する文書中の、意味のまとまりで区切られた一又は複数
の文からなる文単位から、検索要求の言葉の意味のまとまりと類似する文
単位を直接的に検索することができる文単位検索方法。

文単位検索方法、文単位検索装置、コンピュータプログ
ラム、記録媒体、及び文書記憶装置

1357

特許第 4982740 号 特許登録 

グリッドコンピューティングや P2P、NAS 等のネットワークを介した情
報共有において、メモリやハードディスク、ディスプレイ等の機能要素を
より有効に利用することができるデータ処理装置、計算機、及びデータ処
理方法。機能要素接続制御手段、及びネットワーク接続制御手段を備えて
おり、機能要素間でデータの送受信を行うことができる。

計算機、組織構築装置、及び計算機の制御方法

1319

特許第 5011545 号 特許登録 

高速・高精度であり、並列処理可能な特異値分解方法。画像処理や信号分
離に利用できる。

特異値分解装置、及び特異値分解方法

1112

製　品　化
サービス化済特許第 4521568 号 特許登録 

計測対象を異なる方向から重複撮影することによって得られた複数の撮影
画像間の対応点探索に関する技術。特殊なターゲットを用いることなく、
土木分野においても好適に利用できる。

対応点探索方法、相互標定方法、３次元画像計測方法、
対応点探索装置、相互標定装置、３次元画像計測装置、
対応点探索プログラム及び対応点探索プログラムを記
録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体

857

特許第 4599561 号 特許登録 

小さなメモリの容量にて、残像効果のように前の出力信号により後の出力
信号に変調を与える効果を発生させることができる。

画像処理装置、画像形成装置、画像処理方法、画像処理
装置制御プログラム及び、コンピュータ読み取り可能な
記録媒体

817
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特許第 4635193 号 特許登録 

入出力記憶手段に、複数の命令区間の実行結果としての入力パターンおよ
び出力パターンが記憶されており、記憶されている入力パターンの再利用
を行い、また、該当入力アドレスに対して、記録されたストアの回数を待
機した上で主記憶からの読み出しを行って該当する命令区間の事前実行を
行うことで、より効果的な命令区間の事前実行を実現する。

データ処理装置、データ処理プログラム、およびデータ
処理プログラムを記録した記録媒体

586

特許第 4654433 号 特許登録 

入出力記憶手段に、複数の命令区間の実行結果としての入力パターンおよ
び出力パターンが記憶されており、命令区間の実行時に、該命令区間の入
力パターンと、入出力記憶手段に記憶されている入力パターンとが一致し
た場合に再利用（再利用表として、関数管理表（RF）および入出力記録
表（PB）を設ける）を行い、より効果的な命令区間の事前実行を実現す
るデータ処理装置。

データ処理装置、データ処理プログラム、およびデータ
処理プログラムを記録した記録媒体

548

特許第 4660747 号 特許登録 

演算手段が命令区間を実行する際に、比較的簡素な構成によって、再利用
を行う上でより的確な入出力グループを命令区間記憶手段に登録すること
を可能とするデータ処理装置。

データ処理装置

517

特許第 4745974 号 特許登録 

簡便なインタフェースにより、被写体画像とその被写体に関連する情報を
結びつけて記録するための技術を提供する。

デジタルカメラおよび撮像方法

507

特許第 3861155 号 特許登録 

小電力マイクロ波送電を行うための送信機に関する。具体的には、直列接続
（アレイ化）した複数の発振器を備えている。従来は、各発振器の発振周波数

を安定化するとともに、複数の発振器を同期させる必要があるが、本発明
は、各発振器の間に帯域阻止フィルタを備えることにより、低コストで周波
数安定度の高い発振器を実現できる。RF-ID、IC タグ等の利便性が向上する。

発振器アレイ及びその同期方法

282
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